Red Hat JBoss Enterprise Application Platform 7.4
JBoss EAP XP 3.0.0 を使用する

JBoss EAP XP 3.0.0 向け

概要

				本書では、JBoss EAP XP 3.0.0 で MicroProfile を使用する一般的な情報を提供します。
			






多様性を受け入れるオープンソースの強化




			Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリスト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris Wright のメッセージ をご覧ください。
		

Red Hat ドキュメントへのフィードバック




			弊社のドキュメントに関するご意見やご感想をお寄せください。フィードバックをお寄せいただくには、ドキュメントのテキストを強調表示し、コメントを追加できます。以下の手順に従って、Red Hat ドキュメントのフィードバックをお寄せください。
		
前提条件
	
					Red Hat カスタマーポータルにログインする。
				
	
					Red Hat カスタマーポータルで、Multi-page HTML 形式のドキュメントを表示する。
				


手順
	
					フィードバック をクリックして、既存のリーダーコメントを表示します。
				
注記

						フィードバック機能は、マルチページ HTML 形式でのみ有効です。
					


	
					フィードバックを提供するドキュメントのセクションを強調表示します。
				
	
					選択したテキストの近くに表示されるプロンプトメニューで、Add Feedback をクリックします。
				

					ページの右側のフィードバックセクションにテキストボックスが開きます。
				

	
					テキストボックスにフィードバックを入力し、Submit をクリックします。
				

					ドキュメントに関する問題を作成しました。
				

	
					問題を表示するには、フィードバックビューで問題トラッカーリンクをクリックします。
				



第1章 最新の MicroProfile 機能向けの JBoss EAP XP



JBoss EAP XP について




				JBoss EAP XP (MicroProfile Expansion Pack) は、JBoss EAP XP マネージャーを使用して提供されるパッチストリームとして利用できます。
			
注記

					JBoss EAP XP は、個別のサポートおよびライフサイクルポリシーに依存します。詳細は、JBoss Enterprise Application Platform expansion pack Support and Life Cycle Policies ページを参照してください。
				


				JBoss EAP XP パッチは、以下の Eclipse MicroProfile 4.0 コンポーネントを提供します。
			
	
						MicroProfile Config
					
	
						MicroProfile Fault Tolerance
					
	
						MicroProfile Health
					
	
						MicroProfile JWT
					
	
						MicroProfile Metrics
					
	
						MicroProfile OpenAPI
					
	
						MicroProfile OpenTracing
					
	
						MicroProfile REST クライアント
					
	
						MicroProfile Reactive Messaging
					


注記

					MicroProfile Reactive Messaging サブシステムは Red Hat AMQ Streams をサポートします。この機能は MicroProfile Reactive Messaging 1.0 API を実装し、Red Hat は JBoss EAP XP 3.0.0 のテクノロジープレビューとして機能を提供します。
				

					Red Hat は、JBoss EAP で Red Hat AMQ Streams 2021.Q2 をテストしました。ただし、JBoss EAP XP 3.0.0 でテストされた最新の Red Hat AMQ Streams バージョンについては、Red Hat JBoss Enterprise Application Platform でサポートされる設定ページを参照してください。
				


JBoss EAP XP のインストール




				JBoss EAP XP をインストールする場合は、JBoss EAP XP パッチが JBoss EAP のバージョンと互換性があることを確認してください。JBoss EAP XP 3.0.x パッチは JBoss EAP 7.4 リリースと互換性があります。
			
注記

					JBoss EAP XP は、XP マネージャーおよび EAP アーカイブを使用するか、JBoss EAP XP OpenShift Container イメージを使用してインストールできます。EAP RPM に JBoss EAP XP をインストールすることはできません。
				

関連情報
	
						最新の JBoss EAP リリースに最新の JBoss EAP XP パッチをインストールする方法は、Installing JBoss EAP XP 3.0.0 on JBoss EAP 7.4.x を参照してください。
					



JBoss EAP XP マネージャー




				JBoss EAP XP マネージャーは、製品のダウンロードページからダウンロードできる実行可能な jar ファイルです。JBoss EAP XP マネージャーを使用して、JBoss EAP XP パッチストリームから JBoss EAP XP パッチを適用します。このパッチには MicroProfile 4.0 実装と、これらの MicroProfile 4.0 実装のバグ修正が含まれます。
			
注記

					管理コンソールを使用して JBoss EAP XP パッチを管理できません。
				


				引数を指定せずに JBoss EAP XP マネージャーを実行したり、help コマンドを実行すると、使用できるコマンドの一覧と、そのコマンドの実行内容が表示されます。
			

				help コマンドでマネージャーを実行して、利用可能な引数の詳細情報を取得します。
			
注記

					JBoss EAP XP マネージャーのコマンドのほとんどは、--jboss-home 引数を取り、JBoss EAP XP サーバーを参照して JBoss EAP XP パッチストリームを管理します。これを省略する場合は、JBOSS_HOME 環境変数でサーバーへのパスを指定します。--jboss-home は環境変数よりも優先されます。
				


JBoss EAP XP マネージャー 3.0 コマンド




				JBoss EAP XP マネージャー 3.0 は、JBoss EAP XP パッチストリームを管理し JBoss EAP 7.4.x ベースパッチを適用するためのさまざまなコマンドを提供します。
			

				以下のコマンドが提供されます。
			
	patch-apply
	
							このコマンドを使用して JBoss EAP インストールにパッチを適用します。
						

							patch-apply コマンドは、patch apply 管理 CLI コマンドに似ています。patch-apply コマンドは、ツールを使用してパッチを適用するために必要な引数のみを受け入れます。他の patch apply 管理 CLI コマンド引数にデフォルト値を使用します。
						

							patch-apply コマンドを使用して、サーバーで有効なパッチストリームにパッチを適用できます。コマンドを使用して、ベースサーバーのパッチと XP パッチの両方を適用することもできます。
						
patch-apply コマンドの使用例

								

$ java -jar jboss-eap-xp-manager.jar patch-apply --jboss-home=/PATH/TO/EAP --patch=/PATH/TO/PATCH/jboss-eap-7.3.4-patch.zip


							

							XP パッチを適用するとき、JBoss EAP XP マネージャー 3.0 は検証を実行し、パッチとパッチストリームの不一致を防ぎます。以下の例は、誤った組み合わせを示しています。
						
	
									XP 3.0 パッチストリームが設定されたサーバーに JBoss EAP XP 2.0 パッチをインストールすると、以下のエラーが発生します。
								
java.lang.IllegalStateException: The JBoss EAP XP patch stream in the patch 'jboss-eap-xp-2.0' does not match the currently enabled JBoss EAP XP patch stream [jboss-eap-xp-3.0]
	at org.jboss.eap.util.xp.patch.stream.manager.ManagerPatchApplyAction.doExecute(ManagerPatchApplyAction.java:33)
	at org.jboss.eap.util.xp.patch.stream.manager.ManagerAction.execute(ManagerAction.java:40)
	at org.jboss.eap.util.xp.patch.stream.manager.ManagerMain.main(ManagerMain.java:50)

	
									JBoss EAP XP 3.0 パッチストリーム用に設定されていないサーバーに JBoss EAP XP 3.0 パッチをインストールすると、以下のエラーが発生します。
								
java.lang.IllegalStateException: You are attempting to install a patch for the 'jboss-eap-xp-3.0' JBoss EAP XP Patch Stream. However this patch stream is not yet set up in the JBoss EAP server. Run the 'setup' command to enable the patch stream.
	at org.jboss.eap.util.xp.patch.stream.manager.ManagerPatchApplyAction.doExecute(ManagerPatchApplyAction.java:29)
	at org.jboss.eap.util.xp.patch.stream.manager.ManagerAction.execute(ManagerAction.java:40)
	at org.jboss.eap.util.xp.patch.stream.manager.ManagerMain.main(ManagerMain.java:50)

									いずれの場合も、サーバーに変更が加えられません。
								




	remove
	
							このコマンドを使用して、JBoss EAP サーバーから JBoss EAP XP パッチストリーム設定を削除します。
						
remove コマンドの使用例

								

$ java -jar jboss-eap-xp-manager.jar remove --jboss-home=/PATH/TO/EAP


							

	setup
	
							このコマンドを使用して、JBoss EAP XP パッチストリームにクリーンな JBoss EAP サーバーを設定します。
						

							setup コマンドを使用すると、JBoss EAP XP マネージャーは以下の操作を実行します。
						
	
									JBoss EAP XP 3.0 パッチストリームを有効にします。
								
	
									--base-patch および --xp-patch 属性を使用して指定されたパッチを適用します。
								
	
									standalone-microprofile.xml および standalone-microprofile-ha.xml 設定ファイルをサーバー設定ディレクトリーにコピーします。
								

									古い設定ファイルが既にインストールされている場合、新しいファイルは standalone-microprofile-yyyyMMdd-HHmmss.xml などのターゲット設定ディレクトリーにタイムスタンプ付きコピーとして保存されます。
								

									--jboss-config-directory 引数を使用してターゲットディレクトリーを設定できます。
								



setup コマンドの使用例

								

$ java -jar jboss-eap-xp-manager.jar setup --jboss-home=/PATH/TO/EAP


							

	status
	
							このコマンドを使用して、JBoss EAP XP サーバーの現在の状態を見つけます。status コマンドは、以下の情報を返します。
						
	
									JBoss EAP XP ストリームの状態
								
	
									現在の状態によるサポートポリシーの変更
								
	
									JBoss EAP XP のメジャーバージョン。
								
	
									パッチストリームと累積パッチ ID を有効にしました。
								
	
									状態を変更するのに利用できる JBoss EAP XP マネージャーコマンド
								


status コマンドの使用例

								

$ java -jar jboss-eap-xp-manager.jar status --jboss-home=/PATH/TO/EAP


							

	upgrade
	
							このコマンドを使用して、JBoss EAP サーバーで古い JBoss EAP XP パッチストリームを JBoss EAP サーバーの最新のパッチストリームにアップグレードします。
						

							upgrade コマンドを使用すると、JBoss EAP XP マネージャーは以下の操作を実行します。
						
	
									サーバーで古いパッチストリームを有効にするファイルのバックアップを作成します。
								
	
									JBoss EAP XP 3.0 パッチストリームを有効にします。
								
	
									--base-patch および --xp-patch 属性を使用して指定されたパッチを適用します。
								
	
									standalone-microprofile.xml および standalone-microprofile-ha.xml 設定ファイルをサーバー設定ディレクトリーにコピーします。古い設定ファイルがすでにインストールされている場合、新しいファイルは standalone-microprofile-yyyyMMdd-HHmmss.xml などのターゲット設定ディレクトリーにタイムスタンプ付きコピーとして保存 されます。
								
	
									問題が発生した場合、JBoss EAP XP マネージャーは作成したバックアップから以前のパッチストリームを復元しようとします。
								

									--jboss-config-directory 引数を使用してターゲットディレクトリーを設定できます。
								



upgrade コマンドの使用例:

								

$ java -jar jboss-eap-xp-manager.jar upgrade --jboss-home=/PATH/TO/EAP


							




JBoss EAP XP 3.0.0 on JBoss EAP 7.4.x のインストール




				JBoss EAP XP 3.0.0 を JBoss EAP 7.4 ベースサーバーにインストールします。
			

				JBoss EAP XP マネージャー 3.0.0 を使用して JBoss EAP XP 3.0.0 パッチストリームを管理します。
			
注記

					JBoss EAP XP 3.0.0 は JBoss EAP 7.4.x で認定されています。
				

前提条件
	
						製品のダウンロードページから以下のファイルをダウンロードしている。
					
	
								jboss-eap-xp-3.0.0-manager.jar ファイル (JBoss EAP XP マネージャー 3.0)
							
	
								JBoss EAP 7.4 サーバーアーカイブファイル
							
	
								JBoss EAP XP 3.0.0 パッチ
							





手順
	
						ダウンロードした JBoss EAP 7.4 サーバーアーカイブファイルを JBoss EAP インストールのパスに展開します。
					
	
						以下のコマンドを使用して JBoss EAP XP 3.0 パッチストリームを管理するために、JBoss EAP XP マネージャー 3.0.0 を設定します。
					
$ java -jar jboss-eap-xp-manager.jar setup --jboss-home=<path_to_eap>
注記

							JBoss EAP XP 3.0.0 パッチを同時に適用することができます。--xp-patch 引数を使用して JBoss EAP XP 3.0.0 パッチへのパスを含めます。
						

							例:
						
$ java -jar jboss-eap-xp-manager.jar setup --jboss-home=<path_to_eap> --xp-patch <path_to_patch>jboss-eap-xp-3.0.0-patch.zip


						これで、JBoss EAP XP 3.0.0 パッチストリームを管理できるようになりました。
					

	
						オプション: --xp-patch 引数を使用して JBoss EAP XP 3.0.0 パッチを JBoss EAP サーバーに適用していない場合は、JBoss EAP XP マネージャー 3.0.0 patch-apply コマンドを使用して JBoss EAP XP 3.0.0 パッチを適用 します。
					
$ java -jar jboss-eap-xp-manager.jar patch-apply --jboss-home=<path_to_eap> --patch=<path_to_patch>jboss-eap-xp-3.0.0-patch.zip

						patch-apply コマンドは、patch apply 管理 CLI コマンドに似ています。patch apply 管理 CLI コマンドを使用して、パッチを適用することもできます。
					




				JBoss EAP サーバーが JBoss EAP XP 3.0.0 パッチが適用されたため、JBoss EAP XP 3.0.0 パッチストリームを管理できるようになりました。
			
関連情報
	
						JBoss EAP XP マネージャー 3.0 コマンド
					



JBoss EAP のアンインストール




				JBoss EAP XP をアンインストールすると、JBoss EAP XP 3.0.0 パッチストリームと MicroProfile 4.0 機能の有効化に関連するすべてのファイルが削除されます。アンインストールプロセスは、ベースサーバーのパッチストリームまたは機能には影響しません。
			
注記

					アンインストールプロセスでは、JBoss EAP XP パッチストリームを有効にしたときに JBoss EAP XP パッチに追加した設定ファイルなどは削除されません。
				

手順
	
						以下のコマンドを実行して JBoss EAP XP 3.0.0 をアンインストールします。
					
$ java -jar jboss-eap-xp-manager.jar remove --jboss-home=/PATH/TO/EAP




				MicroProfile 4.0 機能を再度インストールするには、再度 setup コマンドを実行してパッチストリームを有効にし、JBoss EAP XP パッチを適用して MicroProfile 4.0 モジュールを追加します。
			

JBoss EAP XP の状態の表示




				status コマンドを使用して、以下の情報を表示できます。
			
	
						JBoss EAP XP ストリームの状態
					
	
						現在の状態によるサポートポリシーの変更
					
	
						JBoss EAP XP のメジャーバージョン。
					
	
						パッチストリームと、その累積パッチ ID を有効にしている。
					
	
						状態を変更するのに利用できる JBoss EAP XP マネージャーコマンド
					



				JBoss EAP XP は、以下のいずれかの状態になります。
			
	Not set up
	
							JBoss EAP はクリーンな状態で、JBoss EAP XP は設定されていません。
						
	Set up 
	
							JBoss EAP で JBoss XP がセットアップされています。XP パッチストリームのバージョンは、ユーザーが CLI を使用して判断できるので表示されません。
						
	Inconsistent 
	
							JBoss EAP XP に関連するファイルは、一貫性のない状態です。これはエラー状態であるため、通常は発生しません。このエラーが発生する場合は、JBoss EAP XP のアンインストールのトピックで説明されているように JBoss EAP XP マネージャーを削除し、setup コマンドを使用して JBoss EAP XP を再度インストールします。
						


手順
	
						以下のコマンドを実行して、JBoss EAP XP の状態を表示します。
					
$ java -jar jboss-eap-xp-manager.jar status --jboss-home=<path_to_eap>



関連情報
	
						JBoss EAP のアンインストール
					
	
						JBoss EAP XP 3.0.0 on JBoss EAP 7.4.x のインストール
					



JBoss EAP XP および JBoss EAP 7.4.x ベースパッチのロールバック




				管理 CLI を使用して、以前に適用された JBoss EAP XP パッチまたは JBoss EAP 7.4.x ベースパッチにロールバックできます。
			
関連情報
	
						JBoss EAP XP パッチまたは JBoss EAP 7.4.x ベースパッチのロールバックに関する詳細は、Rolling back a patch using the management CLI を参照してください。
					




第2章 MicroProfile について



MicroProfile Config



JBoss EAP での MicroProfile Config




					設定データは動的に変更でき、アプリケーションはサーバーを再起動せずに最新の設定情報にアクセスできる必要があります。
				

					MicroProfile Config は設定データのポータブルな外部化を実現します。つまり、アプリケーションとマイクロサービスを、変更または再パッケージ化せずに複数の環境で実行するように設定できます。
				

					MicroProfile Config 機能は、SmallRye Config を使用して JBoss EAP に実装され、microprofile-config-smallrye サブシステムによって提供されます。
				
注記

						MicroProfile Config は JBoss EAP XP でのみサポートされます。これは JBoss EAP ではサポートされません。
					

重要

						独自の Config 実装を追加する場合は、Config インターフェイスの最新バージョンのメソッドを使用する必要があります。
					

関連情報
	
							MicroProfile Config
						
	
							SmallRye Config
						
	
							Config implementations
						



MicroProfile Config でサポートされる MicroProfile Config ソース




					MicroProfile Config 設定プロパティーは、さまざまな場所から取得でき、形式が異なる場合があります。これらのプロパティーは ConfigSources によって提供されます。ConfigSources は org.eclipse.microprofile.config.spi.ConfigSource インターフェイスの実装です。
				

					MicroProfile Config 仕様は、設定値を取得するために、以下のデフォルト ConfigSource 実装を提供します。
				
	
							System.getProperties()
						
	
							System.getenv()
						
	
							クラスパス上のすべての META-INF/microprofile-config.properties。
						



					microprofile-config-smallrye サブシステムは、設定値を取得するために ConfigSource リソースの追加タイプをサポートします。以下のリソースから設定値を取得することもできます。
				
	
							microprofile-config-smallrye/config-source 管理リソースでのプロパティー
						
	
							ディレクトリー内のファイル
						
	
							ConfigSource クラス
						
	
							ConfigSourceProvider クラス
						


関連情報
	
							org.eclipse.microprofile.config.spi.ConfigSource
						




MicroProfile Fault Tolerance



MicroProfile Fault Tolerance 仕様について




					MicroProfile Fault Tolerance 仕様は、分散したマイクロサービスに特有のエラーに対応するストラテジーを定義します。
				

					MicroProfile Fault Tolerance 仕様は、エラーを処理する以下のストラテジーを定義します。
				
	Timeout
	
								実行が終了べき時間を定義します。タイムアウトを定義すると、実行を永久に待機できなくなります。
							
	Retry
	
								失敗した実行を再試行する基準を定義します。
							
	Fallback
	
								実行に失敗した場合の代替を指定します。
							
	CircuitBreaker
	
								一時的に停止するまでの実行試行回数を定義します。遅延の長さを定義すると、実行を再開することができます。
							
	Bulkhead
	
								システムの一部で障害を分離して、残りのシステムを機能させます。
							
	Asynchronous
	
								別のスレッドでクライアント要求を実行します。
							


関連情報
	
							MicroProfile Fault Tolerance Specification
						



JBoss EAP での MicroProfile Fault Tolerance




					microprofile-fault-tolerance-smallrye サブシステムは、JBoss EAP での MicroProfile Fault Tolerance のサポートを提供します。このサブシステムは、JBoss EAP XP ストリームでのみ利用できます。
				

					microprofile-fault-tolerance-smallrye サブシステムはインターセプターバインディングに以下のアノテーションを提供します。
				
	
							@Timeout
						
	
							@Retry
						
	
							@Fallback
						
	
							@CircuitBreaker
						
	
							@Bulkhead
						
	
							@Asynchronous
						



					これらのアノテーションはクラスレベルまたはメソッドレベルでバインドできます。クラスにバインドされたアノテーションは、そのクラスのすべてのビジネスメソッドに適用されます。
				

					以下のルールはバインディングインターセプターに適用されます。
				
	
							コンポーネントクラスがクラスレベルのインターセプターバインディングを宣言または継承する場合、以下の制限が適用されます。
						
	
									クラスは final を宣言することはできません。
								
	
									クラスには static、private、または final メソッドを含めることはできません。
								



	
							コンポーネントクラスの静的ではない非プライベートメソッドがメソッドレベルのインターセプターバインディングを宣言する場合、メソッドやコンポーネントクラスも final 宣言されません。
						



					フォールトトレランス操作には以下の制限があります。
				
	
							フォールトトレランスインターセプターバインディングは bean クラスまたは bean クラスメソッドに適用する必要があります。
						
	
							呼び出し時、呼び出しは Jakarta Contexts and Dependency Injection 仕様で定義されているビジネスメソッド呼び出しである必要があります。
						
	
							以下の条件が両方とも true の場合、操作はフォールトトレランスと見なされません。
						
	
									メソッド自体は、フォールトトレランスインターセプターにバインドされません。
								
	
									メソッドが含まれるクラスは、フォールトトレランスインターセプターにバインドされません。
								






					microprofile-fault-tolerance-smallrye サブシステムは、MicroProfile Fault Tolerance が提供する設定オプションに加え、以下の設定オプションを提供します。
				
	
							io.smallrye.faulttolerance.globalThreadPoolSize
						
	
							io.smallrye.faulttolerance.timeoutExecutorThreads
						


関連情報
	
							MicroProfile Fault Tolerance 仕様
						
	
							SmallRye Fault Tolerance プロジェクト
						




MicroProfile Health



JBoss EAP での MicroProfile Health




					JBoss EAP には SmallRye Health コンポーネントが含まれており、これを使用して JBoss EAP インスタンスが想定どおりに応答しているかどうかを判断できます。この機能はデフォルトで有効になります。
				

					MicroProfile Health は、JBoss EAP をスタンドアロンサーバーとして実行している場合のみ利用できます。
				

					MicroProfile Health 仕様は、以下のヘルスチェックを定義します。
				
	Readiness
	
								アプリケーションがリクエストを処理する準備ができているかどうかを決定します。@Readiness アノテーションは、このヘルスチェックを提供します。
							
	Liveness
	
								アプリケーションが実行されているかどうかを決定します。@Liveness アノテーションは、このヘルスチェックを提供します。
							



					@Health アノテーション は MicroProfile Health 3.0 で削除されました。
				

					MicroProfile Health 3.0 には以下の重大な変更があります。
				
	
							@Health 修飾子 のプルーニング
						
	
							HealthCheckResponse state パラメーターの名前を status に変更し、デシリアライズの問題を修正します。そのため、対応するメソッドの名前が変更になりました。
						



					MicroProfile Health 3.0 における互換性の重大な変更に関する詳細は、MicroProfile Health 3.0 のリリースノート を参照してください。
				
重要

						:empty-readiness-checks-status および :empty-liveness-checks-status は、readiness または liveness プローブが定義されていない場合のグローバルステータスを指定する管理属性です。
					

関連情報
	
							プローブが定義されていない場合のグローバルステータス
						
	
							smallrye Health
						
	
							MicroProfile Health
						
	
							カスタムヘルスチェックの例
						




MicroProfile JWT



JBoss EAP での MicroProfile JWT 統合




					サブシステム microprofile-jwt-smallrye は、JBoss EAP で MicroProfile JWT 統合を提供します。
				

					以下の機能は microprofile-jwt-smallrye サブシステムによって提供されます。
				
	
							MicroProfile JWT セキュリティーを使用するデプロイメントの検出。
						
	
							MicroProfile JWT のサポートの有効化。
						



					サブシステムには設定可能な属性やリソースが含まれません。
				

					org.eclipse.microprofile.jwt.auth.api モジュールは、microprofile-jwt-smallrye サブシステムの他に、JBoss EAP で MicroProfile JWT 統合を提供します。
				
関連情報
	
							SmallRye JWT
						



従来のデプロイメントと MicroProfile JWT デプロイメントの相違点




					MicroProfile JWT デプロイメントは、従来の JBoss EAP デプロイメントなどの管理された SecurityDomain リソースに依存しません。代わりに、仮想 SecurityDomain が作成され、MicroProfile JWT デプロイメント全体で使用されます。
				

					MicroProfile JWT デプロイメントは MicroProfile Config プロパティーと microprofile-jwt-smallrye サブシステム内で完全に設定されるため、仮想 SecurityDomain はデプロイメントの他の管理設定を必要としません。
				

JBoss EAP での MicroProfile JWT アクティベーション




					MicroProfile JWT は、アプリケーションに auth-method の有無に基づいてアプリケーションに対してアクティベートされます。
				

					MicroProfile JWT 統合は、以下のようにアプリケーションに対してアクティベートされます。
				
	
							デプロイメントプロセスの一環として、JBoss EAP はアプリケーションアーカイブで auth-method の存在をスキャンします。
						
	
							auth-method 存在し、MP-WT として定義されている場合は、MicroProfile JWT 統合がアクティベートされます。
						



					auth-method は、以下のファイルのいずれかまたは両方で指定できます。
				
	
							javax.ws.rs.core.Application を拡張するクラスを含むファイル。@LoginConfig アノテーション付き。
						
	
							web.xml 設定ファイル
						



					auth-method がアノテーションを使用して、および web.xml 設定ファイルの両方に定義されている場合は、web.xml 設定ファイルの定義が使用されます。
				

JBoss EAP での MicroProfile JWT の制限




					JBoss EAP の MicroProfile JWT 実装にはいくつかの制限があります。
				

					JBoss EAP には、MicroProfile JWT 実装の制限があります。
				
	
							MicroProfile JWT 実装は、mp.jwt.verify.publickey プロパティーで提供された JSON Web Key Set(JWKS) からの最初の鍵のみを解析します。したがって、トークンが 2 つ目の鍵または 2 つ目の鍵の後に署名されるように要求すると、トークンの検証に失敗し、トークンを含むリクエストは承認されません。
						
	
							JWKS の base64 エンコードはサポートされていません。
						



					いずれの場合も、mp.jwt.verify.publickey.location 設定プロパティーを使用する代わりに、クリアーテキスト JWKS を参照できます。
				


MicroProfile Metrics



JBoss EAP での MicroProfile Metrics




					JBoss EAP には SmallRye Metrics コンポーネントが含まれています。JBoss EAP では、microprofile-metrics-smallrye サブシステムを使用して MicroProfile Metrics 機能を提供する SmallRye Metrics コンポーネントを利用できます。
				

					microprofile-metrics-smallrye サブシステムは JBoss EAP インスタンスのモニタリングデータを提供します。サブシステムはデフォルトで有効になっています。
				
重要

						microprofile-metrics-smallrye サブシステムは、スタンドアロン設定でのみ有効になります。
					

関連情報
	
							SmallRye Metrics
						
	
							MicroProfile Metrics
						




MicroProfile OpenAPI



JBoss EAP での MicroProfile OpenAPI




					MicroProfile OpenAPI は、microprofile-openapi-smallrye サブシステムを使用して JBoss EAP に統合されます。
				

					MicroProfile OpenAPI 仕様は、OpenAPI 3.0 ドキュメントを提供する HTTP エンドポイントを定義します。OpenAPI 3.0 ドキュメントでは、ホストの REST サービスについて説明します。OpenAPI エンドポイントは、設定されたパス (例: http://localhost:8080/openapi) を使用してデプロイメントに関連付けられたホストのルートに対して登録されます。
				
注記

						現在、仮想ホストの OpenAPI エンドポイントは単一デプロイメントのみを文書化できます。同じ仮想ホストの異なるコンテキストパスで登録された複数のデプロイメントで OpenAPI を使用するには、各デプロイメントは個別のエンドポイントパスを使用する必要があります。
					


					OpenAPI エンドポイントはデフォルトで YAML ドキュメントを返します。Accept HTTP ヘッダーまたは format クエリーパラメーターを使用して JSON ドキュメントをリクエストすることもできます。
				

					指定のアプリケーションの Undertow サーバーまたはホストが HTTPS リスナーを定義する場合、OpenAPI ドキュメントも HTTPS を使用して利用できます。たとえば、HTTPS のエンドポイントは https://localhost:8443/openapi です。
				


MicroProfile OpenTracing



MicroProfile OpenTracing




					サービス境界全体でリクエストをトレースする機能は、ライフサイクル中にリクエストが複数のサービスを通過するマイクロサービス環境で特に重要となります。
				

					MicroProfile OpenTracing 仕様は、CDI-bean アプリケーション内の OpenTacing 対応の Tracer オインターフェイスにアクセスするための、動作および API を定義します。Tracer インターフェイスは JAX-RS アプリケーションを自動的にトレースします。
				

					動作は、送受信リクエストに対してどのように Open Tracing Spans が自動的に作成されるかを指定します。API は、指定のエンドポイントのトレースをどのように明示的に無効または有効にするかを定義します。
				
関連情報
	
							MicroProfile OpenTracing 仕様の詳細は、MicroProfile OpenTracing のドキュメント を参照してください。
						
	
							Tracer インターフェイスの詳細は、Tracer の java ドキュメント を参照してください。
						



JBoss EAP での MicroProfile OpenTracing




					microprofile-opentracing-smallrye サブシステムを使用して、Jakarta EE アプリケーションの分散トレーシングを設定できます。このサブシステムは SmallRye OpenTracing コンポーネントを使用して JBoss EAP の MicroProfile OpenTracing 機能を提供します。
				

					MicroProfile OpenTracing 2.0 は、アプリケーションのリクエストのトレースをサポートします。デフォルトの Jaeger Java Client トレーサーや、管理 CLI または管理コンソールで JBoss EAP 管理 API を使用して、Jakarta EE で一般的に使用されるコンポーネントのインスツルメンテーションライブラリーのセットを設定できます。
				
注記

						JBoss EAP サーバーに自動的にデプロイされた各 WAR は、独自の Tracer インスタンスを持ちます。EAR 内の各 WAR は個別の WAR として扱われ、各 WAR には独自の Tracer インスタンスがあります。デフォルトでは、Jaeger Client と使用されるサービス名はデプロイメントの名前から派生し、通常これは WAR ファイル名になります。
					


					microprofile-opentracing-smallrye サブシステム内でシステムプロパティーまたは環境変数を設定して Jaeger Java Client を設定できます。
				
重要

						システムプロパティーおよび環境変数を使用した Jeager Client トレーサーの設定はテクノロジープレビューとして提供されます。Jeager Client トレーサーに関連するシステムプロパティーおよび環境変数は、今後のリリースで変更されて、相互互換性がなくなる可能性があります。
					

注記

						デフォルトでは、Jaeger Client for Java のプローブ的なサンプリングストラテジーは 0.001 に設定されています。つまり、サンプルされるのは、約 1000 トレースつき 1 つとなります。すべてのリクエストのサンプルを取るには、システムプロパティー JAEGER_SAMPLER_TYPE を const に設定し、JAEGER_SAMPLER_PARAM を 1 に設定します。
					

関連情報
	
							SmallRye OpenTracing 機能の詳細は、SmallRye OpenTracing コンポーネント を参照してください。
						
	
							デフォルトのトレーサーの詳細は、Jaeger Java Client を参照してください。
						
	
							Tracer インターフェイスの詳細は、Tracer の java ドキュメント を参照してください。
						
	
							デフォルトのトレーサーの上書きおよび Jakarta Contexts and Dependency Injection bean のトレースに関する詳細は、開発ガイドの Eclipse MicroProfile OpenTracing を使用したリクエストのトレース を参照してください。
						
	
							Jaeger Client の設定に関する詳細は、Jaeger ドキュメント を参照してください。
						
	
							有効なシステムプロパティーの詳細は、Jaeger ドキュメントの Configuration via Environment を参照してください。
						




MicroProfile REST クライアント



MicroProfile REST クライアント




					JBoss EAP XP 3.0.0 は、HTTP 上で RESTful サービスを呼び出すために型安全なアプローチを提供するために Jakarta RESTful Web Services 2.1.6 クライアント API 上に構築される MicroProfile REST クライアント 2.0 をサポートします。MicroProfile Type Safe REST クライアントは、Java インターフェイスとして定義されます。MicroProfile REST クライアントでは、実行可能コードでクライアントアプリケーションを作成できます。
				

					MicroProfile REST クライアントを使用して以下の機能を利用します。
				
	
							直感的な構文
						
	
							プロバイダーのプログラムによる登録
						
	
							プロバイダーの宣言的登録
						
	
							ヘッダーの宣言的仕様
						
	
							サーバー上のヘッダーの伝搬
						
	
							ResponseExceptionMapper
						
	
							Jakarta Contexts and Dependency Injection の統合
						
	
							サーバー向けイベント (SSE) へのアクセス
						


関連情報
	
							MicroProfile REST クライアントと Jakarta RESTful Web Services 構文の比較
						
	
							MicroProfile REST クライアントでのプロバイダーのプログラムによる登録
						
	
							MicroProfile REST クライアントでのプロバイダーの宣言的登録
						
	
							MicroProfile REST クライアントでのヘッダーの宣言型仕様
						
	
							MicroProfile REST クライアントでのサーバーでヘッダーの伝搬
						
	
							MicroProfile REST クライアントの ResponseExceptionMapper
						
	
							MicroProfile REST クライアントでのコンテキスト依存関係の挿入
						





第3章 JBoss EAP での MicroProfile の管理



MicroProfile OpenTracing の管理



MicroProfile Open Tracing の有効化




					以下の管理 CLI コマンドを使用してサーバー設定にサブシステムを追加し、サーバーインスタンスに対して MicroProfile Open Tracing 機能をグローバルに有効にします。
				
手順
	
							以下の管理コマンドを使用して microprofile-opentracing-smallrye サブシステムを有効にします。
						
/subsystem=microprofile-opentracing-smallrye:add()

	
							変更を反映するためにサーバーをリロードします。
						
reload




microprofile-opentracing-smallrye サブシステムの削除




					microprofile-opentracing-smallrye サブシステムは、デフォルトの JBoss EAP 7.4 設定に含まれています。このサブシステムは、JBoss EAP 7.4 の MicroProfile OpenTracing 機能を提供します。MicroProfile OpenTracing を有効にしてシステムメモリーやパフォーマンスが低下した場合は、microprofile-opentracing-smallrye サブシステムを無効にすることができます。
				

					管理 CLI で remove 操作を使用すると、指定のサーバーで MicroProfile OpenTracing 機能をグローバルに無効にできます。
				
手順
	
							microprofile-opentracing-smallrye サブシステムを削除します。
						
/subsystem=microprofile-opentracing-smallrye:remove()

	
							変更を反映するためにサーバーをリロードします。
						
reload




microprofile-opentracing-smallrye サブシステムの追加




					サーバー設定に追加することで、microprofile-opentracing-smallrye サブシステムを有効化できます。管理 CLI で add 操作を使用して、指定のサーバーで MicroProfile OpenTracing 機能をグローバルに有効にします。
				
手順
	
							サブシステムを追加します。
						
/subsystem=microprofile-opentracing-smallrye:add()

	
							変更を反映するためにサーバーをリロードします。
						
reload




Jaeger のインストール




					docker を使用して Jaeger をインストールします。
				
前提条件
	
							docker がインストールされている。
						


手順
	
							CLI で以下のコマンドを実行して docker を使用して Jaeger をインストールします。
						
$ docker run -d --name jaeger   -p 6831:6831/udp   -p 5778:5778   -p 14268:14268   -p 16686:16686   jaegertracing/all-in-one:1.16





MicroProfile Config の設定



ConfigSource 管理リソースでのプロパティーの追加




					プロパティーは管理リソースとして config-source サブシステムに直接保存できます。
				
手順
	
							ConfigSource を作成し、プロパティーを追加します。
						
/subsystem=microprofile-config-smallrye/config-source=props:add(properties={"name" = "jim"})




ディレクトリーを ConfigSources として設定




					プロパティーがファイルとしてディレクトリーに保存されている場合、file-name はプロパティーの名前で、ファイルの内容はプロパティーの値になります。
				
手順
	
							ファイルを保存するディレクトリーを作成します。
						
$ mkdir -p ~/config/prop-files/

	
							ディレクトリーに移動します。
						
$ cd ~/config/prop-files/

	
							プロパティー name の値を保存するファイル name を作成します。
						
$ touch name

	
							プロパティーの値をファイルに追加します。
						
$ echo "jim" > name

	
							ファイル名がプロパティーであり、プロパティーの値が含まれるファイルが含まれる ConfigSource を作成します。
						
/subsystem=microprofile-config-smallrye/config-source=file-props:add(dir={path=~/config/prop-files})

							これにより、以下の XML 設定が以下のようになります。
						
<subsystem xmlns="urn:wildfly:microprofile-config-smallrye:1.0">
    <config-source name="file-props">
        <dir path="/etc/config/prop-files"/>
    </config-source>
</subsystem>




ConfigSource クラスからの ConfigSource の取得




					カスタムの org.eclipse.microprofile.config.spi.ConfigSource 実装クラスを作成および設定して、設定値のソースを提供することができます。
				
手順
	
							以下の管理 CLI コマンドは、org.example という名前の JBoss モジュールによって提供される、org.example.MyConfigSource という名前の実装クラスの ConfigSource を作成します。
						

							org.example モジュールから ConfigSource を使用する場合は、<module name="org.eclipse.microprofile.config.api"/> 依存関係を path/to/org/example/main/module.xml ファイルに追加します。
						
/subsystem=microprofile-config-smallrye/config-source=my-config-source:add(class={name=org.example.MyConfigSource, module=org.example})

							このコマンドを実行すると、microprofile-config-smallrye サブシステムに以下の XML 設定が指定されます。
						
<subsystem xmlns="urn:wildfly:microprofile-config-smallrye:1.0">
    <config-source name="my-config-source">
        <class name="org.example.MyConfigSource" module="org.example"/>
    </config-source>
</subsystem>




					カスタムの org.eclipse.microprofile.config.spi.ConfigSource 実装クラスによって提供されるプロパティーはすべての JBoss EAP デプロイメントで使用できます。
				

ConfigSourceProvider クラスからの ConfigSource 設定の取得




					複数の ConfigSource インスタンスの実装を登録する、カスタムの org.eclipse.microprofile.config.spi.ConfigSourceProvider 実装クラスを作成および設定できます。
				
手順
	
							config-source-provider を作成します。
						
/subsystem=microprofile-config-smallrye/config-source-provider=my-config-source-provider:add(class={name=org.example.MyConfigSourceProvider, module=org.example})

							このコマンドは、org.example という名前の JBoss Module によって提供される、org.example.MyConfigSourceProvider という名前の実装クラスの config-source-provider を作成します。
						

							org.example モジュールから config-source-provider を使用する場合は、<module name="org.eclipse.microprofile.config.api"/> 依存関係を path/to/org/example/main/module.xml ファイルに追加します。
						

							このコマンドを実行すると、microprofile-config-smallrye サブシステムに以下の XML 設定が指定されます。
						
<subsystem xmlns="urn:wildfly:microprofile-config-smallrye:1.0">
    <config-source-provider name="my-config-source-provider">
         <class name="org.example.MyConfigSourceProvider" module="org.example"/>
    </config-source-provider>
</subsystem>




					ConfigSourceProvider 実装によって提供されるプロパティーはすべての JBoss EAP デプロイメントで使用できます。
				
関連情報
	
							JBoss EAP サーバーにグローバルモジュールを追加する方法は、JBoss EAP設定ガイドの グローバルモジュールの定義 を参照してください。
						




MicroProfile Fault Tolerance 設定



MicroProfile Fault Tolerance 拡張の追加




					MicroProfile Fault Tolerance 拡張は、JBoss EAP XP の一部として提供される standalone-microprofile.xml および standalone-microprofile-ha.xml 設定に含まれています。
				

					エクステンションは標準の standalone.xml 設定に含まれません。エクステンションを使用するには、手動で有効にする必要があります。
				
前提条件
	
							EAP XP パックがインストールされている。
						


手順
	
							以下の管理 CLI コマンドを使用して MicroProfile Fault Tolerance 拡張を追加します。
						
/extension=org.wildfly.extension.microprofile.fault-tolerance-smallrye:add

	
							以下の managenent コマンドを使用して、microprofile-fault-tolerance-smallrye サブシステムを有効にします。
						
/subsystem=microprofile-fault-tolerance-smallrye:add

	
							以下の管理コマンドでサーバーをリロードします。
						
reload





MicroProfile Health 設定



管理 CLI を使用した正常性の検証




					管理 CLI を使用してシステムの正常性を確認できます。
				
手順
	
							正常性を確認します。
						
/subsystem=microprofile-health-smallrye:check
{
    "outcome" => "success",
    "result" => {
        "status" => "UP",
        "checks" => []
    }
}




管理コンソールを使用した正常性の検証




					管理コンソールを使用してシステムの正常性を確認できます。
				

					チェックランタイム操作では、ヘルスチェックとグローバルの結果がブール値として表示されます。
				
手順
	
							Runtime タブに移動し、サーバーを選択します。
						
	
							Monitor の列で MicroProfile Health → View  の順にクリックします。
						



HTTP エンドポイントを使用した正常性の検証




					正常性検証は JBoss EAP の正常性コンテキストに自動的にデプロイされるため、HTTP エンドポイントを使用して現在の正常性を取得できます。
				

					管理インターフェイスからアクセスできる /health エンドポイントのデフォルトアドレスは http://127.0.0.1:9990/health です。
				
手順
	
							HTTP エンドポイントを使用して、サーバーの現在のヘルス状態を取得するには、以下の URL を使用します。
						
http://<host>:<port>/health

							このコンテキストにアクセスすると、サーバーの状態を示すヘルスチェックが JSON 形式で表示されます。
						




MicroProfile Health の認証の有効化




					アクセスに認証を要求するように health コンテキストを設定できます。
				
手順
	
							microprofile-health-smallrye サブシステムで security-enabled 属性を true に設定します。
						
/subsystem=microprofile-health-smallrye:write-attribute(name=security-enabled,value=true)

	
							変更を反映するためにサーバーをリロードします。
						
reload




					/health エンドポイントにアクセスしようとすると、認証プロンプトがトリガーされるようになります。
				

サーバーの正常性および準備状態を判断する readiness プローブ




					JBoss EAP XP 3.0.0 は、サーバーの正常性と readiness を判断するために 3 つの readiness プローブをサポートします。
				
	
							server-status: server-state は running のとき、UP を返します。
						
	
							boot-errors: プローブがブートエラーを検出しないときに UP を返します。
						
	
							deployment-status: すべてのデプロイメントのステータスが OK の場合は UP を返します。
						



					これらの readiness プローブはデフォルトで有効にされます。MicroProfile Config プロパティー mp.health.disable-default-procedures を使用してプローブを無効にすることができます。
				

					以下の例は、check 操作で 3 つのプローブを使用する方法を示しています。
				
[standalone@localhost:9990 /] /subsystem=microprofile-health-smallrye:check
{
    "checks": [
        {
            "name": "empty-readiness-checks",
            "status": "UP"
        },
        {
            "name": "empty-liveness-checks",
            "status": "UP"
        },
        {
            "data": {
                "value": "running"
            },
            "name": "server-state",
            "status": "UP"
        },
        {
            "name": "deployments-status",
            "status": "UP"
        },
        {
            "name": "boot-errors",
            "status": "UP"
        }
    ],
    "status": "UP"
}
関連情報
	
							MicroProfile Health in JBoss EAP
						
	
							プローブが定義されていない場合のグローバルステータス
						



プローブが定義されていない場合のグローバルステータス




					:empty-readiness-checks-status および :empty-liveness-checks-status は、readiness または liveness プローブが定義されていない場合のグローバルステータスを指定する管理属性です。
				

					これらの属性により、アプリケーションは、そのアプリケーションが ready または live であることをプローブが確認するまで、'DOWN' を報告できるようになります。デフォルトでは、アプリケーションは 'UP' を報告します。
				
	
							:empty-readiness-checks-status 属性は、readiness プローブが定義されていない場合に、readiness プローブのグローバルステータスを指定します。
						
/subsystem=microprofile-health-smallrye:read-attribute(name=empty-readiness-checks-status)
{
    "outcome" => "success",
    "result" => expression "${env.MP_HEALTH_EMPTY_READINESS_CHECKS_STATUS:UP}"
}

	
							:empty-liveness-checks-status 属性は、liveness プローブが定義されていない場合に、liveliness プローブのグローバルステータスを指定します。
						
/subsystem=microprofile-health-smallrye:read-attribute(name=empty-liveness-checks-status)
{
    "outcome" => "success",
    "result" => expression "${env.MP_HEALTH_EMPTY_LIVENESS_CHECKS_STATUS:UP}"
}

							readiness および liveness プローブの両方を確認する /health HTTP エンドポイントと :check 操作は、これらの属性も考慮します。
						




					これらの属性は以下の例のように変更することもできます。
				
/subsystem=microprofile-health-smallrye:write-attribute(name=empty-readiness-checks-status,value=DOWN)
{
    "outcome" => "success",
    "response-headers" => {
        "operation-requires-reload" => true,
        "process-state" => "reload-required"
    }
}


MicroProfile JWT 設定



microprofile-jwt-smallrye サブシステムの有効化




					MicroProfile JWT 統合は microprofile-jwt-smallrye サブシステムによって提供され、デフォルト設定に含まれています。サブシステムがデフォルト設定に存在しない場合は、以下のように追加できます。
				
前提条件
	
							EAP XP がインストールされている。
						


手順
	
							JBoss EAP で MicroProfile JWT smallrye 拡張を有効にします。
						
/extension=org.wildfly.extension.microprofile.jwt-smallrye:add

	
							microprofile-jwt-smallrye サブシステムを有効にします。
						
/subsystem=microprofile-jwt-smallrye:add

	
							サーバーをリロードします。
						
reload




					microprofile-jwt-smallrye サブシステムが有効になります。
				


MicroProfile Metrics 管理



管理インターフェイスで利用可能なメトリック




					JBoss EAP サブシステムメトリクスは Prometheus 形式で公開されます。
				

					メトリクスは JBoss EAP 管理インターフェイスで自動的に利用できるようになり、以下のコンテキストを使用できます。
				
	
							/metrics/: MicroProfile 3.0 仕様に指定されたメトリクスが含まれます。
						
	
							/metrics/vendor: メモリープールなどのベンダー固有のメトリクスが含まれます。
						
	
							/metrics/application: MicroProfile Metrics API を使用するデプロイしたアプリケーションおよびサブシステムのメトリクスが含まれます。
						



					メトリクス名はサブシステムと属性名に基づきます。たとえば、サブシステム undertow は、アプリケーションデプロイメントのすべてのサーブレットのメトリクス属性 request-count を公開します。このメトリクスの名前は jboss_undertow_request_count です。接頭辞 jboss は JBoss EAP をメトリクスのソースとして識別します。
				

HTTP エンドポイントを使用したメトリクスの検証




					HTTP エンドポイントを使用して JBoss EAP 管理インターフェイスで利用可能なメトリクスを確認します。
				
手順
	
							curl コマンドを使用します。
						
$ curl -v http://localhost:9990/metrics | grep -i type




MicroProfile Metrics HTTP エンドポイントの認証の有効化




					ユーザーによるコンテキストのアクセスの承認を要求するように metrics コンテキストを設定します。この設定は、metrics コンテキストのすべてのサブコンテキストに拡張されます。
				
手順
	
							microprofile-metrics-smallrye サブシステムで security-enabled 属性を true に設定します。
						
/subsystem=microprofile-metrics-smallrye:write-attribute(name=security-enabled,value=true)

	
							変更を反映するためにサーバーをリロードします。
						
reload




					metrics エンドポイントにアクセスしようとすると、認証プロンプトが表示されるようになります。
				

Web サービスの要求数の取得




					要求カウントメトリクスを公開する Web サービスの要求数を取得します。
				

					以下の手順では、リクエスト数を取得するために helloworld-rs クイックスタートを Web サービスとして使用します。クイックスタートは jboss-eap-quickstarts からクイックスタートをダウンロードします。
				
前提条件
	
							Web サービスが要求数を公開している。
						


手順
	
							undertow サブシステムの統計を有効にします。
						
	
									統計が有効な状態でスタンドアロンサーバーを起動します。
								
$ ./standalone.sh -Dwildfly.statistics-enabled=true

	
									既にサーバーが稼働している場合は、undertow サブシステムの統計を有効にします。
								
/subsystem=undertow:write-attribute(name=statistics-enabled,value=true)




	
							helloworld-rs クイックスタートをデプロイします。
						
	
									クイックスタートのルートディレクトリーに、Maven を使用して web アプリケーションをデプロイします。
								
$ mvn clean install wildfly:deploy




	
							curl コマンドを使用して CLI で http エンドポイントをクエリーし、request_count に対してフィルター処理を行います。
						
$ curl -v http://localhost:9990/metrics |  grep request_count

							想定される出力:
						
jboss_undertow_request_count_total{server="default-server",http_listener="default",} 0.0

							返された属性値は 0.0 です。
						

	
							Web ブラウザーで http://localhost:8080/helloworld-rs/ にあるクイックスタートにアクセスし、任意のリンクをクリックします。
						
	
							CLI から HTTP エンドポイントを再度クエリーします。
						
$ curl -v http://localhost:9990/metrics |  grep request_count

							想定される出力:
						
jboss_undertow_request_count_total{server="default-server",http_listener="default",} 1.0

							値は 1.0 に更新されました。
						

							最後の 2 つの手順を繰り返して、要求数が更新されていることを確認します。
						





MicroProfile OpenAPI の管理



MicroProfile OpenAPI の有効化




					microprofile-openapi-smallrye サブシステムは、standalone-microprofile.xml 設定で提供されます。しかし、JBoss EAP XP はデフォルトで standalone.xml を使用します。使用するには、standalone.xml にサブシステムを含める必要があります。
				

					または、Updating standalone configurations with MicroProfile subsystems and extensions の手順に従い、standalone.xml 設定ファイルを更新できます。
				
手順
	
							JBoss EAP で MicroProfile OpenAPI smallrye 拡張を有効にします。
						
/extension=org.wildfly.extension.microprofile.openapi-smallrye:add()

	
							以下の管理コマンドを使用して microprofile-openapi-smallrye サブシステムを有効にします。
						
/subsystem=microprofile-openapi-smallrye:add()

	
							サーバーをリロードします。
						
reload




					microprofile-openapi-smallrye サブシステムが有効化されます。
				

Accept HTTP ヘッダーを使用した MicroProfile OpenAPI ドキュメントリクエスト




					Accept HTTP ヘッダーを使用してデプロイメントから MicroProfile OpenAPI ドキュメントをリクエストします。
				

					デフォルトでは、OpenAPI エンドポイントはで YAML ドキュメントを返します。
				
前提条件
	
							クエリーされるデプロイメントは、MicroProfile OpenAPI ドキュメントを返すように設定されます。
						


手順
	
							以下の curl コマンドを実行して、デプロイメントの /openapi エンドポイントをクエリーします。
						
$ curl -v -H'Accept: application/json' http://localhost:8080/openapi
< HTTP/1.1 200 OK
...
{"openapi": "3.0.1" ... }

							http://localhost:8080 を、デプロイメントの URL およびポートに置き換えます。
						

							Accept ヘッダーは、JSON ドキュメントが application/json 文字列を使用して返されることを示します。
						




HTTP パラメーターを使用した MicroProfile OpenAPI ドキュメントのリクエスト




					HTTP リクエストでクエリーパラメーターを使用してデプロイメントから MicroProfile OpenAPI ドキュメントを JSON 形式でリクエストします。
				

					デフォルトでは、OpenAPI エンドポイントはで YAML ドキュメントを返します。
				
前提条件
	
							クエリーされるデプロイメントは、MicroProfile OpenAPI ドキュメントを返すように設定されます。
						


手順
	
							以下の curl コマンドを実行して、デプロイメントの /openapi エンドポイントをクエリーします。
						
$ curl -v http://localhost:8080/openapi?format=JSON
< HTTP/1.1 200 OK
...

							http://localhost:8080 を、デプロイメントの URL およびポートに置き換えます。
						

							HTTP パラメーターの format=JSON は JSON ドキュメントが返されることを示します。
						




静的 OpenAPI ドキュメントを提供するよう JBoss EAP を設定




					ホストの REST サービスを記述する静的 OpenAPI ドキュメントに対応するように JBoss EAP を設定します。
				

					JBoss EAP が静的 OpenAPI ドキュメントを提供するよう設定されている場合、静的 OpenAPI ドキュメントは Jakarta RESTful Web Services および MicroProfile OpenAPI アノテーションの前に処理されます。
				

					実稼働環境では、静的ドキュメントを提供するときにアノテーション処理を無効にします。アノテーション処理を無効にすると、イミュータブルでバージョン付けできない API コントラクトがクライアントで利用可能になります。
				
手順
	
							アプリケーションソースツリーにディレクトリーを作成します。
						
$ mkdir APPLICATION_ROOT/src/main/webapp/META-INF

							APPLICATION_ROOT は、アプリケーションの pom.xml 設定ファイルが含まれるディレクトリーです。
						

	
							OpenAPI エンドポイントをクエリーし、出力をファイルにリダイレクトします。
						
$ curl http://localhost:8080/openapi?format=JSON > src/main/webapp/META-INF/openapi.json

							デフォルトでは、エンドポイントは YAML ドキュメントを提供し、format=JSON は JSON ドキュメントを返すことを指定します。
						

	
							OpenAPI ドキュメントモデルの処理時にアノテーションのスキャンを省略するようにアプリケーションを設定します。
						
$ echo "mp.openapi.scan.disable=true" > APPLICATION_ROOT/src/main/webapp/META-INF/microprofile-config.properties

	
							アプリケーションをリビルドします。
						
$ mvn clean install

	
							以下の管理 CLI コマンドを使用してアプリケーションを再度デプロイします。
						
	
									アプリケーションのアンデプロイ:
								
undeploy microprofile-openapi.war

	
									アプリケーションのデプロイ:
								
deploy APPLICATION_ROOT/target/microprofile-openapi.war







					JBoss EAP は OpenAPI エンドポイントで静的 OpenAPI ドキュメントを提供するようになりました。
				

microprofile-openapi-smallrye の無効化




					管理 CLI を使用すると、JBoss EAP XP の microprofile-openapi-smallrye サブシステムを無効にすることができます。
				
手順
	
							microprofile-openapi-smallrye サブシステムを無効にします。
						
/subsystem=microprofile-openapi-smallrye:remove()





スタンドアロンサーバー設定



スタンドアロンサーバー設定ファイル




					JBoss EAP XP に、スタンドアロン設定ファイル standalone-microprofile.xml および standalone-microprofile-ha.xml が含まれるようになりました。
				

					JBoss EAP に含まれる標準設定ファイルは変更されません。JBoss EAP XP 3.0.0 は domain.xml ファイルまたはドメインモードの使用をサポートしていないことに注意してください。
				
表3.1 JBoss EAP XP で利用可能なスタンドアロン設定ファイル
	設定ファイル	目的	含まれる機能	除外された機能
	 
									standalone.xml
								

								 	 
									これは、スタンドアロンサーバーの起動時に使用されるデフォルト設定です。
								

								 	 
									サブシステム、ネットワーキング、デプロイメント、ソケットバインディング、およびその他の設定詳細など、サーバーに関するすべての情報が含まれます。
								

								 	 
									メッセージングまたは高可用性に必要なサブシステムを除外します。
								

								 
	 
									standalone-microprofile.xml
								

								 	 
									この設定ファイルは、MicroProfile を使用するアプリケーションをサポートします。
								

								 	 
									サブシステム、ネットワーキング、デプロイメント、ソケットバインディング、およびその他の設定詳細など、サーバーに関するすべての情報が含まれます。
								

								 	 
									以下の機能を除外します。
								

								 	
											Jakarta Enterprise Beans
										
	
											Messaging
										
	
											Jakarta EE Batch
										
	
											Jakarta Server Faces
										
	
											Jakarta Enterprise Beans タイマー
										



								 
	 
									standalone-ha.xml
								

								 	 	 
									デフォルトのサブシステムが含まれ、高可用性のために modcluster および jgroups サブシステムを追加します。
								

								 	 
									メッセージングに必要なサブシステムを除外します。
								

								 
	 
									standalone-microprofile-ha.xml
								

								 	 
									このスタンドアロンファイルは、MicroProfile を使用するアプリケーションをサポートします。
								

								 	 
									デフォルトのサブシステムに加えて、高可用性向けの modcluster および jgroups サブシステムが含まれます。
								

								 	 
									メッセージングに必要なサブシステムを除外します。
								

								 
	 
									standalone-full.xml
								

								 	 	 
									デフォルトのサブシステムに加えて、messaging-activemq および iiop-openjdk サブシステムが含まれます。
								

								 	 
	 
									standalone-full-ha.xml
								

								 	 
									考えられるすべてのサブシステムのサポート。
								

								 	 
									デフォルトのサブシステムに加えて、メッセージングおよび高可用性のサブシステムが含まれます。
								

								 	 
	 
									standalone-load-balancer.xml
								

								 	 
									ビルトインの mod_cluster フロントエンドロードバランサーを使用して他の JBoss EAP インスタンスの負荷を分散するために必要な最低限のサブシステムのサポート。
								

								 	 	 




					デフォルトでは、スタンドアロンサーバーとして JBoss EAP を起動すると standalone.xml ファイルが使用されます。スタンドアロン MicroProfile 設定で JBoss EAP を起動するには、-c 引数を使用します。以下に例を示します。
				
$ EAP_HOME/bin/standalone.sh -c=standalone-microprofile.xml
関連情報
	
							JBoss EAP の開始および停止
						
	
							設定データ
						



MicroProfile サブシステムおよびエクステンションでのスタンドアロン設定の更新




					docs/examples/enable-microprofile.cli スクリプトを使用すると、標準のスタンドアロンサーバー設定ファイルを MicroProfile サブシステムおよび拡張機能で更新できます。enable-microprofile.cli スクリプトは、カスタム設定ではなく、標準のスタンドアロンサーバー設定ファイルを更新するサンプルスクリプトです。
				

					enable-microprofile.cli スクリプトは、既存のスタンドアロンサーバー設定を変更し、以下の MicroProfile サブシステムおよび拡張機能がない場合はスタンドアロン設定ファイルに追加します。
				
	
							microprofile-openapi-smallrye
						
	
							microprofile-jwt-smallrye
						
	
							microprofile-fault-tolerance-smallrye
						



					enable-microprofile.cli スクリプトは、変更のハイレベルな説明を出力します。設定は elytron サブシステムを使用してセキュア化されます。security がある場合は、設定から削除されます。
				
前提条件
	
							JBoss EAP XP がインストールされている。
						


手順
	
							以下の CLI スクリプトを実行して、デフォルトの standalone.xml サーバー設定ファイルを更新します。
						
$ EAP_HOME/bin/jboss-cli.sh --file=docs/examples/enable-microprofile.cli

	
							以下のコマンドを使用して、デフォルトの standalone.xml サーバー設定ファイル以外のスタンドアロンサーバー設定を選択します。
						
$ EAP_HOME/bin/jboss-cli.sh --file=docs/examples/enable-microprofile.cli -Dconfig=<standalone-full.xml|standalone-ha.xml|standalone-full-ha.xml>

	
							指定した設定ファイルに MicroProfile サブシステムおよび拡張機能が含まれるようになりました。
						





第4章 JBoss EAP の MicroProfile アプリケーションの開発



Maven および JBoss EAP MicroProfile Maven リポジトリー



アーカイブファイルとしての JBoss EAP MicroProfile Maven リポジトリーパッチのダウンロード




					MicroProfile Expansion Pack が JBoss EAP に対してリリースされるたびに、JBoss EAP MicroProfile Maven リポジトリーに対応するパッチが提供されます。このパッチは、既存の Red Hat JBoss Enterprise Application Platform 7.4.0 GA Maven リポジトリーに抽出される増分アーカイブファイルとして提供されます。増分アーカイブファイルは既存のファイルを上書きまたは削除しないため、ロールバックの要件はありません。
				
前提条件
	
							Red Hat カスタマーポータル でアカウントを設定している。
						


手順
	
							ブラウザーを開き、Red Hat カスタマーポータル にログインします。
						
	
							ページの上部にあるメニューから Downloads を選択します。
						
	
							一覧で Red Hat JBoss Enterprise Application Platform エントリーを見つけ、選択します。
						
	
							Product ドロップダウンリストから、JBoss EAP XP を選択します。
						
	
							Version ドロップダウンリストから 2.0.0 を選択します。
						
	
							Release タブをクリックします。
						
	
							一覧で JBoss EAP XP 3.0.0 Incremental Maven Repository を見つけ、Download をクリックします。
						
	
							アーカイブファイルをローカルディレクトリーに保存します。
						


関連情報
	
							JBoss EAP Maven リポジトリーの詳細は、JBoss EAP開発ガイドの Maven リポジトリー を参照してください。
						



ローカルシステム上での JBoss EAP MicroProfile Maven リポジトリーパッチの適用




					ローカルファイルシステムに JBoss EAP MicroProfile Maven リポジトリーパッチをインストールできます。
				

					増分アーカイブファイルの形式でパッチをリポジトリーに適用すると、新しいファイルがこのリポジトリーに追加されます。増分アーカイブファイルはレポジトリーの既存のファイルを上書きまたは削除しないため、ロールバックの要件はありません。
				
前提条件
	
							Red Hat JBoss Enterprise Application Platform 7.4.0 GA Maven レポジトリーを ダウンロードし、ローカルシステムにインストール している。
						
	
									ローカルシステムにこのマイナーバージョンの Red Hat JBoss Enterprise Application Platform 7.4 Maven リポジトリーがインストールされていることを確認する。
								



	
							ローカルシステムに JBoss EAP XP 2.0.0 Incremental Maven リポジトリーをダウンロードしている。
						


手順
	
							Red Hat JBoss Enterprise Application Platform 7.4.0.GA Maven リポジトリーへのパスを見つけます。例: /path/to/repo/jboss-eap-7.3.0.GA-maven-repository/maven-repository/
						
	
							ダウンロードした JBoss EAP XP 2.0.0 Incremental Maven リポジトリーを直接 Red Hat JBoss Enterprise Application Platform 7.4.0.GA Maven リポジトリーのディレクトリーに展開します。たとえば、ターミナルを開いて以下のコマンドを実行し、Red Hat JBoss Enterprise Application Platform 7.4.0.GA Maven リポジトリーパスの値を置き換えます。
						
$ unzip -o jboss-eap-xp-3.0.0-incremental-maven-repository.zip -d EAP_MAVEN_REPOSITORY_PATH



注記

						EAP_MAVEN_REPOSITORY_PATH は jboss-eap-7.3.0.GA-maven-repository を参照します。たとえば、この手順は、/path/to/repo/jboss-eap-7.3.0.GA-maven-repository/ パスの使用を示しています。
					

						JBoss EAP XP Incremental Maven リポジトリーを Red Hat JBoss Enterprise Application Platform 7.4.0.GA Maven リポジトリーに抽出した後、リポジトリー名は JBoss EAP MicroProfile Maven リポジトリーになります。
					

関連情報
	
							JBoss EAP Maven リポジトリーの URL を確認するには、JBoss EAP開発ガイドの Determining the URL for the JBoss EAP Maven repository を参照してください。
						



サポートされる JBoss EAP MicroProfile BOM




					JBoss EAP XP 3.0.0 には JBoss EAP MicroProfile BOM が含まれています。この BOM は jboss-eap-xp-microprofile という名前で、ユースケースは JBoss EAP MicroProfile API をサポートします。
				
表4.1 JBoss EAP MicroProfile BOM
	BOM アーティファクト ID	ユースケース
	 
									jboss-eap-xp-microprofile
								

								 	 
									groupId が org.jboss.bom のこの BOM は、多くの JBoss EAP MicroProfile がサポートする API 依存関係 (microprofile-openapi-api および microprofile-config-api など) をパッケージ化します。この BOM を使用する場合は、jboss-eap-xp-microprofile BOM が依存関係の値を指定するため、対応の API 依存関係のバージョンを指定する必要はありません。
								

								 




JBoss EAP MicroProfile Maven リポジトリーの使用




					Red Hat JBoss Enterprise Application Platform 7.4.0.GA Maven リポジトリーをインストールし、JBoss EAP XP Incremental Maven リポジトリーを適用した後に jboss-eap-xp-microprofile BOM にアクセスできます。その後、リポジトリー名は JBoss EAP MicroProfile Maven リポジトリーになります。BOM は JBoss EAP XP Incremental Maven リポジトリーに同梱されます。
				

					JBoss EAP MicroProfile Maven リポジトリーを使用するには、以下のいずれかを設定する必要があります。
				
	
							Maven グローバルまたはユーザー設定
						
	
							プロジェクトの POM ファイル
						



					リポジトリーマネージャーや共有サーバー上のリポジトリーを使用して Maven を設定すると、プロジェクトの制御および管理を行いやすくなります。
				

					代替のミラーを使用してプロジェクトファイルを変更せずにリポジトリーマネージャーに特定のリポジトリーのルックアップ要求をすべてリダイレクトすることも可能になります。
				
警告

						POM ファイルを変更して JBoss EAP MicroProfile Maven リポジトリーを設定すると、設定されたプロジェクトのグローバルおよびユーザー Maven 設定が上書きされます。
					

前提条件
	
							ローカルシステムに Red Hat JBoss Enterprise Application Platform 7.4 Maven リポジトリーをインストールし、JBoss EAP XP Incremental Maven リポジトリーを適用している。
						


手順
	
							設定方法を選択し、JBoss EAP MicroProfile Maven リポジトリーを設定します。
						
	
							JBoss EAP MicroProfile Maven リポジトリーを設定したら、jboss-eap-xp-microprofile BOM をプロジェクトの POM ファイルに追加します。以下の例は、pom.xml ファイルの <dependencyManagement> セクションで BOM を設定する方法を示しています。
						
<dependencyManagement>
  <dependencies>
    ...
    <dependency>
      <groupId>org.jboss.bom</groupId>
      <artifactId>jboss-eap-xp-microprofile</artifactId>
      <version>3.0.0.GA</version>
      <type>pom</type>
      <scope>import</scope>
  </dependency>
    ...
  </dependencies>
</dependencyManagement>
注記

								pom.xml ファイルに type 要素の値を指定しない場合、Maven は要素に jar 値を指定します。
							




関連情報
	
							JBoss EAP Maven リポジトリーの設定方法の選択に関する詳細は、JBoss EAP 開発ガイドの Maven リポジトリーの使用 を参照してください。
						
	
							依存関係の管理の詳細は、依存関係管理 を参照してください。
						




MicroProfile Config の開発



MicroProfile Config の Maven プロジェクトの作成




					必要な依存関係で Maven プロジェクトを作成し、MicroProfile Config アプリケーションを作成するためのディレクトリー構造を作成します。
				
前提条件
	
							Maven がインストールされている。
						


手順
	
							Maven プロジェクトを設定します。
						
$ mvn archetype:generate \
    -DgroupId=com.example \
    -DartifactId=microprofile-config \
    -DinteractiveMode=false \
    -DarchetypeGroupId=org.apache.maven.archetypes \
    -DarchetypeArtifactId=maven-archetype-webapp
cd microprofile-config

							これにより、プロジェクトのディレクトリー構造と pom.xml 設定ファイルが作成されます。
						

	
							POM ファイルが jboss-eap-xp-microprofile BOM の MicroProfile Config アーティファクトおよび MicroProfile REST Client アーティファクトのバージョンを自動的に管理できるようにするには、POM ファイルの <dependencyManagement> セクションに BOM をインポートします。
						
<dependencyManagement>
  <dependencies>
    <!-- importing the microprofile BOM adds MicroProfile specs -->
    <dependency>
        <groupId>org.jboss.bom</groupId>
        <artifactId>jboss-eap-xp-microprofile</artifactId>
        <version>3.0.0.GA</version>
        <type>pom</type>
        <scope>import</scope>
    </dependency>
  </dependencies>
</dependencyManagement>

	
							BOM によって管理される MicroProfile Config アーティファクトおよび MicroProfile REST Client アーティファクトおよびその他依存関係をプロジェクト POM ファイルの <dependency> セクションに追加します。以下の例は、MicroProfile Config および MicroProfile REST Client 依存関係をファイルに追加する方法を示しています。
						
<!-- Add the MicroProfile REST Client API. Set provided for the <scope> tag, as the API is included in the server. -->
<dependency>
  <groupId>org.eclipse.microprofile.rest.client</groupId>
  <artifactId>microprofile-rest-client-api</artifactId>
  <scope>provided</scope>
</dependency>
<!-- Add the MicroProfile Config API. Set provided for the <scope> tag, as the API is included in the server. -->
<dependency>
  <groupId>org.eclipse.microprofile.config</groupId>
  <artifactId>microprofile-config-api</artifactId>
  <scope>provided</scope>
</dependency>
<!-- Add the {JAX-RS} API. Set provided for the <scope> tag, as the API is included in the server. -->
<dependency>
  <groupId>org.jboss.spec.javax.ws.rs</groupId>
  <artifactId>jboss-jaxrs-api_2.1_spec</artifactId>
  <scope>provided</scope>
</dependency>
<!-- Add the CDI API. Set provided for the <scope> tag, as the API is included in the server. -->
<dependency>
  <groupId>jakarta.enterprise</groupId>
  <artifactId>jakarta.enterprise.cdi-api</artifactId>
  <scope>provided</scope>
</dependency>




アプリケーションでの MicroProfile Config プロパティーの使用




					設定された ConfigSource を使用するアプリケーションを作成します。
				
前提条件
	
							JBoss EAP では MicroProfile Config が有効になります。
						
	
							最新の POM がインストールされている。
						
	
							Maven プロジェクトは、MicroProfile Config アプリケーションを作成するために設定されます。
						


手順
	
							クラスファイルを保存するディレクトリーを作成します。
						
$ mkdir -p APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/microprofile/config/

							APPLICATION_ROOT は、アプリケーションの pom.xml 設定ファイルが含まれるディレクトリーです。
						

	
							新しいディレクトリーに移動します。
						
$ cd APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/microprofile/config/

							このディレクトリーに、この手順で説明しているすべてのクラスファイルを作成します。
						

	
							以下の内容でクラスファイル HelloApplication.java を作成します。
						
package com.example.microprofile.config;

import javax.ws.rs.ApplicationPath;
import javax.ws.rs.core.Application;

@ApplicationPath("/")
public class HelloApplication extends Application {

}

							このクラスは、アプリケーションを Jakarta RESTful Web Services アプリケーションとして定義します。
						

	
							以下の内容を含むクラスファイル HelloService.java を作成します。
						
package com.example.microprofile.config;

public class HelloService {
	String createHelloMessage(String name){
        return "Hello " + name;
    }
}

	
							以下の内容を含むクラスファイル HelloWorld.java を作成します。
						
package com.example.microprofile.config;

import javax.inject.Inject;
import javax.ws.rs.GET;
import javax.ws.rs.Path;
import javax.ws.rs.Produces;
import org.eclipse.microprofile.config.inject.ConfigProperty;

@Path("/config")
public class HelloWorld {

    @Inject
    @ConfigProperty(name="name", defaultValue="jim") [image: 1]
    String name;

   	@Inject
   	HelloService helloService;

   	@GET
   	@Path("/json")
   	@Produces({ "application/json" })
   	public String getHelloWorldJSON() {
        String message = helloService.createHelloMessage(name);
       	return "{\"result\":\"" + message + "\"}";
	}
}
	[image: 1] 
	
									MicroProfile Config プロパティーは、@ConfigProperty(name="name", defaultValue="jim") アノテーションでクラスにインジェクトされます。ConfigSource が設定されていない場合、この値 jim が返されます。
								




	
							src/main/webapp/WEB-INF/ ディレクトリーに beans.xml という名前の空のファイルを作成します。
						
$ touch APPLICATION_ROOT/src/main/webapp/WEB-INF/beans.xml

							APPLICATION_ROOT は、アプリケーションの pom.xml 設定ファイルが含まれるディレクトリーです。
						

	
							アプリケーションの root ディレクトリーに移動します。
						
$ cd APPLICATION_ROOT

							APPLICATION_ROOT は、アプリケーションの pom.xml 設定ファイルが含まれるディレクトリーです。
						

	
							プロジェクトをビルドします。
						
$ mvn clean install wildfly:deploy

	
							出力をテストします。
						
$ curl http://localhost:8080/microprofile-config/config/json

							以下が想定される出力です。
						
{"result":"Hello jim"}





MicroProfile Fault Tolerance アプリケーションの開発



MicroProfile Fault Tolerance 拡張の追加




					MicroProfile Fault Tolerance 拡張は、JBoss EAP XP の一部として提供される standalone-microprofile.xml および standalone-microprofile-ha.xml 設定に含まれています。
				

					エクステンションは標準の standalone.xml 設定に含まれません。エクステンションを使用するには、手動で有効にする必要があります。
				
前提条件
	
							EAP XP パックがインストールされている。
						


手順
	
							以下の管理 CLI コマンドを使用して MicroProfile Fault Tolerance 拡張を追加します。
						
/extension=org.wildfly.extension.microprofile.fault-tolerance-smallrye:add

	
							以下の managenent コマンドを使用して、microprofile-fault-tolerance-smallrye サブシステムを有効にします。
						
/subsystem=microprofile-fault-tolerance-smallrye:add

	
							以下の管理コマンドでサーバーをリロードします。
						
reload




MicroProfile Fault 容認のための Maven プロジェクトの設定




					必要な依存関係で Maven プロジェクトを作成し、MicroProfile Fault Tolerance アプリケーションを作成するためのディレクトリー構造を作成します。
				
前提条件
	
							Maven がインストールされている。
						


手順
	
							Maven プロジェクトを設定します。
						
mvn archetype:generate \
    -DgroupId=com.example.microprofile.faulttolerance \
    -DartifactId=microprofile-fault-tolerance \
    -DarchetypeGroupId=org.apache.maven.archetypes \
    -DarchetypeArtifactId=maven-archetype-webapp \
    -DinteractiveMode=false
cd microprofile-fault-tolerance

							このコマンドは、プロジェクトのディレクトリー構造と pom.xml 設定ファイルを作成します。
						

	
							POM ファイルが jboss-eap-xp-microprofile BOM の MicroProfile Fault Tolerance アーティファクトのバージョンを自動的に管理できるようにするには、POM ファイルの <dependencyManagement> セクションに BOM をインポートします。
						
<dependencyManagement>
  <dependencies>
    <!-- importing the microprofile BOM adds MicroProfile specs -->
    <dependency>
        <groupId>org.jboss.bom</groupId>
        <artifactId>jboss-eap-xp-microprofile</artifactId>
        <version>${version.microprofile.bom}</version>
        <type>pom</type>
        <scope>import</scope>
    </dependency>
  </dependencies>
</dependencyManagement>

							${version.microprofile.bom} を、インストールされた BOM のバージョンに置き換えます。
						

	
							BOM によって管理される MicroProfile Fault Tolerance アーティファクトをプロジェクト POM ファイルの <dependency> セクションに追加します。以下の例は、MicroProfile Fault Tolerance 依存関係をファイルに追加する方法を示しています。
						
<!-- Add the MicroProfile Fault Tolerance API. Set provided for the <scope> tag, as the API is included in the server. -->
<dependency>
  <groupId>org.eclipse.microprofile.fault.tolerance</groupId>
  <artifactId>microprofile-fault-tolerance-api</artifactId>
  <scope>provided</scope>
</dependency>




フォールトトレランスアプリケーションの作成




					フォールトトレランスを確保するために再試行、タイムアウト、フォールバックパターンを実装するフォールトトレランスアプリケーションを作成します。
				
前提条件
	
							Maven 依存関係が設定されている。
						


手順
	
							クラスファイルを保存するディレクトリーを作成します。
						
$ mkdir -p APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/microprofile/faulttolerance

							APPLICATION_ROOT は、アプリケーションの pom.xml 設定ファイルが含まれるディレクトリーです。
						

	
							新しいディレクトリーに移動します。
						
$ cd APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/microprofile/faulttolerance

							以下の手順では、新しいディレクトリーにすべてのクラスファイルを作成します。
						

	
							以下の内容で、Coffee.java としてクロージサンプルを表す単純なエンティティーを作成します。
						
package com.example.microprofile.faulttolerance;

public class Coffee {

    public Integer id;
    public String name;
    public String countryOfOrigin;
    public Integer price;

    public Coffee() {
    }

    public Coffee(Integer id, String name, String countryOfOrigin, Integer price) {
        this.id = id;
        this.name = name;
        this.countryOfOrigin = countryOfOrigin;
        this.price = price;
    }
}

	
							以下の内容でクラスファイル CoffeeApplication.java を作成します。
						
package com.example.microprofile.faulttolerance;

import javax.ws.rs.ApplicationPath;
import javax.ws.rs.core.Application;

@ApplicationPath("/")
public class CoffeeApplication extends Application {
}

	
							以下の内容で Jakarta Contexts and Dependency Injection Bean を CoffeeRepositoryService.java として作成します。
						
package com.example.microprofile.faulttolerance;

import java.util.ArrayList;
import java.util.Collections;
import java.util.HashMap;
import java.util.List;
import java.util.Map;
import java.util.stream.Collectors;
import javax.enterprise.context.ApplicationScoped;

@ApplicationScoped
public class CoffeeRepositoryService {

    private Map<Integer, Coffee> coffeeList = new HashMap<>();

    public CoffeeRepositoryService() {
        coffeeList.put(1, new Coffee(1, "Fernandez Espresso", "Colombia", 23));
        coffeeList.put(2, new Coffee(2, "La Scala Whole Beans", "Bolivia", 18));
        coffeeList.put(3, new Coffee(3, "Dak Lak Filter", "Vietnam", 25));
    }

    public List<Coffee> getAllCoffees() {
        return new ArrayList<>(coffeeList.values());
    }

    public Coffee getCoffeeById(Integer id) {
        return coffeeList.get(id);
    }

    public List<Coffee> getRecommendations(Integer id) {
        if (id == null) {
            return Collections.emptyList();
        }
        return coffeeList.values().stream()
                .filter(coffee -> !id.equals(coffee.id))
                .limit(2)
                .collect(Collectors.toList());
    }
}

	
							以下の内容でクラスファイル CoffeeResource.java を作成します。
						
package com.example.microprofile.faulttolerance;

import java.util.List;
import java.util.Random;
import java.util.concurrent.atomic.AtomicLong;
import javax.inject.Inject;
import javax.ws.rs.GET;
import javax.ws.rs.Path;
import javax.ws.rs.Produces;
import javax.ws.rs.core.MediaType;
import java.util.Collections;
import javax.ws.rs.PathParam;
import org.eclipse.microprofile.faulttolerance.Fallback;
import org.eclipse.microprofile.faulttolerance.Timeout;
import org.eclipse.microprofile.faulttolerance.Retry;

@Path("/coffee")
@Produces(MediaType.APPLICATION_JSON)
public class CoffeeResource {

    @Inject
    private CoffeeRepositoryService coffeeRepository;

    private AtomicLong counter = new AtomicLong(0);

    @GET
    @Retry(maxRetries = 4) [image: 1]
    public List<Coffee> coffees() {
        final Long invocationNumber = counter.getAndIncrement();
        return coffeeRepository.getAllCoffees();
    }


    @GET
    @Path("/{id}/recommendations")
    @Timeout(250) [image: 2]
    public List<Coffee> recommendations(@PathParam("id") int id) {
            return coffeeRepository.getRecommendations(id);
        }

    @GET
    @Path("fallback/{id}/recommendations")
    @Fallback(fallbackMethod = "fallbackRecommendations") [image: 3]
    public List<Coffee> recommendations2(@PathParam("id") int id) {
        return coffeeRepository.getRecommendations(id);
        }

    public List<Coffee> fallbackRecommendations(int id) {
        //always return a default coffee
        return Collections.singletonList(coffeeRepository.getCoffeeById(1));
    }
}
	[image: 1] 
	
									4 への再試行回数を定義します。
								

	[image: 2] 
	
									タイムアウト間隔をミリ秒単位で定義します。
								

	[image: 3] 
	
									呼び出しに失敗した場合に呼び出されるフォールバックメソッドを定義します。
								




	
							アプリケーションの root ディレクトリーに移動します。
						
$ cd APPLICATION_ROOT

	
							以下の Maven コマンドを使用してアプリケーションをビルドします。
						
$ mvn clean install wildfly:deploy

							http://localhost:8080/microprofile-fault-tolerance/coffee でアプリケーションにアクセスします。
						



関連情報
	
							アプリケーションの耐障害性をテストするためのエラーを含むフォールトトレランスアプリケーションの詳細は、microprofile-fault-tolerance クイックスタートを参照してください。
						




MicroProfile Health の開発



カスタムヘルスチェックの例




					microprofile-health-smallrye サブシステムによって提供されるデフォルトの実装は基本的なヘルスチェックを実行します。サーバーやアプリケーションの状態の詳細情報はカスタムヘルスチェックに含まれる可能性があります。クラスレベルで org.eclipse.microprofile.health.Liveness アノテーションまたは org.eclipse.microprofile.health.Readiness アノテーションを含む Jakarta Contexts and Dependency Injection Bean は、実行時に自動的に検出および呼び出しされます。
				

					以下の例は、UP 状態を返すヘルスチェックの新しい実装を作成する方法を表しています。
				
import org.eclipse.microprofile.health.HealthCheck;
import org.eclipse.microprofile.health.HealthCheckResponse;
import org.eclipse.microprofile.health.Liveness;

import javax.enterprise.context.ApplicationScoped;

@Liveness
@ApplicationScoped
public class HealthTest implements HealthCheck {

    @Override
    public HealthCheckResponse call() {
        return HealthCheckResponse.named("health-test").up().build();
    }
}

					デプロイされると、以下の例のように、後続のヘルスチェッククエリーにカスタムチェックが含まれます。
				
/subsystem=microprofile-health-smallrye:check
{
    "outcome" => "success",
    "result" => {
        "outcome" => "UP",
        "checks" => [{
            "name" => "health-test",
            "state" => "UP"
        }]
    }
}
注記

						liveness および readiness チェックには以下を使用できます。
					
	
								/subsystem=microprofile-health-smallrye:check-live
							
	
								/subsystem=microprofile-health-smallrye:check-ready
							




@Liveness アノテーションの例




					以下は、アプリケーションで @Liveness アノテーションを使用する例です。
				
@Liveness
@ApplicationScoped
public class DataHealthCheck implements HealthCheck {

    @Override
    public HealthCheckResponse call() {
        return HealthCheckResponse.named("Health check with data")
            .up()
            .withData("foo", "fooValue")
            .withData("bar", "barValue")
            .build();
    }
}

@Readiness アノテーションの例




					以下の例は、データベースへの接続を確認する方法を示しています。データベースがダウンしている場合は、readiness チェックでエラーが報告されます。
				
@Readiness
@ApplicationScoped
public class DatabaseConnectionHealthCheck implements HealthCheck {

    @Inject
    @ConfigProperty(name = "database.up", defaultValue = "false")
    private boolean databaseUp;

    @Override
    public HealthCheckResponse call() {

        HealthCheckResponseBuilder responseBuilder = HealthCheckResponse.named("Database connection health check");

        try {
            simulateDatabaseConnectionVerification();
            responseBuilder.up();
        } catch (IllegalStateException e) {
            // cannot access the database
            responseBuilder.down()
                .withData("error", e.getMessage()); // pass the exception message
        }

        return responseBuilder.build();
    }

    private void simulateDatabaseConnectionVerification() {
        if (!databaseUp) {
            throw new IllegalStateException("Cannot contact database");
        }
    }
}


MicroProfile JWT アプリケーションの開発



microprofile-jwt-smallrye サブシステムの有効化




					MicroProfile JWT 統合は microprofile-jwt-smallrye サブシステムによって提供され、デフォルト設定に含まれています。サブシステムがデフォルト設定に存在しない場合は、以下のように追加できます。
				
前提条件
	
							EAP XP がインストールされている。
						


手順
	
							JBoss EAP で MicroProfile JWT smallrye 拡張を有効にします。
						
/extension=org.wildfly.extension.microprofile.jwt-smallrye:add

	
							microprofile-jwt-smallrye サブシステムを有効にします。
						
/subsystem=microprofile-jwt-smallrye:add

	
							サーバーをリロードします。
						
reload




					microprofile-jwt-smallrye サブシステムが有効になります。
				

JWT アプリケーションを開発するための Maven プロジェクトの設定




					必要な依存関係と JWT アプリケーションを開発するためのディレクトリー構造で Maven プロジェクトを作成します。
				
前提条件
	
							Maven がインストールされている。
						
	
							microprofile-jwt-smallrye サブシステムが有効になっている。
						


手順
	
							Maven プロジェクトを設定します。
						
$ mvn archetype:generate -DinteractiveMode=false \
    -DarchetypeGroupId=org.apache.maven.archetypes \
    -DarchetypeArtifactId=maven-archetype-webapp \
    -DgroupId=com.example -DartifactId=microprofile-jwt \
    -Dversion=1.0.0.Alpha1-SNAPSHOT
  cd microprofile-jwt

							このコマンドは、プロジェクトのディレクトリー構造と pom.xml 設定ファイルを作成します。
						

	
							POM ファイルが jboss-eap-xp-microprofile BOM の MicroProfile JWT アーティファクトのバージョンを自動的に管理できるようにするには、POM ファイルの <dependencyManagement> セクションに BOM をインポートします。
						
<dependencyManagement>
  <dependencies>
    <!-- importing the microprofile BOM adds MicroProfile specs -->
    <dependency>
        <groupId>org.jboss.bom</groupId>
        <artifactId>jboss-eap-xp-microprofile</artifactId>
        <version>${version.microprofile.bom}</version>
        <type>pom</type>
        <scope>import</scope>
    </dependency>
  </dependencies>
</dependencyManagement>

							${version.microprofile.bom} を、インストールされた BOM のバージョンに置き換えます。
						

	
							BOM によって管理される MicroProfile JWT アーティファクトをプロジェクト POM ファイルの <dependency> セクションに追加します。以下の例は、MicroProfile JWT 依存関係をファイルに追加する方法を示しています。
						
<!-- Add the MicroProfile JWT API. Set provided for the <scope> tag, as the API is included in the server. -->
<dependency>
  <groupId>org.eclipse.microprofile.jwt</groupId>
  <artifactId>microprofile-jwt-auth-api</artifactId>
  <scope>provided</scope>
</dependency>




MicroProfile JWT を使用したアプリケーションの作成




					JWT トークンに基づいてリクエストを認証し、トークンベアラーのアイデンティティーに基づいて承認を実装するアプリケーションを作成します。
				
注記

						以下の手順では、トークンを生成するサンプルコードを説明します。実稼働環境では、Red Hat Single Sign-on (SSO) などのアイデンティティープロバイダーを使用します。
					

前提条件
	
							Maven プロジェクトが正しい依存関係で設定されている。
						


手順
	
							トークンジェネレーターを作成します。
						

							この手順は参照用です。実稼働環境では、Red Hat SSO などのアイデンティティープロバイダーを使用します。
						
	
									トークンジェネレーターユーティリティーの src/test/java ディレクトリーを作成し、これに移動します。
								
$ mkdir -p src/test/java
$ cd src/test/java

	
									以下の内容でクラスファイル TokenUtil.java を作成します。
								
package  com.example.mpjwt;

import java.io.FileInputStream;
import java.io.InputStream;
import java.nio.charset.StandardCharsets;
import java.security.KeyFactory;
import java.security.PrivateKey;
import java.security.spec.PKCS8EncodedKeySpec;
import java.util.Base64;
import java.util.UUID;

import javax.json.Json;
import javax.json.JsonArrayBuilder;
import javax.json.JsonObjectBuilder;

import com.nimbusds.jose.JOSEObjectType;
import com.nimbusds.jose.JWSAlgorithm;
import com.nimbusds.jose.JWSHeader;
import com.nimbusds.jose.JWSObject;
import com.nimbusds.jose.JWSSigner;
import com.nimbusds.jose.Payload;
import com.nimbusds.jose.crypto.RSASSASigner;

public class TokenUtil {

    private static PrivateKey loadPrivateKey(final String fileName) throws Exception {
        try (InputStream is = new FileInputStream(fileName)) {
            byte[] contents = new byte[4096];
            int length = is.read(contents);
            String rawKey = new String(contents, 0, length, StandardCharsets.UTF_8)
                    .replaceAll("-----BEGIN (.*)-----", "")
                    .replaceAll("-----END (.*)----", "")
                    .replaceAll("\r\n", "").replaceAll("\n", "").trim();

            PKCS8EncodedKeySpec keySpec = new PKCS8EncodedKeySpec(Base64.getDecoder().decode(rawKey));
            KeyFactory keyFactory = KeyFactory.getInstance("RSA");

            return keyFactory.generatePrivate(keySpec);
        }
    }

    public static String generateJWT(final String principal, final String birthdate, final String...groups) throws Exception {
    	PrivateKey privateKey = loadPrivateKey("private.pem");

        JWSSigner signer = new RSASSASigner(privateKey);
        JsonArrayBuilder groupsBuilder = Json.createArrayBuilder();
        for (String group : groups) { groupsBuilder.add(group); }

        long currentTime = System.currentTimeMillis() / 1000;
        JsonObjectBuilder claimsBuilder = Json.createObjectBuilder()
                .add("sub", principal)
                .add("upn", principal)
                .add("iss", "quickstart-jwt-issuer")
                .add("aud", "jwt-audience")
                .add("groups", groupsBuilder.build())
                .add("birthdate", birthdate)
                .add("jti", UUID.randomUUID().toString())
                .add("iat", currentTime)
                .add("exp", currentTime + 14400);

        JWSObject jwsObject = new JWSObject(new JWSHeader.Builder(JWSAlgorithm.RS256)
                .type(new JOSEObjectType("jwt"))
                .keyID("Test Key").build(),
                new Payload(claimsBuilder.build().toString()));

        jwsObject.sign(signer);

        return jwsObject.serialize();
    }

    public static void main(String[] args) throws Exception {
        if (args.length < 2) throw new IllegalArgumentException("Usage TokenUtil {principal} {birthdate} {groups}");
        String principal = args[0];
        String birthdate = args[1];
        String[] groups = new String[args.length - 2];
        System.arraycopy(args, 2, groups, 0, groups.length);

        String token = generateJWT(principal, birthdate, groups);
        String[] parts = token.split("\\.");
        System.out.println(String.format("\nJWT Header - %s", new String(Base64.getDecoder().decode(parts[0]), StandardCharsets.UTF_8)));
        System.out.println(String.format("\nJWT Claims - %s", new String(Base64.getDecoder().decode(parts[1]), StandardCharsets.UTF_8)));
        System.out.println(String.format("\nGenerated JWT Token \n%s\n", token));
    }
}




	
							以下の内容を含む src/main/webapp/WEB-INF ディレクトリーに web.xml ファイルを作成します。
						
<context-param>
    <param-name>resteasy.role.based.security</param-name>
    <param-value>true</param-value>
</context-param>

<security-role>
    <role-name>Subscriber</role-name>
</security-role>

	
							以下の内容でクラスファイル SampleEndPoint.java を作成します。
						
package com.example.mpjwt;

import javax.ws.rs.GET;
import javax.ws.rs.Path;

import java.security.Principal;
import javax.ws.rs.core.Context;
import javax.ws.rs.core.SecurityContext;

import javax.annotation.security.RolesAllowed;
import javax.inject.Inject;

import java.time.LocalDate;
import java.time.Period;
import java.util.Optional;

import org.eclipse.microprofile.jwt.Claims;
import org.eclipse.microprofile.jwt.Claim;

import org.eclipse.microprofile.jwt.JsonWebToken;

@Path("/Sample")
public class SampleEndPoint {

    @GET
    @Path("/helloworld")
    public String helloworld(@Context SecurityContext securityContext) {
        Principal principal = securityContext.getUserPrincipal();
        String caller = principal == null ? "anonymous" : principal.getName();

        return "Hello " + caller;
    }

    @Inject
	JsonWebToken jwt;

	@GET()
	@Path("/subscription")
	@RolesAllowed({"Subscriber"})
	public String helloRolesAllowed(@Context SecurityContext ctx) {
    	Principal caller =  ctx.getUserPrincipal();
    	String name = caller == null ? "anonymous" : caller.getName();
    	boolean hasJWT = jwt.getClaimNames() != null;
    	String helloReply = String.format("hello + %s, hasJWT: %s", name, hasJWT);

    	return helloReply;
	}

	@Inject
	@Claim(standard = Claims.birthdate)
	Optional<String> birthdate;

	@GET()
	@Path("/birthday")
	@RolesAllowed({ "Subscriber" })
	public String birthday() {
    	if (birthdate.isPresent()) {
        	LocalDate birthdate = LocalDate.parse(this.birthdate.get().toString());
        	LocalDate today = LocalDate.now();
        	LocalDate next = birthdate.withYear(today.getYear());
        	if (today.equals(next)) {
            	return "Happy Birthday";
        }
        if (next.isBefore(today)) {
            next = next.withYear(next.getYear() + 1);
        }

        Period wait = today.until(next);

        return String.format("%d months and %d days until your next birthday.", wait.getMonths(), wait.getDays());
    }

    return "Sorry, we don't know your birthdate.";

	}

}

							@Path アノテーション付きの メソッドは Jakarta RESTful Web Services エンドポイントです。
						

							@Claim アノテーションは JWT 要求を定義します。
						

	
							クラスファイル App.java を作成して Jakarta RESTful Web Services を有効にします。
						
package com.example.mpjwt;

import javax.ws.rs.ApplicationPath;
import javax.ws.rs.core.Application;

import org.eclipse.microprofile.auth.LoginConfig;

@ApplicationPath("/rest")
@LoginConfig(authMethod="MP-JWT", realmName="MP JWT Realm")
public class App extends Application {}

							アノテーション @LoginConfig(authMethod="MP-JWT", realmName="MP JWT Realm") は、デプロイメント中に JWT RBAC を有効にします。
						

	
							以下の Maven コマンドを使用してアプリケーションをコンパイルします。
						
$ mvn package

	
							トークンジェネレーターユーティリティーを使用して JWT トークンを生成します。
						
$ mvn exec:java -Dexec.mainClass=org.wildfly.quickstarts.mpjwt.TokenUtil -Dexec.classpathScope=test -Dexec.args="testUser 2017-09-15 Echoer Subscriber"

	
							以下の Maven コマンドを使用してアプリケーションをビルドおよびデプロイします。
						
$ mvn package wildfly:deploy

	
							アプリケーションをテストします。
						
	
									ベアラートークンを使用して Sample/subscription エンドポイントを呼び出します。
								
$ curl -H "Authorization: Bearer ey..rg" http://localhost:8080/microprofile-jwt/rest/Sample/subscription

	
									Sample/birthday エンドポイントを呼び出します。
								
$ curl -H "Authorization: Bearer ey..rg" http://localhost:8080/microprofile-jwt/rest/Sample/birthday








MicroProfile Metrics の開発



MicroProfile Metrics アプリケーションの作成




					アプリケーションに対して行われるリクエスト数を返すアプリケーションを作成します。
				
手順
	
							以下の内容を含むクラスファイル HelloService.java を作成します。
						
package com.example.microprofile.metrics;

public class HelloService {
    String createHelloMessage(String name){
        return "Hello" + name;
    }
}

	
							以下の内容を含むクラスファイル HelloWorld.java を作成します。
						
package com.example.microprofile.metrics;

import javax.inject.Inject;
import javax.ws.rs.GET;
import javax.ws.rs.Path;
import javax.ws.rs.Produces;
import org.eclipse.microprofile.metrics.annotation.Counted;

@Path("/")
public class HelloWorld {
@Inject
    HelloService helloService;

@GET
@Path("/json")
    @Produces({ "application/json" })
    @Counted(name = "requestCount",
  		 absolute = true,
description = "Number of times the getHelloWorldJSON was requested")
    public String getHelloWorldJSON() {
        return "{\"result\":\"" + helloService.createHelloMessage("World") + "\"}";
    }
}

	
							以下の依存関係を含めるように pom.xml ファイルを更新します。
						
<dependency>
    <groupId>org.eclipse.microprofile.metrics</groupId>
    <artifactId>microprofile-metrics-api</artifactId>
    <scope>provided</scope>
</dependency>

	
							以下の Maven コマンドを使用してアプリケーションをビルドします。
						
$ mvn clean install wildfly:deploy

	
							メトリクスをテストします。
						
	
									CLI で以下のコマンドを実行します。
								
$ curl -v http://localhost:9990/metrics |  grep request_count | grep helloworld-rs-metrics

									想定される出力:
								
jboss_undertow_request_count_total{deployment="helloworld-rs-metrics.war",servlet="org.jboss.as.quickstarts.rshelloworld.JAXActivator",subdeployment="helloworld-rs-metrics.war",microprofile_scope="vendor"} 0.0

	
									ブラウザーで http://localhost:8080/helloworld-rs/rest/json にアクセスします。
								
	
									CLI で以下のコマンドを再度実行します。
								
$ curl -v http://localhost:9990/metrics |  grep request_count | grep helloworld-rs-metrics

									想定される出力:
								
jboss_undertow_request_count_total{deployment="helloworld-rs-metrics.war",servlet="org.jboss.as.quickstarts.rshelloworld.JAXActivator",subdeployment="helloworld-rs-metrics.war",microprofile_scope="vendor"} 1.0








MicroProfile OpenAPI アプリケーションの開発



MicroProfile OpenAPI の有効化




					microprofile-openapi-smallrye サブシステムは、standalone-microprofile.xml 設定で提供されます。しかし、JBoss EAP XP はデフォルトで standalone.xml を使用します。使用するには、standalone.xml にサブシステムを含める必要があります。
				

					または、Updating standalone configurations with MicroProfile subsystems and extensions の手順に従い、standalone.xml 設定ファイルを更新できます。
				
手順
	
							JBoss EAP で MicroProfile OpenAPI smallrye 拡張を有効にします。
						
/extension=org.wildfly.extension.microprofile.openapi-smallrye:add()

	
							以下の管理コマンドを使用して microprofile-openapi-smallrye サブシステムを有効にします。
						
/subsystem=microprofile-openapi-smallrye:add()

	
							サーバーをリロードします。
						
reload




					microprofile-openapi-smallrye サブシステムが有効化されます。
				

MicroProfile OpenAPI の Maven プロジェクトの設定




					Maven プロジェクトを作成し、MicroProfile OpenAPI アプリケーションを作成するための依存関係を設定します。
				
前提条件
	
							Maven がインストールされている。
						
	
							JBoss EAP Maven リポジトリーが設定されている。
						


手順
	
							プロジェクトを初期化します。
						
mvn archetype:generate \
     -DgroupId=com.example.microprofile.openapi \
     -DartifactId=microprofile-openapi\
     -DarchetypeGroupId=org.apache.maven.archetypes \
     -DarchetypeArtifactId=maven-archetype-webapp \
     -DinteractiveMode=false
cd microprofile-openapi

							このコマンドは、プロジェクトのディレクトリー構造と pom.xml 設定ファイルを作成します。
						

	
							pom.xml 設定ファイルを編集して以下を追加します。
						
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<project xmlns="http://maven.apache.org/POM/4.0.0" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
         xsi:schemaLocation="http://maven.apache.org/POM/4.0.0 http://maven.apache.org/xsd/maven-4.0.0.xsd">
    <modelVersion>4.0.0</modelVersion>

    <groupId>com.example.microprofile.openapi</groupId>
    <artifactId>microprofile-openapi</artifactId>
    <version>1.0-SNAPSHOT</version>
    <packaging>war</packaging>

    <name>microprofile-openapi Maven Webapp</name>
    <!-- Update the value with the URL of the project -->
    <url>http://www.example.com</url>

    <properties>
        <project.build.sourceEncoding>UTF-8</project.build.sourceEncoding>
        <maven.compiler.source>1.8</maven.compiler.source>
        <maven.compiler.target>1.8</maven.compiler.target>
        <version.server.bom>3.0.0.GA</version.server.bom>
    </properties>

    <dependencyManagement>
        <dependencies>
            <dependency>
                <groupId>org.jboss.bom</groupId>
                <artifactId>jboss-eap-xp-microprofile</artifactId>
                <version>${version.server.bom}</version>
                <type>pom</type>
                <scope>import</scope>
            </dependency>
        </dependencies>
    </dependencyManagement>

    <dependencies>
        <dependency>
            <groupId>org.jboss.spec.javax.ws.rs</groupId>
            <artifactId>jboss-jaxrs-api_2.1_spec</artifactId>
            <scope>provided</scope>
        </dependency>
    </dependencies>

    <build>
        <!-- Set the name of the archive -->
        <finalName>${project.artifactId}</finalName>
        <plugins>
            <plugin>
                <artifactId>maven-clean-plugin</artifactId>
                <version>3.1.0</version>
            </plugin>
            <!-- see http://maven.apache.org/ref/current/maven-core/default-bindings.html#Plugin_bindings_for_war_packaging -->
            <plugin>
                <artifactId>maven-resources-plugin</artifactId>
                <version>3.0.2</version>
            </plugin>
            <plugin>
                <artifactId>maven-compiler-plugin</artifactId>
                <version>3.8.0</version>
            </plugin>
            <plugin>
                <artifactId>maven-surefire-plugin</artifactId>
                <version>2.22.1</version>
            </plugin>
            <plugin>
                <artifactId>maven-war-plugin</artifactId>
                <version>3.2.2</version>
            </plugin>
            <plugin>
                <artifactId>maven-install-plugin</artifactId>
                <version>2.5.2</version>
            </plugin>
            <plugin>
                <artifactId>maven-deploy-plugin</artifactId>
                <version>2.8.2</version>
            </plugin>
            <!-- Allows to use mvn wildfly:deploy -->
            <plugin>
                <groupId>org.wildfly.plugins</groupId>
                <artifactId>wildfly-maven-plugin</artifactId>
            </plugin>
        </plugins>
    </build>
</project>

							pom.xml 設定ファイルおよびディレクトリー構造を使用してアプリケーションを作成します。
						



関連情報
	
							JBoss EAP Maven リポジトリーの設定に関する詳細は、POM ファイルを使用した JBoss EAP Maven リポジトリーの設定 を参照してください。
						



MicroProfile OpenAPI アプリケーションの開発




					OpenAPI v3 ドキュメントを返すアプリケーションを作成します。
				
前提条件
	
							Maven プロジェクトは、MicroProfile OpenAPI アプリケーションを作成するために設定されます。
						


手順
	
							クラスファイルを保存するディレクトリーを作成します。
						
$ mkdir -p APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/microprofile/openapi/

							APPLICATION_ROOT は、アプリケーションの pom.xml 設定ファイルが含まれるディレクトリーです。
						

	
							新しいディレクトリーに移動します。
						
$ cd APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/microprofile/openapi/

							以下の手順のクラスファイルすべては、このディレクトリーに作成する必要があります。
						

	
							以下の内容でクラスファイル InventoryApplication.java を作成します。
						
package com.example.microprofile.openapi;

import javax.ws.rs.ApplicationPath;
import javax.ws.rs.core.Application;

@ApplicationPath("/inventory")
public class InventoryApplication extends Application {
}

							このクラスはアプリケーションの REST エンドポイントとして機能します。
						

	
							以下の内容でクラスファイル Fruit.java を作成します。
						
package com.example.microprofile.openapi;

public class Fruit {

    private final String name;
    private final String description;

    public Fruit(String name, String description) {
        this.name = name;
        this.description = description;
    }

    public String getName() {
        return this.name;
    }

    public String getDescription() {
        return this.description;
    }
}

	
							以下の内容でクラスファイル FruitResource.java を作成します。
						
package com.example.microprofile.openapi;

import java.util.Collections;
import java.util.LinkedHashMap;
import java.util.Set;

import javax.ws.rs.Consumes;
import javax.ws.rs.DELETE;
import javax.ws.rs.GET;
import javax.ws.rs.POST;
import javax.ws.rs.Path;
import javax.ws.rs.Produces;
import javax.ws.rs.core.MediaType;

@Path("/fruit")
@Produces(MediaType.APPLICATION_JSON)
@Consumes(MediaType.APPLICATION_JSON)
public class FruitResource {

    private final Set<Fruit> fruits = Collections.newSetFromMap(Collections.synchronizedMap(new LinkedHashMap<>()));

    public FruitResource() {
        this.fruits.add(new Fruit("Apple", "Winter fruit"));
        this.fruits.add(new Fruit("Pineapple", "Tropical fruit"));
    }

    @GET
    public Set<Fruit> all() {
        return this.fruits;
    }

    @POST
    public Set<Fruit> add(Fruit fruit) {
        this.fruits.add(fruit);
        return this.fruits;
    }

    @DELETE
    public Set<Fruit> remove(Fruit fruit) {
        this.fruits.removeIf(existingFruit -> existingFruit.getName().contentEquals(fruit.getName()));
        return this.fruits;
    }
}

	
							アプリケーションの root ディレクトリーに移動します。
						
$ cd APPLICATION_ROOT

	
							以下の Maven コマンドを使用してアプリケーションをビルドおよびデプロイします。
						
$ mvn wildfly:deploy

	
							アプリケーションをテストします。
						
	
									curl を使用して、サンプルアプリケーションの OpenAPI ドキュメントにアクセスします。
								
$ curl http://localhost:8080/openapi

	
									以下の出力が返されます。
								
openapi: 3.0.1
info:
  title: Archetype Created Web Application
  version: "1.0"
servers:
- url: /microprofile-openapi
paths:
  /inventory/fruit:
    get:
      responses:
        "200":
          description: OK
          content:
            application/json:
              schema:
                type: array
                items:
                  $ref: '#/components/schemas/Fruit'
    post:
      requestBody:
        content:
          application/json:
            schema:
              $ref: '#/components/schemas/Fruit'
      responses:
        "200":
          description: OK
          content:
            application/json:
              schema:
                type: array
                items:
                  $ref: '#/components/schemas/Fruit'
    delete:
      requestBody:
        content:
          application/json:
            schema:
              $ref: '#/components/schemas/Fruit'
      responses:
        "200":
          description: OK
          content:
            application/json:
              schema:
                type: array
                items:
                  $ref: '#/components/schemas/Fruit'
components:
  schemas:
    Fruit:
      type: object
      properties:
        description:
          type: string
        name:
          type: string






関連情報
	
							MicroProfile SmallRye OpenAPI で定義されたアノテーションの一覧は、MicroProfile OpenAPI annotations を参照してください。
						



静的 OpenAPI ドキュメントを提供するよう JBoss EAP を設定




					ホストの REST サービスを記述する静的 OpenAPI ドキュメントに対応するように JBoss EAP を設定します。
				

					JBoss EAP が静的 OpenAPI ドキュメントを提供するよう設定されている場合、静的 OpenAPI ドキュメントは Jakarta RESTful Web Services および MicroProfile OpenAPI アノテーションの前に処理されます。
				

					実稼働環境では、静的ドキュメントを提供するときにアノテーション処理を無効にします。アノテーション処理を無効にすると、イミュータブルでバージョン付けできない API コントラクトがクライアントで利用可能になります。
				
手順
	
							アプリケーションソースツリーにディレクトリーを作成します。
						
$ mkdir APPLICATION_ROOT/src/main/webapp/META-INF

							APPLICATION_ROOT は、アプリケーションの pom.xml 設定ファイルが含まれるディレクトリーです。
						

	
							OpenAPI エンドポイントをクエリーし、出力をファイルにリダイレクトします。
						
$ curl http://localhost:8080/openapi?format=JSON > src/main/webapp/META-INF/openapi.json

							デフォルトでは、エンドポイントは YAML ドキュメントを提供し、format=JSON は JSON ドキュメントを返すことを指定します。
						

	
							OpenAPI ドキュメントモデルの処理時にアノテーションのスキャンを省略するようにアプリケーションを設定します。
						
$ echo "mp.openapi.scan.disable=true" > APPLICATION_ROOT/src/main/webapp/META-INF/microprofile-config.properties

	
							アプリケーションをリビルドします。
						
$ mvn clean install

	
							以下の管理 CLI コマンドを使用してアプリケーションを再度デプロイします。
						
	
									アプリケーションのアンデプロイ:
								
undeploy microprofile-openapi.war

	
									アプリケーションのデプロイ:
								
deploy APPLICATION_ROOT/target/microprofile-openapi.war







					JBoss EAP は OpenAPI エンドポイントで静的 OpenAPI ドキュメントを提供するようになりました。
				


MicroProfile REST クライアントの開発



MicroProfile REST クライアントおよび Jakarta RESTful Web Services 構文の比較




					MicroProfile REST クライアントは、CORBA、Java Remote Method Invocation(RMI)、JBoss Remoting Project、RESTEasy にも実装される分散オブジェクト通信のバージョンを有効にします。たとえば、リソースについて考えてみましょう。
				
@Path("resource")
public class TestResource {
   @Path("test")
   @GET
   String test() {
      return "test";
   }
 }

					以下の例は、Jakarta RESTful Web Services ネイティブ方法を使用して TestResource クラスにアクセスする方法を示しています。
				
Client client = ClientBuilder.newClient();
String response = client.target("http://localhost:8081/test").request().get(String.class);

					ただし、Microprofile REST クライアントは、以下の例のように test() メソッドを直接呼び出すことで、より直感的な構文をサポートします。
				
@Path("resource")
public interface TestResourceIntf {
    @Path("test")
    @GET
    public String test();
}

TestResourceIntf service = RestClientBuilder.newBuilder()
                              .baseUrl(http://localhost:8081/))
                              .build(TestResourceIntf.class);
String s = service.test();

					上記の例では、TestResource クラスでの呼び出しは、service.test() の呼び出しにあるように TestResourceIntf クラスを使用すると大幅に容易になります。
				

					以下の例は、TestResourceIntf のより詳細なバージョンです。
				
@Path("resource")
public interface TestResourceIntf2 {
   @Path("test/{path}")
   @Consumes("text/plain")
   @Produces("text/html")
   @POST
   public String test(@PathParam("path") String path, @QueryParam("query") String query, String entity);
}

					service.test("p", "q", "e") メソッドを呼び出すと、以下の例のように HTTP メッセージが表示されます。
				
POST /resource/test/p/?query=q HTTP/1.1
Accept: text/html
Content-Type: text/plain
Content-Length: 1

e

MicroProfile REST クライアントでのプロバイダーのプログラムによる登録




					MicroProfile REST クライアントを使用して、プロバイダーを登録してクライアント環境を設定できます。以下に例を示します。
				
TestResourceIntf service = RestClientBuilder.newBuilder()
                              .baseUrl(http://localhost:8081/))
                              .register(MyClientResponseFilter.class)
                              .register(MyMessageBodyReader.class)
                              .build(TestResourceIntf.class);

MicroProfile REST クライアントでのプロバイダーの宣言的登録




					以下の例のように org.eclipse.microprofile.rest.client.annotation.RegisterProvider アノテーションをターゲットインターフェイスに追加すると、MicroProfile REST クライアントを 使用してプロバイダーを宣言で登録します。
				
@Path("resource")
@RegisterProvider(MyClientResponseFilter.class)
@RegisterProvider(MyMessageBodyReader.class)
public interface TestResourceIntf2 {
   @Path("test/{path}")
   @Consumes("text/plain")
   @Produces("text/html")
   @POST
   public String test(@PathParam("path") String path, @QueryParam("query") String query, String entity);
}

					MyClientResponseFilter クラスと MyMessageBodyReader クラスをアノテーションで宣言すると、RestClientBuilder.register() メソッドを呼び出す必要がなくなります。
				

MicroProfile REST クライアントでのヘッダーの宣言型仕様




					HTTP リクエストのヘッダーは、以下の方法で指定できます。
				
	
							リソースメソッドパラメーターのいずれかにアノテーションを付けます。
						
	
							org.eclipse.microprofile.rest.client.annotation.ClientHeaderParam アノテーションを宣言で使用。
						



					以下の例では、@HeaderParam アノテーションを持つリソースメソッドパラメーターのいずれかにアノテーションを付け、ヘッダーの設定を示しています。
				
@POST
@Produces(MediaType.TEXT_PLAIN)
@Consumes(MediaType.TEXT_PLAIN)
String contentLang(@HeaderParam(HttpHeaders.CONTENT_LANGUAGE) String contentLanguage, String subject);

					以下の例は、org.eclipse.microprofile.rest.client.annotation.ClientHeaderParam アノテーションを使用してヘッダーを設定する例になります。
				
@POST
@Produces(MediaType.TEXT_PLAIN)
@Consumes(MediaType.TEXT_PLAIN)
@ClientHeaderParam(name=HttpHeaders.CONTENT_LANGUAGE, value="{getLanguage}")
String contentLang(String subject);

default String getLanguage() {
   return ...;
}

MicroProfile REST クライアントの ResponseExceptionMapper




					org.eclipse.microprofile.rest.client.ext.ResponseExceptionMapper クラスは、Jakarta RESTful Web Services で定義される javax.ws.rs.ext.ExceptionMapper クラスとは逆のクライアント側です。ExceptionMapper.toResponse() メソッドは、サーバー側の処理中に発生する Exception クラスを Response クラスに変換します。ResponseExceptionMapper.toThrowable() メソッドは、HTTP エラーステータスでクライアント側で受信した Response クラスを Exception クラスに変換します。
				

					ResponseExceptionMapper クラスは、プログラムまたは宣言で登録できます。登録された ResponseExceptionMapper クラスがない場合、デフォルトの ResponseExceptionMapper クラスはステータス >= 400 のレスポンスを WebApplicationException クラスにマップします。
				

MicroProfile REST クライアントでのコンテキスト依存関係の挿入




					MicroProfile REST クライアントでは、@RegisterRestClient クラスで、Jakarta Contexts and Dependency Injection(Jakarta Contexts and Dependency Injection)Bean として管理されるインターフェイスにアノテーションを付ける必要があります。以下に例を示します。
				
@Path("resource")
@RegisterProvider(MyClientResponseFilter.class)
public static class TestResourceImpl {
      @Inject TestDataBase db;

      @Path("test/{path}")
      @Consumes("text/plain")
      @Produces("text/html")
      @POST
      public String test(@PathParam("path") String path, @QueryParam("query")
      String query, String entity) {
         return db.getByName(query);
      }
   }
   @Path("database")
   @RegisterRestClient
   public interface TestDataBase {

      @Path("")
      @POST
      public String getByName(String name);
   }

					ここで、MicroProfile REST クライアント実装は TestDataBase クラスサービスのクライアントを作成し、TestResourceImpl クラスによるアクセスを容易にします。ただし、TestDataBase クラス実装へのパスに関する情報は含まれません。この情報は、オプションの @RegisterProvider パラメーター baseUri で指定できます。
				
@Path("database")
@RegisterRestClient(baseUri="https://localhost:8080/webapp")
public interface TestDataBase {
   @Path("")
   @POST
   public String getByName(String name);
}

					これは、https://localhost:8080/webapp で TestDataBase の実装にアクセスできることを示しています。MicroProfile 設定を使用して情報を外部で提供することもできます。
				
<fully qualified name of TestDataBase>/mp-rest/url=<URL>

					たとえば、以下のコマンドは、https://localhost:8080/webapp にある com.bluemonkeydiamond.TestDatabase クラスの実装にアクセスできることを示しています。
				
com.bluemonkeydiamond.TestDatabase/mp-rest/url=https://localhost:8080/webapp

					Jakarta Contexts and Dependency Injection クライアントに他のプロパティーを多数指定できます。たとえば、com.mycompany.remoteServices.MyServiceClient/mp-rest/providers と、クライアントに含める完全修飾プロバイダークラス名のコンマ区切りリスト。
				
関連情報
	
							MicroProfile REST Client 仕様の詳細は、MicroProfile の Rest Client を参照してください。
						
	
							MicroProfile REST Client 2.0 機能の詳細は、MicroProfile REST Client 2.0 を参照してください。
						





第5章 JBoss EAP XP の OpenShift イメージでマイクロサービスアプリケーションをビルドおよび実行




			JBoss EAP XP の OpenShift イメージでマイクロサービスアプリケーションをビルドし、実行できます。
		
注記

				JBoss EAP XP は、OpenShift 4 以降のバージョンでのみサポートされます。
			


			以下のワークフローを使用して、Source-to-image (S2I) プロセスで JBoss EAP XP の OpenShift イメージでマイクロサービスアプリケーションをビルドし、実行します。
		
注記

				JBoss EAP XP 3.0.0 の OpenShift イメージは、standalone-microprofile-ha.xml ファイルをベースとしたデフォルトのスタンドアロン設定ファイルを提供します。JBoss EAP XP に含まれるサーバー設定ファイルの詳細は、スタンドアロンサーバー設定ファイルを参照してください。
			


			このワークフローでは、例として microprofile-config クイックスタートを使用します。クイックスタートでは、独自のプロジェクトの参照として使用できる小規模の、特定の作業例を示します。詳細は、JBoss EAP XP 3.0.0 に同梱される microprofile-config クイックスタートを参照してください。
		
関連情報
	
					JBoss EAP XP に含まれるサーバー設定ファイルの詳細は、スタンドアロンサーバー設定ファイル を参照してください。
				


アプリケーションのデプロイメントに向けた OpenShift の準備




				アプリケーションのデプロイメントに向けて OpenShift を準備します。
			
前提条件

					稼働中の OpenShift インスタンスがインストールされている。詳細は、Red Hat カスタマーポータル のOpenShift Container Platform クラスターのインストールおよび設定を参照してください。
				
手順
	
						oc login コマンドを使用して、OpenShift インスタンスにログインします。
					
	
						OpenShift で新しいプロジェクトを作成します。
					

						プロジェクトでは、1 つのユーザーグループが他のグループとは別にコンテンツを整理および管理することができます。以下のコマンドを使用すると OpenShift でプロジェクトを作成できます。
					
$ oc new-project PROJECT_NAME

						たとえば、以下のコマンドを使用して、microprofile-config クイックスタートで eap-demo という名前の新規プロジェクトを作成します。
					
$ oc new-project eap-demo




Red Hat コンテナーレジストリーへの認証の設定




				JBoss EAP XP の OpenShift イメージをインポートおよび使用するには、Red Hat コンテナーレジストリーへの認証を設定する必要があります。
			

				レジストリーサービスアカウントを使用して認証トークンを作成し、Red Hat Container Registry へのアクセスを設定します。認証トークンを使用する場合は、Red Hat アカウントのユーザー名とパスワードを OpenShift 設定に使用したり、保存したりする必要はありません。
			
手順
	
						Red Hat カスタマーポータルの手順にしたがって、レジストリーサービスアカウント管理アプリケーション を使用して認証トークンを作成します。
					
	
						トークンの OpenShift シークレットが含まれる YAML ファイルをダウンロードします。
					

						YAML ファイルは、トークンの Token Information ページの OpenShift Secret タブからダウンロードできます。
					

	
						ダウンロードした YAML ファイルを使用して、OpenShift プロジェクトの認証トークンシークレットを作成します。
					
oc create -f 1234567_myserviceaccount-secret.yaml

	
						以下のコマンドを使用して、OpenShift プロジェクトのシークレットを設定します。シークレット名は前のステップで作成したシークレットの名前に置き換えてください。
					
oc secrets link default 1234567-myserviceaccount-pull-secret --for=pull
oc secrets link builder 1234567-myserviceaccount-pull-secret --for=pull
関連情報
	
								Red Hat コンテナーレジストリーへの認証の設定
							
	
								レジストリーサービスアカウント管理アプリケーション
							
	
								安全なレジストリーにアクセスの設定
							






JBoss EAP XP の最新の OpenShift イメージストリームおよびテンプレートのインポート




				JBoss EAP XP の最新の OpenShift イメージストリームおよびテンプレートをインポートします。
			
重要

					OpenShift 上の OpenJDK 8 イメージおよびイメージストリームは非推奨となりました。
				

					イメージおよびイメージストリームは OpenShift でも引き続きサポートされます。ただし、これらのイメージおよびイメージストリームの拡張機能はなく、今後削除される可能性があります。Red Hat は、標準のサポート条件下で、OpenJDK 8 イメージおよびイメージストリームに対するフルサポートおよびバグ修正を継続して提供します。
				

手順
	
						以下のコマンドをいずれか 1 つ使用して、JBoss EAP XP の OpenShift イメージの最新の JDK 11 イメージストリームとテンプレートを OpenShift プロジェクトの名前空間にインポートします。
					
	
								JDK 11 イメージストリームのインポート:
							
oc replace --force -f https://raw.githubusercontent.com/jboss-container-images/jboss-eap-openshift-templates/eap-xp3/jboss-eap-xp3-openjdk11-openshift.json

								このコマンドは以下のイメージストリームおよびテンプレートをインポートします。
							
	
										JDK 11 ビルダーイメージストリーム: jboss-eap-xp3-openjdk11-openshift
									
	
										JDK 11 ランタイムイメージストリーム: jboss-eap-xp3-openjdk11-runtime-openshift
									



	
								JDK 11 テンプレートをインポートします。
							
oc replace --force -f https://raw.githubusercontent.com/jboss-container-images/jboss-eap-openshift-templates/eap-xp3/templates/eap-xp3-basic-s2i.json



注記

							上記のコマンドを使用してインポートされた JBoss EAP XP イメージストリームおよびテンプレートは、OpenShift プロジェクト内のみで利用できます。
						


	
						一般的な openshift namespace にアクセスできる管理者権限を持っている場合、すべてのプロジェクトがイメージストリームおよびテンプレートにアクセスできるようにするには、コマンドの oc replace 行に -n openshift を追加します。以下に例を示します。
					
...
oc replace -n openshift --force -f \
...

	
						イメージストリームとテンプレートを別のプロジェクトにインポートする必要がある場合には、コマンドラインの oc replace に -n PROJECT_NAME を追加します。以下に例を示します。
					
...
oc replace -n PROJECT_NAME --force -f
...

						cluster-samples-operator を使用する場合は、クラスターサンプルオペレーターの設定についての OpenShift ドキュメントを参照してください。クラスターサンプルオペレーターの詳細は、https://docs.openshift.com/container-platform/latest/openshift_images/configuring-samples-operator.html を参照してください。
					




OpenShift への JBoss EAP XP Source-to-image (S2I) アプリケーションのデプロイ




				JBoss EAP source-to-image (S2I) アプリケーションの OpenShift へのデプロイ
			
重要

					OpenShift 上の OpenJDK 8 イメージおよびイメージストリームは非推奨となりました。
				

					イメージおよびイメージストリームは OpenShift でも引き続きサポートされます。ただし、これらのイメージおよびイメージストリームの拡張機能はなく、今後削除される可能性があります。Red Hat は、標準のサポート条件下で、OpenJDK 8 イメージおよびイメージストリームに対するフルサポートおよびバグ修正を継続して提供します。
				

前提条件
	
						オプション: テンプレートは、多くのテンプレートパラメーターにデフォルト値を指定でき、一部またはすべてのデフォルトをオーバーライドする必要がある場合があります。パラメーターのリストやデフォルト値などのテンプレートの情報を表示するには、コマンド oc describe template TEMPLATE_NAME を使用します。
					


手順
	
						JBoss EAP XP イメージと Java アプリケーションのソースコードを使用して、新しい OpenShift アプリケーションを作成します。S2I ビルド用に提供される JBoss EAP XP テンプレートの 1 つを使用します。
					
$ oc new-app --template=eap-xp3-basic-s2i \ [image: 1]
 -p EAP_IMAGE_NAME=jboss-eap-xp3-openjdk11-openshift:latest \
 -p EAP_RUNTIME_IMAGE_NAME=jboss-eap-xp3-openjdk11-runtime-openshift:latest \
 -p IMAGE_STREAM_NAMESPACE=eap-demo \ [image: 2]
 -p SOURCE_REPOSITORY_URL=https://github.com/jboss-developer/jboss-eap-quickstarts \ [image: 3]
 -p SOURCE_REPOSITORY_REF=xp-3.0.x \ [image: 4]
 -p CONTEXT_DIR=microprofile-config [image: 5]
	[image: 1] 
	
								使用するテンプレート。アプリケーションイメージは latest でタグ付けされます。
							

	[image: 2] 
	
								最新のイメージとテンプレートは、プロジェクトの namespace にインポートされたため、イメージストリームが見つかる場所の namespace を指定する必要があります。通常はプロジェクトの名前になります。
							

	[image: 3] 
	
								アプリケーションのソースコードが含まれるリポジトリーの URL。
							

	[image: 4] 
	
								ソースコードに使用する Git リポジトリー参照。Git ブランチやタグ参照にすることができます。
							

	[image: 5] 
	
								ビルドするソースリポジトリー内のディレクトリー。
							



注記

							テンプレートは、多くのテンプレートパラメーターにデフォルト値を指定でき、一部またはすべてのデフォルトをオーバーライドする必要がある場合があります。パラメーターのリストやデフォルト値などのテンプレートの情報を表示するには、コマンド oc describe template TEMPLATE_NAME を使用します。
						


						新しい OpenShift アプリケーションを作成するときに、環境変数を設定 することもあります。
					

	
						ビルド設定の名前を取得します。
					
$ oc get bc -o name

	
						取得したビルド設定の名前を使用し、Maven のビルドの進捗を表示します。
					
$ oc logs -f buildconfig/${APPLICATION_NAME}-build-artifacts

…
Push successful
$ oc logs -f buildconfig/${APPLICATION_NAME}
…
Push successful

						たとえば、microprofile-config の場合、以下のコマンドは Maven ビルドの進捗状況を表示します。
					
$ oc logs -f buildconfig/eap-xp3-basic-app-build-artifacts

…
Push successful
$ oc logs -f buildconfig/eap-xp3-basic-app
…
Push successful
関連情報
	
								JBoss EAP XP の最新の OpenShift イメージストリームおよびテンプレートのインポート
							
	
								アプリケーションのデプロイメントに向けた OpenShift の準備
							






JBoss EAP XP Source-to-image (S2I) アプリケーションのデプロイメント後タスクの完了




				アプリケーションによっては、OpenShift アプリケーションのビルドおよびデプロイ後に一部のタスクを完了する必要がある場合があります。
			

				デプロイメント後タスクの例には、以下が含まれます。
			
	
						アプリケーションを OpenShift の外部から表示できるようにサービスを公開します。
					
	
						アプリケーションを特定のレプリカ数にスケーリングします。
					


手順
	
						以下のコマンドを使用してアプリケーションのサービス名を取得します。
					
$ oc get service

	
						オプション: メインサービスをルートとして公開し、OpenShift 外部からアプリケーションにアクセスできるようにします。たとえば、microprofile-config クイックスタートでは、以下のコマンドを使用して必要なサービスとポートを公開します。
					
注記

							テンプレートを使用してアプリケーションを作成した場合は、ルートがすでに存在することがあります。存在する場合は次のステップに進みます。
						

$ oc expose service/eap-xp3-basic-app --port=8080

	
						ルートの URL を取得します。
					
$ oc get route

	
						この URL を使用して web ブラウザーでアプリケーションにアクセスします。URL は前のコマンド出力にある HOST/PORT フィールドの値になります。
					
注記

							JBoss EAP XP 3.0.0 GA ディストリビューションでは、Micprofile Config クイックスタートはアプリケーションのルートコンテキストに対して HTTPS GET リクエストに応答しません。今回の機能拡張は、{JBossXPShortName101} GA ディストリビューションでのみ利用可能です。
						

							たとえば、Micprofile Config アプリケーションと対話するには、ブラウザーの URL は http://HOST_PORT_Value/config/value になります。
						


						アプリケーションが JBoss EAP ルートコンテキストを使用しない場合、アプリケーションのコンテキストを URL に追加します。たとえば、microprofile-config クイックスタートの URL は http://HOST_PORT_VALUE/microprofile-config/ のようになります。
					

	
						任意で、以下のコマンドを実行してアプリケーションインスタンスをスケールアップすることもができます。このコマンドにより、レプリカ数が 3 に増えます。
					
$ oc scale deploymentconfig DEPLOYMENTCONFIG_NAME --replicas=3

						たとえば、microprofile-config クイックスタートでは、以下のコマンドを使用してアプリケーションをスケールアップします。
					
$ oc scale deploymentconfig/eap-xp3-basic-app --replicas=3



関連情報

					JBoss EAP XP クイックスタートの詳細は、JBoss EAPUsing MicroProfile in JBoss EAPの Use the Quickstarts を参照してください。
				


第6章 機能のトリム




			起動可能な JAR をビルドする場合、含まれる JBoss EAP の機能とサブシステムを決定できます。
		
注記

				機能のトリムは、OpenShift 上で、または起動可能な JAR のビルド時にのみサポートされます。
			

関連情報
	
					起動可能な JAR について
				


利用可能な JBoss EAP レイヤー




				Red Hat は、OpenShift または起動可能な JAR での JBoss EAP サーバーのプロビジョニングをカスタマイズするために複数のレイヤーを提供します。
			

				3 つの層は、コア機能を提供するベースレイヤーです。他のレイヤーは、追加機能を備えたベースレイヤーを強化するデコレーターレイヤーです。
			

				ほとんどのデコレーターレイヤーを使用して、JBoss EAP for OpenShift で S2I イメージをビルドしたり、起動可能な JAR をビルドしたりできます。一部のレイヤーは S2I イメージをサポートしません。レイヤーノートの説明は、この制限の説明になります。
			
注記

					一覧表示されたレイヤーのみがサポートされます。ここで記載されていないレイヤーはサポートされません。
				

ベースレイヤー




					各ベースレイヤーには、典型的なサーバーユーザーケースのコア機能が含まれています。
				
datasources-web-server

					このレイヤーには、サーブレットコンテナーが含まれ、データソースを設定する機能が含まれます。
				

					このレイヤーには MicroProfile 機能が含まれません。
				

					このレイヤーでは、以下の Jakarta EE 仕様がサポートされます。
				
	
							Jakarta JSON Processing 1.1
						
	
							Jakarta JSON Binding 1.0
						
	
							Jakarta Servlet 4.0
						
	
							Jakarta Expression Language 3.0
						
	
							Jakarta Server Pages 2.3
						
	
							Jakarta Standard Tag Library 1.2
						
	
							Jakarta Concurrency 1.1
						
	
							Jakarta Annotations 1.3
						
	
							Jakarta XML Binding 2.3
						
	
							Jakarta Debugging Support for Other Languages 1.0
						
	
							Jakarta Transaction 1.3
						
	
							Jakarta Connector API 1.7
						


jaxrs-server

					このレイヤーは、以下の JBoss EAP サブシステムを使用して datasources-web-server レイヤーを強化します。
				
	
							jaxrs
						
	
							weld
						
	
							jpa
						



					このレイヤーは、コンテナーに Infinispan ベースのセカンドレベルのエンティティーキャッシングをローカルに追加します。
				

					以下の MicroProfile 機能は、このレイヤーに含まれています。
				
	
							MicroProfile REST クライアント
						



					以下の Jakarta EE 仕様は、datasources-web-server レイヤーでサポートされるものに加え、このレイヤーでサポートされています。
				
	
							Jakarta Contexts and Dependency Injection 2.0
						
	
							Jakarta Bean Validation 2.0
						
	
							Jakarta Interceptors 1.2
						
	
							Jakarta RESTful Web Services 2.1
						
	
							Jakarta Persistence 2.2
						


cloud-server

					このレイヤーは、以下の JBoss EAP サブシステムを使用して jaxrs-server レイヤーを強化します。
				
	
							resource-adapters
						
	
							messaging-activemq (組み込みメッセージではなく、リモートブラオーカーメッセージング)
						



					このレイヤーは、以下の observability 機能も jaxrs-server レイヤーに追加します。
				
	
							MicroProfile Health
						
	
							MicroProfile Metrics
						
	
							MicroProfile Config
						
	
							MicroProfile OpenTracing
						



					以下の Jakarta EE 仕様は、jaxrs-server レイヤーでサポートされるものに加え、このレイヤーでサポートされています。
				
	
							Jakarta Security 1.0
						



デコレーターレイヤー




					デコレーターレイヤーは単独で使用されません。ベースレイヤーで 1 つ以上のデコレーターレイヤーを設定するとで、追加機能を利用できます。
				
ejb-lite

					このデコレーターレイヤーは、プロビジョニングされたサーバーに最小限の Jakarta Enterprise Bean 実装を追加します。このレイヤーには、以下のサポートは含まれません。
				
	
							IIOP の統合
						
	
							MDB インスタンスプール
						
	
							リモートコネクターリソース
						



					このレイヤーは、起動可能な JAR をビルドする場合のみサポートされます。このレイヤーは、S2I を使用する場合にはサポートされません。
				
Jakarta Enterprise Beans

					このデコレーターレイヤーは、ejb-lite レイヤーを拡張します。このレイヤーは、ejb-lite レイヤーに含まれるベース機能に加えて、プロビジョニングされたサーバーに以下のサポートを追加します。
				
	
							MDB インスタンスプール
						
	
							リモートコネクターリソース
						



					メッセージ駆動 Bean (MDB) または Jakarta Enterprise Beans リモーティング機能の両方を使用する場合は、このレイヤーを使用します。これらの機能が必要ない場合は、ejb-lite レイヤーを使用します。
				

					このレイヤーは、起動可能な JAR をビルドする場合のみサポートされます。このレイヤーは、S2I を使用する場合にはサポートされません。
				
ejb-local-cache

					このデコレーターレイヤーは、Jakarta Enterprise Beans のローカルキャッシュサポートをプロビジョニングされたサーバーに追加します。
				

					依存関係: ejb-lite レイヤーまたは ejb レイヤーを含む場合に限り、このレイヤーを含めることができます。
				
注記

						このレイヤーは ejb-dist-cache レイヤーと互換性がありません。ejb-dist-cache レイヤーが含まれている場合は、ejb-local-cache レイヤーを含めることができません。両方のレイヤーが含まれる場合、生成されるビルドには予期しない Jakarta Enterprise Beans 設定が含まれる可能性があります。
					


					このレイヤーは、起動可能な JAR をビルドする場合のみサポートされます。このレイヤーは、S2I を使用する場合にはサポートされません。
				
ejb-dist-cache

					このデコレーターレイヤーは、Jakarta Enterprise Beans の分散キャッシングサポートをプロビジョニングされたサーバーに追加します。
				

					依存関係: ejb-lite レイヤーまたは ejb レイヤーを含む場合に限り、このレイヤーを含めることができます。
				
注記

						このレイヤーは ejb-local-cache レイヤーと互換性がありません。ejb-dist-cache レイヤーが含まれている場合は、ejb-local-cache レイヤーを含めることができません。両方のレイヤーを含めると、ビルドが予期しない設定になる可能性があります。
					


					このレイヤーは、起動可能な JAR をビルドする場合のみサポートされます。このレイヤーは、S2I を使用する場合にはサポートされません。
				
jdr

					このデコレーターレイヤーは、Red Hat からサポートを要求する際に診断データを収集するために JBoss Diagnostic Reporting (jdr) サブシステムを追加します。
				

					このレイヤーは、起動可能な JAR をビルドする場合のみサポートされます。このレイヤーは、S2I を使用する場合にはサポートされません。
				
Jakarta Persistence

					このデコレーターレイヤーは、単一ノードサーバーの永続性機能を追加します。分散キャッシングは、サーバーがクラスターを形成できる場合にのみ機能することに注意してください。
				

					レイヤーは Hibernate ライブラリーをプロビジョニングされたサーバーに追加し、以下のサポートを受けることができます。
				
	
							jpa サブシステムの設定
						
	
							infinispan サブシステムの設定
						
	
							ローカルの Hibernate キャッシュコンテナー
						


注記

						このレイヤーは jpa-distributed で配布されるレイヤーと互換性がありません。jpa レイヤーを含める場合は、jpa-distributed レイヤーを含めることはできません。
					


					このレイヤーは、起動可能な JAR をビルドする場合のみサポートされます。このレイヤーは、S2I を使用する場合にはサポートされません。
				
jpa-distributed

					このデコレーターレイヤーは、クラスターで稼働しているサーバーに永続性を追加します。レイヤーは Hibernate ライブラリーをプロビジョニングされたサーバーに追加し、以下のサポートを受けることができます。
				
	
							jpa サブシステムの設定
						
	
							infinispan サブシステムの設定
						
	
							ローカルの Hibernate キャッシュコンテナー
						
	
							インバリデーションおよびレプリケーション Hibernate キャッシュコンテナー
						
	
							jgroups サブシステムの設定
						


注記

						このレイヤーは jpa レイヤーと互換性がありません。jpa レイヤーを含める場合は、jpa-distributed レイヤーを含めることはできません。
					


					このレイヤーは、起動可能な JAR をビルドする場合のみサポートされます。このレイヤーは、S2I を使用する場合にはサポートされません。
				
Jakarta Server Faces

					このデコレーターレイヤーは、プロビジョニングしたサーバーに jsf サブシステムを追加します。
				

					このレイヤーは、起動可能な JAR をビルドする場合のみサポートされます。このレイヤーは、S2I を使用する場合にはサポートされません。
				
microprofile-platform

					このデコレーターレイヤーは、以下の MicroProfile 機能を、プロビジョニングされたサーバーに追加します。
				
	
							MicroProfile Config
						
	
							MicroProfile Fault Tolerance
						
	
							MicroProfile Health
						
	
							MicroProfile JWT
						
	
							MicroProfile Metrics
						
	
							MicroProfile OpenAPI
						
	
							MicroProfile OpenTracing
						


注記

						このレイヤーには、observability レイヤーにも含まれる MicroProfile 機能が含まれます。このレイヤーを含める場合は、observability レイヤーを含める必要はありません。
					

可観測性

					このデコレーターレイヤーは、プロビジョニングしたサーバーに以下の observability 機能を追加します。
				
	
							MicroProfile Health
						
	
							MicroProfile Metrics
						
	
							MicroProfile Config
						
	
							MicroProfile OpenTracing
						


注記

						このレイヤーは、cloud-server レイヤーに組み込まれています。このレイヤーは cloud-server レイヤーに追加する必要はありません。
					

remote-activemq

					このデコレーターレイヤーは、リモート ActiveMQ ブローカーと通信し、メッセージングサポートを統合する機能を追加します。
				

					プールされた接続ファクトリー設定は、guest を user および password 属性の値として指定します。CLI スクリプトを使用して、起動時にこれらの値を変更できます。
				

					このレイヤーは、起動可能な JAR をビルドする場合のみサポートされます。このレイヤーは、S2I を使用する場合にはサポートされません。
				
sso

					このデコレーターレイヤーは、プロビジョニングしたサーバーに Red Hat Single Sign-On 統合を追加します。
				

					このレイヤーは、S2I を使用してサーバーをプロビジョニングする場合にのみ使用してください。
				
web-console

					このデコレーターレイヤーは、プロビジョニングしたサーバーに管理コンソールを追加します。
				

					このレイヤーは、起動可能な JAR をビルドする場合のみサポートされます。このレイヤーは、S2I を使用する場合にはサポートされません。
				
web-clustering

					このデコレーターレイヤーは、クラスターリング環境に適したデータセッション処理に、非ローカルの Infinispan ベースのコンテナー Web キャッシュを設定することにより、分散可能な Web アプリケーションをサポートします。
				
web-passivation

					このデコレーターレイヤーは、単一ノード環境に適したデータセッション処理に、ローカルの Infinispan ベースのコンテナー Web キャッシュを設定することにより、分散可能な Web アプリケーションをサポートします。
				

					このレイヤーは、起動可能な JAR をビルドする場合のみサポートされます。このレイヤーは、S2I を使用する場合にはサポートされません。
				
webservices

					このレイヤーは Jakarta Web サービスデプロイメントをサポートするプロビジョニングされたサーバーに Web サービス機能を追加します。
				

					このレイヤーは、起動可能な JAR をビルドする場合のみサポートされます。このレイヤーは、S2I を使用する場合にはサポートされません。
				
関連情報
	
							プールされた接続ファクトリーの属性
						





第7章 Red Hat CodeReady Studio での JBoss EAP MicroProfile アプリケーション開発の有効化




			CodeReady Studio で開発するアプリケーションに MicroProfile 機能を組み込む場合は、CodeReady Studio で JBoss EAP の MicroProfile サポートを有効にする必要があります。
		

			JBoss EAP 拡張パックは MicroProfile のサポートを提供します。
		

			JBoss EAP 拡張パックは JBoss EAP 7.2 以前ではサポートされません。
		

			JBoss EAP 拡張パックの各バージョンは、JBoss EAP の特定のパッチをサポートします。詳細は、JBoss EAP 拡張パックサポートおよびライフサイクルポリシーページを参照してください。
		
重要

				JBoss EAP XP Quickstarts for Openshift はテクノロジープレビューとしてのみ提供されます。テクノロジープレビューの機能は、Red Hat の本番環境のサービスレベルアグリーメント (SLA) ではサポートされず、機能的に完全ではないことがあるため、Red Hat は本番環境での使用は推奨しません。テクノロジープレビューの機能は、最新の技術をいち早く提供して、開発段階で機能のテストやフィードバックの収集を可能にするために提供されます。
			

				テクノロジープレビュー機能のサポート範囲については、Red Hat カスタマーポータルの テクノロジープレビュー機能のサポート範囲 を参照してください。
			

MicroProfile 機能を使用するための CodeReady Studio の設定




				JBoss EAP で MicroProfile サポートを有効にするには、JBoss EAP XP の新しいランタイムサーバーを登録し、新しい JBoss EAP 7.4 サーバーを作成します。
			

				MicroProfile 機能をサポートすることを認識に役立つ適切な名前を付けます。
			

				このサーバーは、以前にインストールされたランタイムを参照し、standalone-microprofile.xml 設定ファイルを使用する新たに作成された JBoss EAP XP ランタイムを使用します。
			
注記

					Red Hat CodeReady Studio で Target runtime を 7.4 以降に設定し、プロジェクトは Jakarta EE 8 仕様と互換性があります。
				

前提条件
	
						JBoss EAP XP 3.0.0 がインストールされている
					


手順
	
						New Server ダイアログボックスで新しいサーバーを設定します。
					
	
								Select server type リストで Red Hat JBoss Enterprise Application Platform 7.4 を選択します。
							
	
								Server's host name フィールドに localhost を入力します。
							
	
								Server name フィールドに JBoss EAP 7.4 XP を入力します。
							
	
								次へ をクリックします。
							



	
						新しいサーバーの設定
					
	
								Home directory フィールドに、デフォルト設定を使用しない場合は、新しいディレクトリーを指定します (例: home/myname/dev/microprofile/runtimes/jboss-eap-7.3)。
							
	
								Ezecution Environment が JavaSE-1.8 に設定されていることを確認します。
							
	
								任意: Server base directory と Configuration file フィールドの値を変更します。
							
	
								Finish をクリックします。
							





結果

					これで、MicroProfile 機能を使用したアプリケーションの開発を開始することや、JBoss EAP の MicroProfile クイックスタートの使用できるようになりました。
				

CodeReady Studio での MicroProfile クイックスタートの使用




				MicroProfile クイックスタートを有効にすると、簡単な例はインストールされたサーバーで実行およびテストできるようになります。
			

				これらの例は、以下の MicroProfile 機能を示しています。
			
	
						MicroProfile Config
					
	
						MicroProfile Fault Tolerance
					
	
						MicroProfile Health
					
	
						MicroProfile JWT
					
	
						MicroProfile Metrics
					
	
						MicroProfile OpenAPI
					
	
						MicroProfile OpenTracing
					
	
						MicroProfile REST クライアント
					


手順
	
						Quickstart Parent Artifact から pom.xml ファイルをインポートします。
					
	
						使用しているクイックスタートで環境変数が必要な場合は、環境変数を設定します。
					

						サーバーの 概要 ダイアログボックスで、起動設定に環境変数を定義します。
					

						たとえば、microprofile-opentracing クイックスタートでは以下の環境変数を使用します。
					
	
								JAEGER_REPORTER_LOG_spans を true に設定
							
	
								JAEGER_SAMPLER_PARAM を 1 に設定
							
	
								JAEGER_SAMPLER_TYPE を const に設定
							





関連情報

					Microprofile について
				

				About JBoss Enterprise Application Platform expansion pack
			

				Red Hat JBoss Enterprise Application Platform expansion pack サポートとライフサイクルポリシー
			


第8章 起動可能な JAR




			JBoss EAP JAR Maven プラグインを使用して、マイクロサービスアプリケーションを起動可能な JAR としてビルドおよびパッケージ化できます。その後、JBoss EAP ベアメタルプラットフォームまたは JBoss EAP OpenShift プラットフォームでアプリケーションを実行できます。
		
起動可能な JAR について




				JBoss EAP JAR Maven プラグインを使用して、マイクロサービスアプリケーションを起動可能な JAR としてビルドおよびパッケージ化できます。
			

				起動可能な JAR には、サーバー、パッケージ化されたアプリケーション、およびサーバー起動に必要なランタイムが含まれます。
			

				JBoss JAR Maven プラグインは Galleon トリム機能を使用して、サーバーのサイズおよびメモリーフットプリントを削減します。そのため、必要な機能を提供する Galleon レイヤーのみを含め、要件に応じてサーバーを設定できます。
			

				JBoss EAP JAR Maven プラグインは、サーバー設定をカスタマイズするための JBoss EAP CLI スクリプトファイルの実行をサポートします。CLI スクリプトには、サーバーを設定するための CLI コマンドの一覧が含まれます。
			

				起動可能な JAR は、以下の方法で標準の JBoss EAP サーバーと似ています。
			
	
						JBoss EAP の共通の管理 CLI コマンドをサポートします。
					
	
						JBoss EAP 管理コンソールを使用して管理できます。
					



				起動可能な JAR でサーバーをパッケージ化する場合は、以下の制限が適用されます。
			
	
						サーバー再起動を必要とする CLI 管理操作はサポートされていません。
					
	
						サーバーは、サーバー管理に関連するサービスを開始するモードである admin-only モードで再起動できません。
					
	
						サーバーをシャットダウンすると、サーバーに設定した更新が失われます。
					



				さらに、起動可能な hollow JAR をプロビジョニングできます。この JAR にはサーバーのみが含まれるため、サーバーを変更して異なるアプリケーションを実行することができます。
			
関連情報

					機能のトリムに関する情報は、機能のトリム を参照してください。
				

JBoss EAP Maven プラグイン




				JBoss EAP JAR Maven プラグインを使用してアプリケーションを起動可能な JAR としてビルドできます。
			

				Maven リポジトリーから最新の Maven プラグインバージョンを取得できます。これは、/ga/org/wildfly/plugins/wildfly-jar-maven-plugin のインデックス にあります。
			

				Maven プロジェクトで、src ディレクトリーにはアプリケーションのビルドに必要なすべてのソースファイルが含まれています。JBoss EAP JAR Maven プラグインが起動可能な JAR をビルドすると、生成された JAR は target/<application>-bootable.jar に置かれます。
			

				JBoss EAP JAR Maven プラグインによって以下の機能も提供されます。
			
	
						CLI スクリプトコマンドをサーバーに適用します。
					
	
						サーバー設定ファイルをカスタマイズするには、org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack Galleon 機能パックと、そのレイヤーの一部を使用します。
					
	
						キーストアファイルなど、パッケージ化可能な JAR に追加ファイルの追加をサポートします。
					
	
						起動可能な hollow JAR を作成する機能が含まれています。つまり、アプリケーションを含まない起動可能な JAR です。
					



				JBoss EAP JAR Maven プラグインを使用して起動可能な JAR を作成した後に、以下のコマンドを実行するとアプリケーションを起動できます。target/myapp-bootable.jar を起動可能な JAR へのパスに置き換えます。以下に例を示します。
			
$ java -jar target/myapp-bootable.jar
注記

					サポートされる起動可能な JAR 起動コマンドの一覧を取得するには、起動コマンドの最後に --help を追加します。例: java -jar target/myapp-bootable.jar --help
				

関連情報
	
						サポートされる JBoss EAP Galleon レイヤーの詳細は、利用可能な JBoss EAP レイヤー を参照してください。
					
	
						プロジェクトの機能パックをビルドするためのサポート対象の Galleon プラグインの詳細は、WildFly Galleon Maven Plugin のドキュメント を参照してください。
					
	
						JBoss EAP Maven リポジトリーの設定方法の選択に関する詳細は、Maven リポジトリーの使用 を参照してください。
					
	
						Maven プロジェクトディレクトリーの詳細は、Apache Maven ドキュメントの Introduction to the Standard Directory Layout を参照してください。
					



起動可能な JAR 引数




				以下の表で引数を確認し、起動可能な JAR で使用するサ対応引数について確認します。
			
表8.1 対応の起動可能な JAR 実行引数
	引数	説明
	 
								--help
							

							 	 
								指定のコマンドのヘルプメッセージを表示し、終了します。
							

							 
	 
								--deployment=<path>
							

							 	 
								起動可能な JAR に固有の引数。サーバーにデプロイするアプリケーションが含まれる WAR、JAR、EAR ファイル、または展開形式のディレクトリーへのパスを指定します。
							

							 
	 
								--display-galleon-config
							

							 	 
								生成された Galleon 設定ファイルの内容を出力します。
							

							 
	 
								--install-dir=<path>
							

							 	 
								デフォルトでは、JVM 設定は、起動可能な JAR の起動後に TEMP ディレクトリーを作成するために使用されます。--install-dir 引数を使用するとサーバーをインストールするディレクトリーを指定できます。
							

							 
	 
								-secmgr
							

							 	 
								セキュリティーマネージャーがインストールされた状態でサーバーを実行します。
							

							 
	 
								-b<interface>=<value>
							

							 	 
								システムプロパティー jboss.bind.address.<interface> を指定の値に設定します。例: bmanagement=IP_ADDRESS
							

							 
	 
								-b=<value>
							

							 	 
								パブリックインターフェイスのバインドアドレスを設定するために使用される jboss.bind.address システムプロパティーを設定します。値の指定がない場合はデフォルトで 127.0.0.1 が指定されます。
							

							 
	 
								-D<name>[=<value>]
							

							 	 
								サーバーランタイムにサーバーによって設定されるシステムプロパティーを指定します。起動可能な JAR JVM はこれらのシステムプロパティーを設定しません。
							

							 
	 
								--properties=<url>
							

							 	 
								指定の URL からシステムプロパティーをロードします。
							

							 
	 
								-S<name>[=value]
							

							 	 
								セキュリティープロパティーを設定します。
							

							 
	 
								-u=<value>
							

							 	 
								設定ファイルの socket-binding 要素のマルチキャストアドレスを設定するために使用される jboss.default.multicast.address システムプロパティーを設定します。値の指定がない場合はデフォルトで 230.0.0.4 が指定されます。
							

							 
	 
								--version
							

							 	 
								アプリケーションサーバーのバージョンを表示し、終了します。
							

							 




起動可能な JAR サーバーの Galleon レイヤーの指定




				Galleon レイヤーを指定して、サーバーのカスタム設定をビルドできます。さらに、サーバーから除外する Galleon レイヤーを指定することもできます。
			

				単一の機能パックを参照するには、<feature-pack-location> 要素を使用してその場所を指定します。以下の例は、Maven プラグイン設定ファイルの <feature-pack-location> 要素に org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack:3.0.0.GA-redhat-00001 を指定します。
			
<configuration>
  <feature-pack-location>org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack:3.0.0.GA-redhat-00001</feature-pack-location>
</configuration>

				複数の機能パックを参照する必要がある場合は、それらを <feature-packs> 要素に一覧表示します。以下の例は、Red Hat Single Sign-On 機能パックを <feature-packs> 要素に追加する方法を示しています。
			
<configuration>
    <feature-packs>
         <feature-pack>
             <location>org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack:3.0.0.GA-redhat-00001</location>
        </feature-pack>
        <feature-pack>
            <location>org.jboss.sso:keycloak-adapter-galleon-pack:9.0.10.redhat-00001</location>
        </feature-pack>
    </feature-packs>
</configuration>

				複数の機能パックから Galleon レイヤーを組み合わせて、起動可能な JAR サーバーを設定し、必要な機能を提供する対応の Galleon レイヤーのみを含めることができます。
			
注記

					ベアメタルプラットフォームで、設定ファイルで Galleon レイヤーを指定しない場合、プロビジョニングしたサーバーにはデフォルトの standalone-microprofile.xml 設定と同じ設定が含まれます。
				

					OpenShift プラットフォームでは、プラグイン設定に <cloud/> 設定要素を追加した後に、設定ファイルで Galleon レイヤーを指定しない場合、プロビジョニングされたサーバーにはクラウド環境用に調整され、デフォルトの standalone-microprofile-ha.xml と似ている設定が含まれます。
				

前提条件
	
						Maven がインストールされている。
					
	
						MAVEN_PLUGIN_VERSION.X.GA.Final-redhat-00001 などの最新の Maven プラグインバージョンを確認している。MAVEN_PLUGIN_VERSION はメジャーバージョンで、X はマイクロバージョンです。/ga/org/wildfly/plugins/wildfly-jar-maven-plugin のインデックス を参照してください。
					
	
						3.0.X.GA-redhat-BUILD_NUMBER などの最新の Galleon feature-pack バージョンを確認している。X は JBoss EAP XP のマイクロバージョンで、BUILD_NUMBER は Galleon 機能パックのビルド番号。JBoss EAP XP 3.0.0 製品のライフサイクル中に、X と BUILD_NUMBER の両方を進化できます。Index of /ga/org/jboss/eap/wildfly-galleon-pack のインデックス を参照してください。
					


注記

					この手順の例では、以下のプロパティーを指定します。
				
	
							Maven プラグインバージョンの場合は、${bootable.jar.maven.plugin.version} です。
						
	
							Galleon 機能パックバージョンの場合は、${jboss.xp.galleon.feature.pack.version} です。
						



					これらのプロパティーをプロジェクトで設定する必要があります。以下に例を示します。
				
<properties>
    <bootable.jar.maven.plugin.version>4.0.3.Final-redhat-00001</bootable.jar.maven.plugin.version>
    <jboss.xp.galleon.feature.pack.version>3.0.0.GA-redhat-00001</jboss.xp.galleon.feature.pack.version>
</properties>

手順
	
						アプリケーションの実行に必要な機能を提供する、サポートされる JBoss EAP Galleon レイヤーを特定します。
					
	
						Maven プロジェクトの pom.xml ファイルの <plugin> 要素で JBoss EAP feature-pack の場所を参照します。以下の例のように、最新バージョンの Maven プラグインと org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack Galleon 機能パックの最新バージョンを指定する必要があります。以下の例は、jaxrs-server ベースレイヤーおよび jpa-distribute レイヤーを含む単一の feature-pack も含まれています。jaxrs-server ベースレイヤーは、サーバーの追加サポートを提供します。
					
<plugins>
      <plugin>
            <groupId>org.wildfly.plugins</groupId>
             <artifactId>wildfly-jar-maven-plugin</artifactId>
             <version>${bootable.jar.maven.plugin.version}</version>
            <configuration>
                 <feature-pack-location>org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack:${jboss.xp.galleon.feature.pack.version}</feature-pack-location>
                 <layers>
                     <layer>jaxrs-server</layer>
                     <layer>jpa-distributed</layer>
                 </layers>
                 <excluded-layers>
                     <layer>jpa</layer>
                 </excluded-layers>
                 ...
</plugins>

						この例では、プロジェクトからの jpa レイヤーの除外も示しています。
					
注記

							jpa-distributed レイヤーをプロジェクトに含める場合は、jaxrs-server レイヤーから jpa レイヤーを除外する必要があります。jpa レイヤーはローカルの infinispan hibernate キャッシュを設定し、jpa-distributed レイヤーはリモート infinispan hibernate キャッシュを設定します。
						




関連情報
	
						利用可能なベースレイヤーの詳細は、ベースレイヤー を参照してください。
					
	
						プロジェクトの機能パックをビルドするためのサポート対象の Galleon プラグインの詳細は、WildFly Galleon Maven Plugin のドキュメント を参照してください。
					
	
						JBoss EAP Maven リポジトリーの設定方法の選択に関する詳細は、Maven and the JBoss EAP MicroProfile Maven repository を参照してください。
					
	
						Maven 依存関係の管理に関する詳細は、Apache Maven Project ドキュメントの Dependency Management を参照してください。
					



JBoss EAP ベアメタルプラットフォームでの起動可能な JAR の使用




				JBoss EAP ベアメタルプラットフォームで、アプリケーションを起動可能な JAR としてパッケージ化できます。
			

				起動可能な JAR には、サーバー、パッケージ化されたアプリケーション、およびサーバー起動に必要なランタイムが含まれます。
			

				この手順では、JBoss EAP JAR Maven プラグインを使用して MicroProfile Config マイクロサービスを起動可能な JAR としてパッケージ化する方法を説明します。MicroProfile Config の開発 を参照してください。
			

				起動可能な JAR のパッケージング時に CLI スクリプトを使用してサーバーを設定できます。
			
重要

					起動可能な JAR 内にパッケージ化する必要がある Web アプリケーションのビルドでは、pom.xml ファイルの <packaging> 要素に war を指定する必要があります。以下に例を示します。
				
<packaging>war</packaging>

					この値は、ビルドアプリケーションを、デフォルトの JAR ファイルとしてではなく、WAR ファイルとしてパッケージ化するのに必要です。
				

					起動可能な hollow JAR をビルドするためだけに Maven プロジェクトで使用される Maven プロジェクトで、packaging の値を pom に設定します。以下に例を示します。
				
<packaging>pom</packaging>

					Maven プロジェクトの hollow JAR をビルドする場合は、pom パッケージングの使用に限定されません。war などのパッケージ化の種類について <hollow-jar> 要素に true を指定すると作成できます。Creating a hollow bootable JAR on a JBoss EAP baremetal platform を参照してください。
				

前提条件
	
						MAVEN_PLUGIN_VERSION.X.GA.Final-redhat-00001 などの最新の Maven プラグインバージョンを確認している。MAVEN_PLUGIN_VERSION はメジャーバージョンで、X はマイクロバージョンです。/ga/org/wildfly/plugins/wildfly-jar-maven-plugin のインデックス を参照してください。
					
	
						3.0.X.GA-redhat-BUILD_NUMBER などの最新の Galleon feature-pack バージョンを確認している。X は JBoss EAP XP のマイクロバージョンで、BUILD_NUMBER は Galleon 機能パックのビルド番号。JBoss EAP XP 3.0.0 製品のライフサイクル中に、X と BUILD_NUMBER の両方を進化できます。Index of /ga/org/jboss/eap/wildfly-galleon-pack のインデックス を参照してください。
					
	
						Maven プロジェクトを作成し、親依存関係を設定して、MicroProfile アプリケーションを作成するための依存関係を追加している。MicroProfile Config の開発 を参照してください。
					


注記

					この手順の例では、以下のプロパティーを指定します。
				
	
							Maven プラグインバージョンの場合は、${bootable.jar.maven.plugin.version} です。
						
	
							Galleon 機能パックバージョンの場合は、${jboss.xp.galleon.feature.pack.version} です。
						



					これらのプロパティーをプロジェクトで設定する必要があります。以下に例を示します。
				
<properties>
    <bootable.jar.maven.plugin.version>4.0.3.Final-redhat-00001</bootable.jar.maven.plugin.version>
    <jboss.xp.galleon.feature.pack.version>3.0.0.GA-redhat-00001</jboss.xp.galleon.feature.pack.version>
</properties>

手順
	
						以下の内容を pom.xml ファイルの <build> 要素に追加します。最新バージョンの Maven プラグインと、org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack Galleon 機能パックの最新バージョンを指定する必要があります。以下に例を示します。
					
<plugins>
    <plugin>
        <groupId>org.wildfly.plugins</groupId>
        <artifactId>wildfly-jar-maven-plugin</artifactId>
        <version>${bootable.jar.maven.plugin.version}</version>
        <configuration>
             <feature-pack-location>org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack:${jboss.xp.galleon.feature.pack.version}</feature-pack-location>
            <layers>
                <layer>jaxrs-server</layer>
                <layer>microprofile-platform</layer>
            </layers>
         </configuration>
        <executions>
            <execution>
                <goals>
                    <goal>package</goal>
                </goals>
            </execution>
        </executions>
    </plugin>
</plugins>
注記

							pom.xml ファイルで Galleon レイヤーを指定しない場合、起動可能な JAR サーバーには standalone-microprofile.xml 設定と同じ設定が含まれます。
						


	
						アプリケーションを起動可能な JAR としてパッケージ化します。
					
$ mvn package

	
						アプリケーションを起動します。
					
$ NAME="foo" java -jar target/microprofile-config-bootable.jar
注記

							この例では、環境変数に NAME を使用しますが、デフォルト値の jim を使用することができます。
						

注記

							サポートされる起動可能な JAR 引数の一覧を表示するには、--help を java -jar target/microprofile-config-bootable.jar コマンドの最後に追加します。
						


	
						Web ブラウザーで以下の URL を指定して MicroProfile Config アプリケーションにアクセスします。
					
http://localhost:8080/config/json

	
						検証: ターミナルで以下のコマンドを実行し、アプリケーションが適切に動作します。
					
curl http://localhost:8080/config/json

						以下が想定される出力です。
					
{"result":"Hello foo"}



関連情報
	
						使用できる MicroProfile Config 機能の詳細は、MicroProfile Config を参照してください。
					
	
						ConfigSource の詳細は、MicroProfile Config reference を参照してください。
					



JBoss EAP ベアメタルプラットフォームでの起動可能な JAR の作成




				JBoss EAP ベアメタルプラットフォームで、アプリケーションを起動可能な hollow JAR としてパッケージ化できます。
			

				起動可能な hollow JAR には JBoss EAP サーバーのみが含まれます。起動可能な hollow JAR は JBoss EAP JAR Maven プラグインによってパッケージ化されます。アプリケーションはサーバーランタイム時に提供されます。起動可能な JAR は、異なるアプリケーションのサーバー設定を再利用する必要がある場合に便利です。
			
前提条件
	
						Maven プロジェクトを作成し、親依存関係を設定して、アプリケーションを作成するための依存関係を追加している。MicroProfile Config の開発 を参照してください。
					
	
						JBoss EAP ベアメタルプラットフォームでの起動可能な JAR の使用 で説明されている pom.xml ファイル設定手順を完了している。
					
	
						MAVEN_PLUGIN_VERSION.X.GA.Final-redhat-00001 などの最新の Maven プラグインバージョンを確認している。MAVEN_PLUGIN_VERSION はメジャーバージョンで、X はマイクロバージョンです。/ga/org/wildfly/plugins/wildfly-jar-maven-plugin のインデックス を参照してください。
					
	
						3.0.X.GA-redhat-BUILD_NUMBER などの最新の Galleon feature-pack バージョンを確認している。X は JBoss EAP XP のマイクロバージョンで、BUILD_NUMBER は Galleon 機能パックのビルド番号。JBoss EAP XP 3.0.0 製品のライフサイクル中に、X と BUILD_NUMBER の両方を進化できます。Index of /ga/org/jboss/eap/wildfly-galleon-pack のインデックス を参照してください。
					


注記

					この手順の例では、Galleon 機能パックバージョンに ${jboss.xp.galleon.feature.pack.version} を指定しますが、プロジェクトでプロパティーを設定する必要があります。以下に例を示します。
				
<properties>
    <jboss.xp.galleon.feature.pack.version>3.0.0.GA-redhat-00001</jboss.xp.galleon.feature.pack.version>
</properties>

手順
	
						起動可能な hollow JAR をビルドするには、プロジェクトの pom.xml ファイルで <hollow-jar> プラグイン設定要素を true に設定する必要があります。以下に例を示します。
					


<plugins>
        <plugin>
            ...
            <configuration>
                <!-- This example configuration does not show a complete plug-in configuration -->
                 ...
                <feature-pack-location>org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack:${jboss.xp.galleon.feature.pack.version}</feature-pack-location>
                 <hollow-jar>true</hollow-jar>
            </configuration>
         </plugin>
</plugins>
注記

					<hollow-jar> 要素で true を指定すると、JBoss EAP JAR Maven プラグインにアプリケーションが含まれません。
				

	
						起動可能な hollow JAR をビルドします。
					
$ mvn clean package

	
						起動可能な hollow JAR を実行します。
					
$ java -jar target/microprofile-config-bootable.jar --deployment=target/microprofile-config.war
重要

							サーバーにデプロイする WAR ファイルへのパスを指定するには、以下の引数を使用します。<PATH_NAME> は、デプロイメントへのパスになります。
						
--deployment=<PATH_NAME>


	
						アプリケーションにアクセスします。
					
$ curl http://localhost:8080/microprofile-config/config/json
注記

							root ディレクトリーに Web アプリケーションを登録するには、アプリケーションに ROOT.war という名前を付けます。
						




関連情報
	
						使用できる MicroProfile 機能の詳細は、MicroProfile Config を参照してください。
					
	
						JBoss EAP XP 3.0.0 でサポートされる JBoss EAP JAR Maven プラグインの詳細は、JBoss EAP Maven プラグイン を参照してください。
					



CLI スクリプト




				CLI スクリプトを作成して、起動可能な JAR のパッケージング中にサーバーを設定できます。
			

				CLI スクリプトは、追加のサーバー設定を適用するために使用できる一連の CLI コマンドが含まれるテキストファイルです。たとえば、スクリプトを作成して新しいロガーを logging サブシステムに追加できます。
			

				CLI スクリプトでより複雑な操作を指定することもできます。たとえば、セキュリティー管理操作を単一のコマンドにグループ化して、管理 HTTP エンドポイントの HTTP 認証を有効にできます。
			
注記

					アプリケーションを起動可能な JAR としてパッケージ化する前に、プラグイン設定の <cli-session> 要素に CLI スクリプトを定義する必要があります。これにより、起動可能な JAR をパッケージ化した後にサーバー設定が維持されるようになります。
				


				事前定義された Galleon レイヤーを組み合わせて、アプリケーションをデプロイするサーバーを設定できますが、制限はあります。たとえば、起動可能な JAR のパッケージ化時に Galleon レイヤーを使用して HTTPS undertow リスナーを有効にすることはできません。代わりに、CLI スクリプトを使用する必要があります。
			

				CLI スクリプトは、pom.xml ファイルの <cli-session> 要素に定義する必要があります。以下の表は、CLI セッション属性のタイプを示しています。
			
表8.2 CLI スクリプトの属性
	引数	説明
	 
								script-files
							

							 	 
								スクリプトファイルへのパスの一覧。
							

							 
	 
								properties-file
							

							 	 
								プロパティーファイルへのパスを指定する任意の属性。このファイルは、${my.prop} 構文を使用してスクリプトが参照できる Java プロパティーを一覧表示します。以下の例では、public inet-address を all.addresses の値に設定します。/interface=public:write-attribute(name=inet-address,value=${all.addresses})
							

							 
	 
								resolve-expressions
							

							 	 
								ブール値が含まれる任意の属性です。操作リクエストをサーバーに送信する前にシステムプロパティーまたは式が解決されているかどうかを示します。デフォルト値は true です。
							

							 



注記
	
							CLI スクリプトは、pom.xml ファイルの <cli-session> 要素で定義された順序で起動します。
						
	
							JBoss EAP JAR Maven プラグインは、各 CLI セッションに対して埋め込みサーバーを起動します。そのため、CLI スクリプトは埋め込みサーバーを起動したり、停止したりする必要はありません。
						




JBoss EAP OpenShift プラットフォームでの起動可能な JAR の使用




				アプリケーションを起動可能な JAR としてパッケージ化した後、JBoss EAP OpenShift プラットフォームでアプリケーションを実行できます。
			
重要

					OpenShift では、起動可能な JAR で EAP Operator の自動化トランザクションリカバリー機能を使用することはできません。この技術制限の修正は、今後の JBoss EAP XP 3.0.0 パッチリリースに対して予定されています。
				

前提条件
	
						MicroProfile Config development 用の Maven プロジェクトを作成している。
					
	
						MAVEN_PLUGIN_VERSION.X.GA.Final-redhat-00001 などの最新の Maven プラグインバージョンを確認している。MAVEN_PLUGIN_VERSION はメジャーバージョンで、X はマイクロバージョンです。/ga/org/wildfly/plugins/wildfly-jar-maven-plugin のインデックス を参照してください。
					
	
						3.0.X.GA-redhat-BUILD_NUMBER などの最新の Galleon feature-pack バージョンを確認している。X は JBoss EAP XP 3 のマイクロバージョンで、BUILD_NUMBER は Galleon 機能パックのビルド番号。JBoss EAP XP 3.0.0 製品のライフサイクル中に、X と BUILD_NUMBER の両方を進化できます。Index of /ga/org/jboss/eap/wildfly-galleon-pack のインデックス を参照してください。
					


注記

					この手順の例では、以下のプロパティーを指定します。
				
	
							Maven プラグインバージョンの場合は、${bootable.jar.maven.plugin.version} です。
						
	
							Galleon 機能パックバージョンの場合は、${jboss.xp.galleon.feature.pack.version} です。
						



					これらのプロパティーをプロジェクトで設定する必要があります。以下に例を示します。
				
<properties>
    <bootable.jar.maven.plugin.version>4.0.3.Final-redhat-00001</bootable.jar.maven.plugin.version>
    <jboss.xp.galleon.feature.pack.version>3.0.0.GA-redhat-00001</jboss.xp.galleon.feature.pack.version>
</properties>

手順
	
						以下の内容を pom.xml ファイルの <build> 要素に追加します。最新バージョンの Maven プラグインと、org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack Galleon 機能パックの最新バージョンを指定する必要があります。以下に例を示します。
					
<plugins>
    <plugin>
        <groupId>org.wildfly.plugins</groupId>
        <artifactId>wildfly-jar-maven-plugin</artifactId>
        <version>${bootable.jar.maven.plugin.version}</version>
        <configuration>
            <feature-pack-location>org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack:${jboss.xp.galleon.feature.pack.version}</feature-pack-location>
            <layers>
                <layer>jaxrs-server</layer>
                <layer>microprofile-platform</layer>
            </layers>
            <cloud/>
            </configuration>
            <executions>
                <execution>
                    <goals>
                        <goal>package</goal>
                    </goals>
                </execution>
            </executions>
    </plugin>
</plugins>
注記

							<cloud/> 要素をプラグイン設定の <configuration> 要素に含める必要があります。そのため、JBoss EAP Maven JAR プラグインは OpenShift プラットフォームを選択できます。
						


	
						アプリケーションをパッケージ化します。
					
$ mvn package

	
						oc login コマンドを使用して、OpenShift インスタンスにログインします。
					
	
						OpenShift で新しいプロジェクトを作成します。以下に例を示します。
					
$ oc new-project bootable-jar-project

	
						以下の oc コマンドを入力してアプリケーションイメージを作成します。
					
$ mkdir target/openshift && cp target/microprofile-config-bootable.jar target/openshift  [image: 1]

$ oc import-image ubi8/openjdk-11 --from=registry.redhat.io/ubi8/openjdk-11 --confirm [image: 2]

$ oc new-build --strategy source --binary --image-stream openjdk-11 --name microprofile-config-app [image: 3]

$ oc start-build microprofile-config-app --from-dir target/openshift [image: 4]
	[image: 1] 
	
								ターゲットディレクトリーに openshift サブディレクトリーを作成します。パッケージ化されたアプリケーションが、作成されたサブディレクトリーにコピーされます。
							

	[image: 2] 
	
								最新の OpenJDK 11 イメージストリームタグおよびイメージ情報を OpenShift プロジェクトにインポートします。
							

	[image: 3] 
	
								microprofile-config-app ディレクトリーおよび OpenJDK 11 イメージストリームに基づいてビルド設定を作成します。
							

	[image: 4] 
	
								target/openshift サブディレクトリーをバイナリー入力として使用し、アプリケーションをビルドします。
							



注記

							OpenShift は CLI スクリプトコマンドのセットを起動可能な JAR 設定ファイルに適用し、クラウド環境に合わせて調整します。このスクリプトにアクセスするには、Maven プロジェクト /target directory の bootable-jar-build-artifacts/generated-cli-script.txt ファイルを開きます。
						


	
						検証:
					

						利用可能な OpenShift Pod の一覧を表示し、以下のコマンドを実行して Pod のビルドステータスを確認します。
					
$ oc get pods

						ビルドされたアプリケーションイメージを確認します。
					
$ oc get is microprofile-config-app

						出力には、名前、イメージリポジトリー、タグなどのビルドされたアプリケーションイメージの詳細が表示されます。この手順の例では、イメージストリーム名とタグの出力には microprofile-config-app:latest が表示されます。
					

	
						アプリケーションのデプロイ:
					
$ oc new-app microprofile-config-app

$ oc expose svc/microprofile-config-app
重要

							起動可能な JAR にシステムプロパティーを指定するには、JAVA_OPTS_APPEND 環境変数を使用する必要があります。以下の例は、JAVA_OPTS_APPEND 環境変数の使用方法を示しています。
						
$ oc new-app <_IMAGESTREAM_> -e JAVA_OPTS_APPEND="-Xlog:gc*:file=/tmp/gc.log:time -Dwildfly.statistics-enabled=true"


						新しいアプリケーションが作成され、起動します。アプリケーション設定は新しいサービスとして公開されます。
					

	
						検証: ターミナルで以下のコマンドを実行し、アプリケーションが適切に動作するかどうかをテストします。
					
$ curl http://$(oc get route microprofile-config-app --template='{{ .spec.host }}')/config/json

						想定される出力:
					
{"result":"Hello jim"}



関連情報
	
						MicroProfile の詳細は、MicroProfile Config を参照してください。
					
	
						ConfigSource の詳細は、Default MicroProfile Config attributes を参照してください。
					



OpenShift の起動可能な JAR の設定




				起動可能な JAR を使用する前に、JVM を設定してスタンドアロンサーバーが JBoss EAP for OpenShift で正しく動作することを確認できます。
			

				JAVA_OPTS_APPEND 環境変数を使用して JVM を設定します。JAVA_ARGS コマンドを使用して、起動可能な JAR に引数を提供します。
			

				環境変数を使用してプロパティーの値を設定できます。たとえば、JAVA_OPTS_APPEND 環境変数を使用して、-Dwildfly.statistics-enabled プロパティーを true に設定できます。
			
JAVA_OPTS_APPEND="-Xlog:gc*:file=/tmp/gc.log:time -Dwildfly.statistics-enabled=true"

				サーバーの統計が有効になっているようになりました。
			
注記

					起動可能な JAR に引数を提供する必要がある場合は、JAVA_ARGS 環境変数を使用します。
				


				JBoss EAP for OpenShift は JDK 11 イメージを提供します。起動可能な JAR に関連付けられたアプリケーションを実行するには、まず最新の OpenJDK 11 イメージストリームタグおよびイメージ情報を OpenShift プロジェクトにインポートする必要があります。環境変数を使用して、インポートされたイメージで JVM を設定できます。
			

				JBoss EAP for OpenShift S2I イメージに使用される JVM の設定に同じ設定オプションを適用できますが、以下の違いがあります。
			
	
						オプション: -Xlog 機能は利用できませんが、-Xlog:gc を有効にすることでガベッジコレクションのロギングを設定できます。例: JAVA_OPTS_APPEND="-Xlog:gc*:file=/tmp/gc.log:time"
					
	
						初期メタスペースのサイズを増やすには、GC_METASPACE_SIZE 環境変数を設定します。最適なメタデータのキャパシティパフォーマンスを得るためには、値を 96 に設定します。
					
	
						GC_MAX_METASPACE_SIZE のデフォルト値は 100 に設定されていますが、ガベージコレクション後の最適なメタデータ容量については、少なくとも 256 に設定する必要があります。
					
	
						ランダムなファイルの生成を改善するには、JAVA_OPTS_APPEND 環境変数を使用して、java.security.egd プロパティーを -Djava.security.egd=file:/dev/urandom に設定します。
					



				この設定により、インポートされた OpenJDK 11 イメージで実行される場合に JVM のメモリー設定およびガベージコレクション機能が向上します。
			

OpenShift でのアプリケーションでの ConfigMap の使用




				OpenShift では、デプロイメントコントローラー (dc) を使用して、アプリケーションの実行に使用される Pod に configmap をマウントできます。
			

				ConfigMap は、機密ではないデータをキーと値のペアに保存するために使用される OpenShift リソースです。
			

				microprofile-platform Galleon レイヤーを指定して microprofile-config-smallrye およびすべての拡張機能をサーバー設定に追加してから、CLI スクリプトを使用して新しい ConfigSource をサーバー設定に追加できます。CLI スクリプトは、Maven プロジェクトのルートディレクトリーにある /scripts ディレクトリーなど、アクセス可能なディレクトリーに保存できます。
			

				MicroProfile Config 機能は、SmallRye Config を使用して JBoss EAP に実装され、microprofile-config-smallrye サブシステムによって提供されます。このサブシステムは microprofile-platform Galleon レイヤーに含まれています。
			
前提条件
	
						Maven がインストールされている。
					
	
						JBoss EAP Maven リポジトリーを設定している。
					
	
						アプリケーションを起動可能な JAR としてパッケージ化し、JBoss EAP OpenShift プラットフォームでアプリケーションを実行できます。OpenShift プラットフォーム上でアプリケーションを起動可能な JAR として構築する方法は、JBoss EAP OpenShift プラットフォームでの起動可能な JAR の使用 を参照してください。
					


手順
	
						プロジェクトのルートディレクトリーに scripts という名前のディレクトリーを作成します。以下に例を示します。
					
$ mkdir scripts

	
						cli.properties ファイルを作成し、そのファイルを /scripts ディレクトリーに保存します。このファイルに config.path および config.ordinal システムプロパティーを定義します。以下に例を示します。
					
config.path=/etc/config
config.ordinal=200

	
						mp-config.cli などの CLI スクリプトを作成し、これを /scripts ディレクトリーなどの起動可能な JAR のアクセス可能なディレクトリーに保存します。以下の例は、mp-config.cli スクリプトの内容を示しています。
					
# config map

/subsystem=microprofile-config-smallrye/config-source=os-map:add(dir={path=${config.path}}, ordinal=${config.ordinal})

						mp-config.cli CLI スクリプトは、新しい ConfigSource を作成し、Pipelineal および path の値をプロパティーファイルから取得します。
					

	
						スクリプトを /scripts ディレクトリーに保存します。このディレクトリーは、プロジェクトのルートディレクトリーにあります。
					
	
						既存のプラグイン <configuration> 要素に以下の設定抽出を追加します。
					
<cli-sessions>
    <cli-session>
        <properties-file>
            scripts/cli.properties
        </properties-file>
        <script-files>
            <script>scripts/mp-config.cli</script>
        </script-files>
    </cli-session>
</cli-sessions>

	
						アプリケーションをパッケージ化します。
					
$ mvn package

	
						oc login コマンドを使用して、OpenShift インスタンスにログインします。
					
	
						オプション: target/openshift サブディレクトリーを作成していない場合は、以下のコマンドを実行してサブディレクトリーを作成する必要があります。
					
$ mkdir target/openshift

	
						パッケージ化したアプリケーションを、作成したサブディレクトリーにコピーします。
					
$ cp target/microprofile-config-bootable.jar target/openshift

	
						target/openshift サブディレクトリーをバイナリー入力として使用し、アプリケーションをビルドします。
					
$ oc start-build microprofile-config-app --from-dir target/openshift
注記

							OpenShift は CLI スクリプトコマンドのセットを起動可能な JAR 設定ファイルに適用し、クラウド環境に合わせて調整します。このスクリプトにアクセスするには、Maven プロジェクト /target directory の bootable-jar-build-artifacts/generated-cli-script.txt ファイルを開きます。
						


	
						ConfigMap を作成します。以下に例を示します。
					
$ oc create configmap microprofile-config-map --from-literal=name="Name comes from Openshift ConfigMap"

	
						dc を使用して、ConfigMap をアプリケーションにマウントします。以下に例を示します。
					
$ oc set volume deployments/microprofile-config-app --add --name=config-volume \
--mount-path=/etc/config \
--type=configmap \
--configmap-name=microprofile-config-map

						oc set volume コマンドを実行すると、アプリケーションは新しい設定で再デプロイされます。
					

	
						出力をテストします。
					
$ curl http://$(oc get route microprofile-config-app --template='{{ .spec.host }}')/config/json

						以下が想定される出力です。
					
{"result":"Hello Name comes from Openshift ConfigMap"}



関連情報
	
						MicroProfile Config ConfigSources 属性の詳細は、Default MicroProfile Config attributes を参照してください。
					
	
						起動可能な JAR 引数の情報は、サポートされる起動可能な JAR 引数 を参照してください。
					



起動可能な JAR Maven プロジェクトの作成




				以下の手順に従って、サンプル Maven プロジェクトを作成します。以下の手順を実行する前に、Maven プロジェクトを作成する必要があります。
			
	
						起動可能な JAR の JSON ロギングの有効化
					
	
						複数の起動可能な JAR インスタンスの Web セッションデータストレージの有効化
					
	
						CLI スクリプトを使用した起動可能な JAR の HTTP 認証の有効化
					
	
						Red Hat Single Sign-On での JBoss EAP の起動可能な JAR アプリケーションのセキュア化
					



				プロジェクトの pom.xml ファイルでは、起動可能な JAR のビルドに必要なプロジェクトアーティファクトを取得するように Maven を設定できます。
			
手順
	
						Maven プロジェクトを設定します。
					
$ mvn archetype:generate \
-DgroupId=GROUP_ID \
-DartifactId=ARTIFACT_ID \
-DarchetypeGroupId=org.apache.maven.archetypes \
-DarchetypeArtifactId=maven-archetype-webapp \
-DinteractiveMode=false

						GROUP_ID はプロジェクトの groupId で、ARTIFACT_ID はプロジェクトの artifactId です。
					

	
						pom.xml ファイルで、リモートリポジトリーから JBoss EAP BOM ファイルを取得するように Maven を設定します。
					
<repositories>
    <repository>
        <id>jboss</id>
        <url>https://maven.repository.redhat.com/ga</url>
        <snapshots>
            <enabled>false</enabled>
        </snapshots>
    </repository>
</repositories>
<pluginRepositories>
  <pluginRepository>
      <id>jboss</id>
        <url>https://maven.repository.redhat.com/ga</url>
        <snapshots>
            <enabled>false</enabled>
        </snapshots>
  </pluginRepository>
</pluginRepositories>

	
						jboss-eap-jakartaee8 BOM の Jakarta EE アーティファクトのバージョンを自動的に管理するように Maven を設定するには、プロジェクトの pom.xml ファイルの <dependencyManagement> セクションに BOM を追加します。以下に例を示します。
					
<dependencyManagement>
  <dependencies>
    <dependency>
        <groupId>org.jboss.bom</groupId>
        <artifactId>jboss-eap-jakartaee8</artifactId>
        <version>7.3.4.GA</version>
        <type>pom</type>
        <scope>import</scope>
    </dependency>
  </dependencies>
</dependencyManagement>

	
						以下の例のように、BOM によって管理されるサーブレット API アーティファクトをプロジェクトの pom.xml ファイルの <dependency> セクションに追加します。
					
<dependency>
    <groupId>org.jboss.spec.javax.servlet</groupId>
    <artifactId>jboss-servlet-api_4.0_spec</artifactId>
    <scope>provided</scope>
</dependency>



関連情報
	
						JBoss EAP Maven プラグインの詳細は、JBoss EAP Maven プラグイン を参照してください。
					
	
						Galleon レイヤーの詳細は、起動可能な JAR サーバーの Galleon レイヤーの指定 を参照してください。
					
	
						プロジェクトで Red Hat Single Sign-On Galleon 機能パックを含める方法は、Red Hat Single Sign-On での JBoss EAP の起動可能な JAR アプリケーションのセキュア化 を参照してください。
					



起動可能な JAR の JSON ロギングの有効化




				CLI スクリプトを使用してサーバーロギング設定を設定すると、起動可能な JAR の JSON ロギングを有効にできます。JSON ロギングを有効にすると、JSON フォーマッターを使用してログメッセージを JSON 形式で表示できます。
			

				この手順の例では、ベアメタルプラットフォームおよび OpenShift プラットフォームで、起動可能な JAR の JSON ロギングを有効にする方法を説明します。
			
前提条件
	
						MAVEN_PLUGIN_VERSION.X.GA.Final-redhat-00001 などの最新の Maven プラグインバージョンを確認している。MAVEN_PLUGIN_VERSION はメジャーバージョンで、X はマイクロバージョンです。/ga/org/wildfly/plugins/wildfly-jar-maven-plugin のインデックス を参照してください。
					
	
						3.0.X.GA-redhat-BUILD_NUMBER などの最新の Galleon 機能パックバージョンを確認している。X は JBoss EAP XP のマイナーバージョンで、BUILD_NUMBER は Galleon 機能パックのビルド番号。JBoss EAP XP 3.0.0 製品のライフサイクル中に、X と BUILD_NUMBER の両方を進化できます。Index of /ga/org/jboss/eap/wildfly-galleon-pack のインデックス を参照してください。
					
	
						Maven プロジェクトを作成し、親依存関係を設定して、アプリケーションを作成するための依存関係を追加している。起動可能な JAR Maven プロジェクトの作成 を参照してください。
					
重要

							Maven プロジェクトの Maven archetype で、プロジェクト固有の groupID および artifactID を指定する必要があります。以下に例を示します。
						
$ mvn archetype:generate \
-DgroupId=com.example.logging \
-DartifactId=logging \
-DarchetypeGroupId=org.apache.maven.archetypes \
-DarchetypeArtifactId=maven-archetype-webapp \
-DinteractiveMode=false
cd logging

注記

							この手順の例では、以下のプロパティーを指定します。
						
	
									Maven プラグインバージョンの場合は、${bootable.jar.maven.plugin.version} です。
								
	
									Galleon 機能パックバージョンの場合は、${jboss.xp.galleon.feature.pack.version} です。
								



							これらのプロパティーをプロジェクトで設定する必要があります。以下に例を示します。
						
<properties>
    <bootable.jar.maven.plugin.version>4.0.3.Final-redhat-00001</bootable.jar.maven.plugin.version>
    <jboss.xp.galleon.feature.pack.version>3.0.0.GA-redhat-00001</jboss.xp.galleon.feature.pack.version>
</properties>




手順
	
						BOM によって管理される JBoss Logging および Jakarta RESTful Web Services 依存関係を、プロジェクトの pom.xml ファイルの <dependencies> セクションに追加します。以下に例を示します。
					
<dependencies>
    <dependency>
        <groupId>org.jboss.logging</groupId>
        <artifactId>jboss-logging</artifactId>
        <scope>provided</scope>
    </dependency>
    <dependency>
        <groupId>org.jboss.spec.javax.ws.rs</groupId>
        <artifactId>jboss-jaxrs-api_2.1_spec</artifactId>
        <scope>provided</scope>
    </dependency>
</dependencies>

	
						以下の内容を pom.xml ファイルの <build> 要素に追加します。最新バージョンの Maven プラグインと、org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack Galleon 機能パックの最新バージョンを指定する必要があります。以下に例を示します。
					
<plugins>
    <plugin>
        <groupId>org.wildfly.plugins</groupId>
        <artifactId>wildfly-jar-maven-plugin</artifactId>
        <version>${bootable.jar.maven.plugin.version}</version>
        <configuration>
            <feature-packs>
                <feature-pack>
                    <location>org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack:${jboss.xp.galleon.feature.pack.version}</location>
                </feature-pack>
            </feature-packs>
            <layers>
                <layer>jaxrs-server</layer>
             </layers>
        </configuration>
        <executions>
            <execution>
                <goals>
                    <goal>package</goal>
                </goals>
            </execution>
        </executions>
    </plugin>
</plugins>

	
						java ファイルを保存するディレクトリーを作成します。
					
$ mkdir -p APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/logging/

						APPLICATION_ROOT は、アプリケーションの pom.xml 設定ファイルが含まれるディレクトリーです。
					

	
						以下の内容で Java ファイル RestApplication.java を作成し、ファイルを APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/logging/ ディレクトリーに保存します。
					
package com.example.logging;
import javax.ws.rs.ApplicationPath;
import javax.ws.rs.core.Application;

@ApplicationPath("/")
public class RestApplication extends Application {
}

	
						以下の内容で Java ファイル HelloWorldEndpoint.java を作成し、ファイルを APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/logging/ ディレクトリーに保存します。
					
package com.example.logging;

import javax.ws.rs.Path;
import javax.ws.rs.core.Response;
import javax.ws.rs.GET;
import javax.ws.rs.Produces;

import org.jboss.logging.Logger;
@Path("/hello")
public class HelloWorldEndpoint {

    private static Logger log = Logger.getLogger(HelloWorldEndpoint.class.getName());
    @GET
    @Produces("text/plain")
    public Response doGet() {
        log.debug("HelloWorldEndpoint.doGet called");
        return Response.ok("Hello from XP bootable jar!").build();
    }
}

	
						configure-oidc.cli などの CLI スクリプトを作成し、APPLICATION_ROOT/scripts ディレクトリーなどの起動可能な JAR のアクセス可能なディレクトリーに保存します。APPLICATION_ROOT は Maven プロジェクトのルートディレクトリーです。スクリプトには以下のコマンドが含まれている必要があります。
					
/subsystem=logging/logger=com.example.logging:add(level=ALL)
/subsystem=logging/json-formatter=json-formatter:add(exception-output-type=formatted, pretty-print=false, meta-data={version="1"}, key-overrides={timestamp="@timestamp"})
/subsystem=logging/console-handler=CONSOLE:write-attribute(name=level,value=ALL)
/subsystem=logging/console-handler=CONSOLE:write-attribute(name=named-formatter, value=json-formatter)

	
						プラグイン <configuration> 要素に以下の設定抽出を追加します。
					
<cli-sessions>
        <cli-session>
        <script-files>
            <script>scripts/logging.cli</script>
        </script-files>
    </cli-session>
</cli-sessions>

						この例は、アプリケーションの JSON ロギングを有効にするためにサーバーロギング設定ファイルを変更する logging.cli CLI スクリプトを示しています。
					

	
						アプリケーションを起動可能な JAR としてパッケージ化します。
					
$ mvn package

	
						オプション: JBoss EAP ベアメタルプラットフォームでアプリケーションを実行するには、JBoss EAP ベアメタルプラットフォームでの起動可能な JAR の使用 にある手順に従いますが、以下の違いがあります。
					
	
								アプリケーションを起動します。
							
mvn wildfly-jar:run

	
								検証: ブラウザーで http://127.0.0.1:8080/hello に URL を指定すると、アプリケーションにアクセスできます。
							

								予期される出力: アプリケーションコンソールで com.example.logging.HelloWorldEndpoint デバッグトレースを含む JSON 形式のログを表示できます。
							




	
						オプション: JBoss EAP OpenShift プラットフォームでアプリケーションを実行するには、以下の手順を実行します。
					
	
								<cloud/> 要素をプラグイン設定に追加します。以下に例を示します。
							
<plugins>
   <plugin>
       ... <!-- You must evolve the existing configuration with the <cloud/> element  -->
       <configuration >
           ...
           <cloud/>
        </configuration>
    </plugin>
</plugins>

	
								アプリケーションをリビルドします。
							
$ mvn clean package

	
								oc login コマンドを使用して、OpenShift インスタンスにログインします。
							
	
								OpenShift で新しいプロジェクトを作成します。以下に例を示します。
							
$ oc new-project bootable-jar-project

	
								以下の oc コマンドを入力してアプリケーションイメージを作成します。
							
$ mkdir target/openshift && cp target/logging-bootable.jar target/openshift [image: 1]

$ oc import-image ubi8/openjdk-11 --from=registry.redhat.io/ubi8/openjdk-11 --confirm
 [image: 2]

$ oc new-build --strategy source --binary --image-stream openjdk-11 --name logging [image: 3]

$ oc start-build logging --from-dir target/openshift [image: 4]
	[image: 1] 
	
										target/openshift サブディレクトリーを作成します。パッケージ化されたアプリケーションは openshift サブディレクトリーにコピーされます。
									

	[image: 2] 
	
										最新の OpenJDK 11 イメージストリームタグおよびイメージ情報を OpenShift プロジェクトにインポートします。
									

	[image: 3] 
	
										ロギングディレクトリーおよび OpenJDK 11 イメージストリームに基づいてビルド設定を作成します。
									

	[image: 4] 
	
										target/openshift サブディレクトリーをバイナリー入力として使用し、アプリケーションをビルドします。
									




	
								アプリケーションのデプロイ:
							
$ oc new-app logging

$ oc expose svc/logging

	
								ルートの URL を取得します。
							
$ oc get route logging --template='{{ .spec.host }}'

	
								直前のコマンドから返された URL を使用して、Web ブラウザーでアプリケーションにアクセスします。以下に例を示します。
							
http://ROUTE_NAME/hello

	
								Verfication: 以下のコマンドを実行して、利用可能な OpenShift Pod の一覧を表示し、Pod のビルドステータスを確認します。
							
$ oc get pods

								アプリケーションの実行中の Pod ログにアクセスします。APP_POD_NAME は、実行中の Pod ロギングアプリケーションの名前です。
							
$ oc logs APP_POD_NAME

								想定される結果: Pod ログは JSON 形式であり、com.example.logging.HelloWorldEndpoint デバッグトレースが含まれます。
							






関連情報
	
						JBoss EAP のロギング機能に関する詳細は、設定ガイドの JBoss EAP を用いたロギング を参照してください。
					
	
						OpenShift で起動可能な JAR を使用する方法は、JBoss EAP OpenShift プラットフォームでの起動可能な JAR の使用 を参照してください。
					
	
						プロジェクトに JBoss EAP JAR Maven を指定する方法は、起動可能な JAR サーバーの Galleon レイヤーの指定 を参照してください。
					
	
						CLI スクリプトの作成に関する詳細は、CLI スクリプト を参照してください。
					



複数の起動可能な JAR インスタンスの Web セッションデータストレージの有効化




				web クラスター化アプリケーションを起動可能な JAR としてビルドおよびパッケージ化できます。
			
前提条件
	
						MAVEN_PLUGIN_VERSION.X.GA.Final-redhat-00001 などの最新の Maven プラグインバージョンを確認している。MAVEN_PLUGIN_VERSION はメジャーバージョンで、X はマイクロバージョンです。/ga/org/wildfly/plugins/wildfly-jar-maven-plugin のインデックス を参照してください。
					
	
						3.0.X.GA-redhat-BUILD_NUMBER などの最新の Galleon feature-pack バージョンを確認している。X は JBoss EAP XP のマイクロバージョンで、BUILD_NUMBER は Galleon 機能パックのビルド番号。JBoss EAP XP 3.0.0 製品のライフサイクル中に、X と BUILD_NUMBER の両方を進化できます。Index of /ga/org/jboss/eap/wildfly-galleon-pack のインデックス を参照してください。
					
	
						Maven プロジェクトを作成し、親依存関係を設定して、web-clustering アプリケーションを作成するための依存関係を追加している。起動可能な JAR Maven プロジェクトの作成 を参照してください。
					
重要

							Maven プロジェクトを設定する場合は、Maven archetype 設定で値を指定する必要があります。以下に例を示します。
						
$ mvn archetype:generate \
-DgroupId=com.example.webclustering \
-DartifactId=web-clustering \
-DarchetypeGroupId=org.apache.maven.archetypes \
-DarchetypeArtifactId=maven-archetype-webapp \
-DinteractiveMode=false
cd web-clustering

注記

							この手順の例では、以下のプロパティーを指定します。
						
	
									Maven プラグインバージョンの場合は、${bootable.jar.maven.plugin.version} です。
								
	
									Galleon 機能パックバージョンの場合は、${jboss.xp.galleon.feature.pack.version} です。
								



							これらのプロパティーをプロジェクトで設定する必要があります。以下に例を示します。
						
<properties>
    <bootable.jar.maven.plugin.version>4.0.3.Final-redhat-00001</bootable.jar.maven.plugin.version>
    <jboss.xp.galleon.feature.pack.version>3.0.0.GA-redhat-00001</jboss.xp.galleon.feature.pack.version>
</properties>




手順
	
						以下の内容を pom.xml ファイルの <build> 要素に追加します。最新バージョンの Maven プラグインと、org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack Galleon 機能パックの最新バージョンを指定する必要があります。以下に例を示します。
					
<plugins>
    <plugin>
        <groupId>org.wildfly.plugins</groupId>
        <artifactId>wildfly-jar-maven-plugin</artifactId>
        <version>${bootable.jar.maven.plugin.version}</version>
        <configuration>
            <feature-pack-location>org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack:${jboss.xp.galleon.feature.pack.version}</feature-pack-location>
            <layers>
                <layer>datasources-web-server</layer>
                <layer>web-clustering</layer>
            </layers>
        </configuration>
        <executions>
            <execution>
                <goals>
                    <goal>package</goal>
                </goals>
            </execution>
        </executions>
    </plugin>
</plugins>
注記

							この例では、web-clustering Galleon レイヤーを使用して Web セッション共有を有効にします。
						


	
						以下の設定を含む src/main/webapp/WEB-INF ディレクトリーに web.xml ファイルを作成します。
					
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<web-app version="4.0"
         xmlns="http://xmlns.jcp.org/xml/ns/javaee"
         xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
         xsi:schemaLocation="http://xmlns.jcp.org/xml/ns/javaee  http://xmlns.jcp.org/xml/ns/javaee/web-app_4_0.xsd">
    <distributable/>
</web-app>

						<distributable/> タグは、このサーブレットを複数のサーバーに分散できることを示します。
					

	
						java ファイルを保存するディレクトリーを作成します。
					
$ mkdir -p APPLICATION_ROOT
/src/main/java/com/example/webclustering/

						APPLICATION_ROOT は、アプリケーションの pom.xml 設定ファイルが含まれるディレクトリーです。
					

	
						以下の内容で Java ファイル MyServlet.java を作成し、ファイルを APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/webclustering/ ディレクトリーに保存します。
					
package com.example.webclustering;

import java.io.IOException;
import java.io.PrintWriter;
import javax.servlet.ServletException;
import javax.servlet.annotation.WebServlet;
import javax.servlet.http.HttpServlet;
import javax.servlet.http.HttpServletRequest;
import javax.servlet.http.HttpServletResponse;

@WebServlet(urlPatterns = {"/clustering"})
public class MyServlet extends HttpServlet {
    @Override
    protected void doGet(HttpServletRequest request, HttpServletResponse response)
            throws IOException {
        response.setContentType("text/html;charset=UTF-8");
        long t;
        User user = (User) request.getSession().getAttribute("user");
        if (user == null) {
            t = System.currentTimeMillis();
            user = new User(t);
            request.getSession().setAttribute("user", user);
        }
        try (PrintWriter out = response.getWriter()) {
            out.println("<!DOCTYPE html>");
            out.println("<html>");
            out.println("<head>");
            out.println("<title>Web clustering demo</title>");
            out.println("</head>");
            out.println("<body>");
            out.println("<h1>Session id " + request.getSession().getId() + "</h1>");
            out.println("<h1>User Created " + user.getCreated() + "</h1>");
            out.println("<h1>Host Name " + System.getenv("HOSTNAME") + "</h1>");
            out.println("</body>");
            out.println("</html>");
        }
    }
}

						MyServlet.java の内容は、クライアントが HTTP リクエストを送信するエンドポイントを定義します。
					

	
						以下の内容で Java ファイル User.java を作成し、ファイルを APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/webclustering/ ディレクトリーに保存します。
					
package com.example.webclustering;

import java.io.Serializable;

public class User implements Serializable {
    private final long created;

    User(long created) {
        this.created = created;
    }
    public long getCreated() {
        return created;
    }
}

	
						アプリケーションをパッケージ化します。
					
$ mvn package

	
						オプション: JBoss EAP ベアメタルプラットフォームでアプリケーションを実行するには、JBoss EAP ベアメタルプラットフォームでの起動可能な JAR の使用 にある手順に従いますが、以下の違いがあります。
					
	
								JBoss EAP ベアメタルプラットフォームでは、以下の例のように、java -jar コマンドを使用して複数の起動可能な JAR インスタンスを実行できます。
							
$ java -jar target/web-clustering-bootable.jar -Djboss.node.name=node1

$ java -jar target/web-clustering-bootable.jar -Djboss.node.name=node2 -Djboss.socket.binding.port-offset=10

	
								検証: ノード 1 インスタンス (http://127.0.0.1:8080/clustering) でアプリケーションにアクセスできます。ユーザーセッション ID とユーザー相関時間を書き留めます。
							

								このインスタンスを強制終了した後に、ノード 2 インスタンス (http://127.0.0.1:8090/clustering) にアクセスできます。ユーザーは、セッション ID とノード 1 インスタンスのユーザー作成時間と一致する必要があります。
							




	
						オプション: JBoss EAP OpenShift プラットフォームでアプリケーションを実行するには、JBoss EAP OpenShift プラットフォームでの起動可能な JAR の使用 にある手順に従いますが、以下の手順を完了させてください。
					
	
								<cloud/> 要素をプラグイン設定に追加します。以下に例を示します。
							
<plugins>
   <plugin>
       ... <!-- You must evolve the existing configuration with the <cloud/> element  -->
       <configuration >
           ...
           <cloud/>
        </configuration>
    </plugin>
</plugins>

	
								アプリケーションをリビルドします。
							
$ mvn clean package

	
								oc login コマンドを使用して、OpenShift インスタンスにログインします。
							
	
								OpenShift で新しいプロジェクトを作成します。以下に例を示します。
							
$ oc new-project bootable-jar-project

	
								JBoss EAP OpenShift プラットフォームで web-clustering アプリケーションを実行するには、Pod が実行されているサービスアカウントに承認アクセスが付与される必要があります。サービスアカウントは Kubernetes REST API にアクセスできます。以下の例は、サービスアカウントに付与されている認可アクセスを示しています。
							
$ oc policy add-role-to-user view system:serviceaccount:$(oc project -q):default

	
								以下の oc コマンドを入力してアプリケーションイメージを作成します。
							
$ mkdir target/openshift && cp target/web-clustering-bootable.jar target/openshift [image: 1]

$ oc import-image ubi8/openjdk-11 --from=registry.redhat.io/ubi8/openjdk-11 --confirm [image: 2]

$ oc new-build --strategy source --binary --image-stream openjdk-11 --name web-clustering [image: 3]

$ oc start-build web-clustering --from-dir target/openshift [image: 4]
	[image: 1] 
	
										target/openshift サブディレクトリーを作成します。パッケージ化されたアプリケーションは openshift サブディレクトリーにコピーされます。
									

	[image: 2] 
	
										最新の OpenJDK 11 イメージストリームタグおよびイメージ情報を OpenShift プロジェクトにインポートします。
									

	[image: 3] 
	
										web-clustering ディレクトリーおよび OpenJDK 11 イメージストリームに基づいてビルド設定を作成します。
									

	[image: 4] 
	
										target/openshift サブディレクトリーをバイナリー入力として使用し、アプリケーションをビルドします。
									




	
								アプリケーションのデプロイ:
							
$ oc new-app web-clustering -e KUBERNETES_NAMESPACE=$(oc project -q)

$ oc expose svc/web-clustering
重要

									現在の OpenShift namespace の他の Pod を表示するには KUBERNETES_NAMESPACE 環境変数を使用する必要があります。使用しない場合、サーバーは default 名前空間から Pod の取得を試行します。
								


	
								ルートの URL を取得します。
							
$ oc get route web-clustering --template='{{ .spec.host }}'

	
								直前のコマンドから返された URL を使用して、Web ブラウザーでアプリケーションにアクセスします。以下に例を示します。
							
http://ROUTE_NAME/clustering

								ユーザーセッション ID およびユーザー作成時間を書き留めます。
							

	
								アプリケーションを 2 つの Pod にスケーリングします。
							
$ oc scale --replicas=2 deployments web-clustering

	
								以下のコマンドを実行して、利用可能な OpenShift Pod の一覧を表示し、Pod のビルドステータスを確認します。
							
$ oc get pods

	
								oc delete pod web-clustering-POD_NAME コマンドを使用して最も古い Pod を強制終了します。POD_NAME は最も古い Pod の名前です。
							
	
								アプリケーションを再度アクセスします。
							
http://ROUTE_NAME/clustering

								想定される結果: 新規 Pod で生成されるセッション ID および作成時間は、終了した Pod のものに一致します。これは、Web セッションデータストレージが有効になっていることを示します。
							






関連情報
	
						分散可能な Web セッション管理プロファイルの詳細は、開発ガイドの 分散可能な Web セッション設定の distributable-web サブシステム を参照してください。
					
	
						JGroups プロトコルスタックの設定の詳細は、JBoss EAP for OpenShift Container Platform のスタートガイドの JGroups 検出メカニズムの設定 を参照してください。
					



CLI スクリプトを使用した起動可能な JAR の HTTP 認証の有効化




				CLI スクリプトを使用して、起動可能な JAR の HTTP 認証を有効にできます。このスクリプトは、セキュリティーレルムとセキュリティードメインをサーバーに追加します。
			
前提条件
	
						MAVEN_PLUGIN_VERSION.X.GA.Final-redhat-00001 などの最新の Maven プラグインバージョンを確認している。MAVEN_PLUGIN_VERSION はメジャーバージョンで、X はマイクロバージョンです。/ga/org/wildfly/plugins/wildfly-jar-maven-plugin のインデックス を参照してください。
					
	
						3.0.X.GA-redhat-BUILD_NUMBER などの最新の Galleon feature-pack バージョンを確認している。X は JBoss EAP XP のマイクロバージョンで、BUILD_NUMBER は Galleon 機能パックのビルド番号。JBoss EAP XP 3.0.0 製品のライフサイクル中に、X と BUILD_NUMBER の両方を進化できます。Index of /ga/org/jboss/eap/wildfly-galleon-pack のインデックス を参照してください。
					
	
						Maven プロジェクトを作成し、親依存関係を設定して、HTTP 認証を必要とするアプリケーションを作成するための依存関係を追加している。起動可能な JAR Maven プロジェクトの作成 を参照してください。
					
重要

							Maven プロジェクトを設定する場合は、Maven archetype 設定で HTTP 認証値を指定する必要があります。以下に例を示します。
						
$ mvn archetype:generate \
-DgroupId=com.example.auth \
-DartifactId=authentication \
-DarchetypeGroupId=org.apache.maven.archetypes \
-DarchetypeArtifactId=maven-archetype-webapp \
-DinteractiveMode=false
cd authentication

注記

							この手順の例では、以下のプロパティーを指定します。
						
	
									Maven プラグインバージョンの場合は、${bootable.jar.maven.plugin.version} です。
								
	
									Galleon 機能パックバージョンの場合は、${jboss.xp.galleon.feature.pack.version} です。
								



							これらのプロパティーをプロジェクトで設定する必要があります。以下に例を示します。
						
<properties>
    <bootable.jar.maven.plugin.version>4.0.3.Final-redhat-00001</bootable.jar.maven.plugin.version>
    <jboss.xp.galleon.feature.pack.version>3.0.0.GA-redhat-00001</jboss.xp.galleon.feature.pack.version>
</properties>




手順
	
						以下の内容を pom.xml ファイルの <build> 要素に追加します。最新バージョンの Maven プラグインと、org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack Galleon 機能パックの最新バージョンを指定する必要があります。以下に例を示します。
					
<plugins>
    <plugin>
         <groupId>org.wildfly.plugins</groupId>
         <artifactId>wildfly-jar-maven-plugin</artifactId>
         <version>${bootable.jar.maven.plugin.version}</version>
         <configuration>
             <feature-pack-location>org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack:${jboss.xp.galleon.feature.pack.version}</feature-pack-location>
             <layers>
                   <layer>datasources-web-server</layer>
             </layers>
        </configuration>
        <executions>
            <execution>
                <goals>
                    <goal>package</goal>
                 </goals>
            </execution>
        </executions>
    </plugin>
</plugins>

						この例には、elytron サブシステムが含まれる datasources-web-server Galleon レイヤーが含まれていました。
					

	
						src/main/webapp/WEB-INF ディレクトリーの web.xml ファイルを更新します。以下に例を示します。
					
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<web-app version="4.0"
         xmlns="http://xmlns.jcp.org/xml/ns/javaee"
         xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
         xsi:schemaLocation="http://xmlns.jcp.org/xml/ns/javaee  http://xmlns.jcp.org/xml/ns/javaee/web-app_4_0.xsd">

    <login-config>
        <auth-method>BASIC</auth-method>
        <realm-name>Example Realm</realm-name>
    </login-config>

</web-app>

	
						java ファイルを保存するディレクトリーを作成します。
					
$ mkdir -p APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/authentication/

						APPLICATION_ROOT は Maven プロジェクトのルートディレクトリーです。
					

	
						以下の内容で Java ファイル TestServlet.java を作成し、ファイルを APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/authentication/ ディレクトリーに保存します。
					
package com.example.authentication;

import javax.servlet.annotation.HttpMethodConstraint;
import javax.servlet.annotation.ServletSecurity;
import javax.servlet.annotation.WebServlet;
import javax.servlet.http.HttpServlet;
import javax.servlet.http.HttpServletRequest;
import javax.servlet.http.HttpServletResponse;

import java.io.IOException;
import java.io.PrintWriter;

@WebServlet(urlPatterns = "/hello")
@ServletSecurity(httpMethodConstraints = { @HttpMethodConstraint(value = "GET", rolesAllowed = { "Users" }) })
public class TestServlet extends HttpServlet {

    @Override
    protected void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp) throws IOException {
        PrintWriter writer = resp.getWriter();
        writer.println("Hello " + req.getUserPrincipal().getName());
        writer.close();
    }

}

	
						authentication.cli などの CLI スクリプトを作成し、これを APPLICATION_ROOT/scripts ディレクトリーなどの起動可能な JAR のアクセス可能なディレクトリーに保存します。スクリプトには以下のコマンドが含まれている必要があります。
					
/subsystem=elytron/properties-realm=bootable-realm:add(users-properties={relative-to=jboss.server.config.dir, path=bootable-users.properties, plain-text=true}, groups-properties={relative-to=jboss.server.config.dir, path=bootable-groups.properties})
/subsystem=elytron/security-domain=BootableDomain:add(default-realm=bootable-realm, permission-mapper=default-permission-mapper, realms=[{realm=bootable-realm, role-decoder=groups-to-roles}])

/subsystem=undertow/application-security-domain=other:write-attribute(name=security-domain, value=BootableDomain)

	
						プラグイン <configuration> 要素に以下の設定抽出を追加します。
					
<cli-sessions>
    <cli-session>
        <script-files>
            <script>scripts/authentication.cli</script>
        </script-files>
    </cli-session>
</cli-sessions>

						この例は、サーバーに定義されたセキュリティードメインにデフォルトの undertow セキュリティードメインを設定する authentication.cli CLI スクリプトを示しています。
					

	
						Maven プロジェクトのルートディレクトリーで、JBoss EAP JAR Maven プラグインが起動可能な JAR に追加するプロパティーファイルを保存するディレクトリーを作成します。
					
$ mkdir -p APPLICATION_ROOT/extra-content/standalone/configuration/

						APPLICATION_ROOT は、アプリケーションの pom.xml 設定ファイルが含まれるディレクトリーです。
					

						このディレクトリーには、bootable-users.properties および bootable-groups.properties などのファイルを保存します。
					

						bootable-users.properties ファイルには以下の内容が含まれます。
					
testuser=bootable_password

						bootable-groups.properties ファイルには以下の内容が含まれます。
					
testuser=Users

	
						以下の extra-content-content-dirs 要素を既存の <configuration> 要素に追加します。
					
<extra-server-content-dirs>
            <extra-content>extra-content</extra-content>
</extra-server-content-dirs>

						extra-content ディレクトリーには、プロパティーファイルが含まれます。
					

	
						アプリケーションを起動可能な JAR としてパッケージ化します。
					
$ mvn package

	
						アプリケーションを起動します。
					
mvn wildfly-jar:run

	
						サーブレットを呼び出しますが、認証情報は指定しないでください。
					
curl -v http://localhost:8080/hello

						想定される出力:
					
HTTP/1.1 401 Unauthorized
...
WWW-Authenticate: Basic realm="Example Realm"

	
						サーバーを呼び出して認証情報を指定します。以下に例を示します。
					
$ curl -v -u testuser:bootable_password http://localhost:8080/hello

						起動可能な JAR に対して HTTP 認証が有効になっていることを示す HTTP 200 ステータスが返されます。以下に例を示します。
					
HTTP/1.1 200 OK
....
Hello testuser



関連情報
	
						undertow セキュリティードメインの HTTP 認証を有効にする方法は、サーバーセキュリティーの設定方法の CLI セキュリティーコマンドを使用したアプリケーションの HTTP 認証の有効化 を参照してください。
					



Red Hat Single Sign-On での JBoss EAP の起動可能な JAR アプリケーションのセキュア化




				Galleon keycloak-client-oidc レイヤーを使用して、Red Hat Single Sign-On 7.4 OpenID Connect クライアントアダプターでプロビジョニングされたバージョンのサーバーをインストールできます。
			

				keycloak-client-oidc レイヤーは、Red Hat Single Sign-On OpenID Connect クライアントアダプターを Maven プロジェクトに提供します。このレイヤーは、keycloak-adapter-galleon-pack Red Hat Single Sign-On 機能パックに含まれています。
			

				keycloak-adapter-galleon-pack 機能パックを JBoss EAP Maven プラグイン設定に追加し、keycloak-client-oidc を追加できます。Supported Configurations: Red Hat Single Sign-On 7.4 ページにアクセスすると、JBoss EAP と互換性のある Red Hat Single Sign-On クライアントアダプターを表示できます。
			

				この手順の例では、keycloak-client-oidc レイヤーによって提供される JBoss EAP の機能を使用し、JBoss EAP の起動可能な JAR をセキュアにする方法を説明します。
			
前提条件
	
						MAVEN_PLUGIN_VERSION.X.GA.Final-redhat-00001 などの最新の Maven プラグインバージョンを確認している。MAVEN_PLUGIN_VERSION はメジャーバージョンで、X はマイクロバージョンです。/ga/org/wildfly/plugins/wildfly-jar-maven-plugin のインデックス を参照してください。
					
	
						3.0.X.GA-redhat-BUILD_NUMBER などの最新の Galleon feature-pack バージョンを確認している。X は JBoss EAP XP のマイクロバージョンで、BUILD_NUMBER は Galleon 機能パックのビルド番号。JBoss EAP XP 3.0.0 製品のライフサイクル中に、X と BUILD_NUMBER の両方を進化できます。Index of /ga/org/jboss/eap/wildfly-galleon-pack のインデックス を参照してください。
					
	
						org.jboss.sso:keycloak-adapter-galleon-pack:9.0.X:redhat-BUILD_NUMBER などの最新の Red Hat Single Sign-On Galleon 機能パックバージョンを確認している。X は、アプリケーションのセキュア化に使用する Red Hat Single Sign-On のマイクロバージョンである Red Hat Single Sign-On のマイクロバージョンです。BUILD_NUMBER は Red Hat Single Sign-On Galleon 機能パックのビルド番号です。JBoss EAP XP 3.0.0 製品のライフサイクル中に、X と BUILD_NUMBER の両方を進化できます。/ga/org/jboss/sso/keycloak-adapter-galleon-pack のインデックス を参照してください。
					
	
						Red Hat Single Sign-On でセキュア化するアプリケーションを作成するために、Maven プロジェクトを作成し、親依存関係を設定して依存関係を追加している。起動可能な JAR Maven プロジェクトの作成 を参照してください。
					
	
						8090 ポートで実行している Red Hat Single Sign-On サーバーがある。Red Hat Single Sign-On サーバーの起動 を参照してください。
					
	
						Red Hat Single Sign-On 管理コンソールにログインし、以下のメタデータを作成している。
					
	
								demo という名前のレルム。
							
	
								Users という名前のロール。
							
	
								ユーザーおよびパスワードUsers ロールをユーザーに割り当てる必要があります。
							
	
								ルート URL を含むパブリッククライアントの Web アプリケーション。この手順の例では、web アプリケーションおよび Root URL http://localhost:8080/simple-webapp/secured として simple-webapp を定義します。
							
重要

									Maven プロジェクトを設定する場合は、Maven archetype で Red Hat Single Sign-On でセキュリティー保護するアプリケーションの値を指定する必要があります。以下に例を示します。
								
$ mvn archetype:generate \
-DgroupId=com.example.keycloak \
-DartifactId=simple-webapp \
-DarchetypeGroupId=org.apache.maven.archetypes \
-DarchetypeArtifactId=maven-archetype-webapp \
-DinteractiveMode=false
cd simple-webapp

注記

									この手順の例では、以下のプロパティーを指定します。
								
	
											Maven プラグインバージョンの場合は、${bootable.jar.maven.plugin.version} です。
										
	
											Galleon 機能パックバージョンの場合は、${jboss.xp.galleon.feature.pack.version} です。
										
	
											Red Hat Single Sign-On 機能パックバージョンの場合は、${keycloak.feature.pack.version} です。
										



									これらのプロパティーをプロジェクトで設定する必要があります。以下に例を示します。
								
<properties>
    <bootable.jar.maven.plugin.version>4.0.3.Final-redhat-00001</bootable.jar.maven.plugin.version>
    <jboss.xp.galleon.feature.pack.version>3.0.0.GA-redhat-00001</jboss.xp.galleon.feature.pack.version>
    <keycloak.feature.pack.version>9.0.10.redhat-00001</keycloak.feature.pack.version>
</properties>







手順
	
						以下の内容を pom.xml ファイルの <build> 要素に追加します。最新バージョンの Maven プラグインと、org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack Galleon 機能パックの最新バージョンを指定する必要があります。以下に例を示します。
					
<plugins>
    <plugin>
        <groupId>org.wildfly.plugins</groupId>
        <artifactId>wildfly-jar-maven-plugin</artifactId>
        <version>${bootable.jar.maven.plugin.version}</version>
        <configuration>
            <feature-packs>
                <feature-pack>
                    <location>org.jboss.eap:wildfly-galleon-pack:${jboss.xp.galleon.feature.pack.version}</location>
                </feature-pack>
                <feature-pack>
                    <location>org.jboss.sso:keycloak-adapter-galleon-pack:${keycloak.feature.pack.version}</location>
                </feature-pack>
            </feature-packs>
            <layers>
                <layer>datasources-web-server</layer>
                <layer>keycloak-client-oidc</layer>
            </layers>
        </configuration>
        <executions>
            <execution>
                <goals>
                    <goal>package</goal>
                </goals>
            </execution>
        </executions>
    </plugin>
</plugins>

						Maven プラグインは、Web アプリケーションのデプロイに必要なサブシステムとモジュールをプロビジョニングします。
					

						keycloak-client-oidc レイヤーは、keycloak サブシステムとその依存関係を使用して Red Hat Single Sign-On 認証のサポートをアクティベートすることで、Red Hat Single Sign-On の OpenID Connect クライアントアダプターをプロジェクトに提供します。Red Hat Single Sign-On クライアントアダプターは、Red Hat Single Sign-On でアプリケーションとサービスのセキュリティーを保護するライブラリーです。
					

	
						pom.xml ファイルでは、プラグイン設定で <context-root> を false に設定します。これにより、simple-webapp リソースパスにアプリケーションが登録されます。デフォルトでは、WAR ファイルは root-context パスで登録されます。
					
<configuration>
    ...
     <context-root>false</context-root>
     ...
</configuration>

	
						configure-oidc.cli などの CLI スクリプトを作成し、APPLICATION_ROOT/scripts ディレクトリーなどの起動可能な JAR のアクセス可能なディレクトリーに保存します。APPLICATION_ROOT は Maven プロジェクトのルートディレクトリーです。スクリプトには、以下の例のようなコマンドを含める必要があります。
					
/subsystem=keycloak/secure-deployment=simple-webapp.war:add( \
    realm=demo, \
    resource=simple-webapp, \
    public-client=true, \
    auth-server-url=http://localhost:8090/auth/, \
    ssl-required=EXTERNAL)

						このスクリプトの例では、keycloak サブシステムで secure-deployment=simple-webapp.war リソースを定義します。simple-webapp.war リソースは、起動可能な JAR にデプロイされる WAR ファイルの名前です。
					

	
						プロジェクトの pom.xml ファイルで、以下の設定抽出を既存のプラグイン <configuration> 要素に追加します。
					
<cli-sessions>
    <cli-session>
        <script-files>
            <script>scripts/configure-oidc.cli</script>
        </script-files>
    </cli-session>
</cli-sessions>

	
						src/main/webapp/WEB-INF ディレクトリーの web.xml ファイルを更新します。以下に例を示します。
					
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<web-app version="2.5" xmlns="http://java.sun.com/xml/ns/javaee"
   xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
   xsi:schemaLocation="http://java.sun.com/xml/ns/javaee http://java.sun.com/xml/ns/javaee/web-app_2_5.xsd"
   metadata-complete="false">

    <login-config>
        <auth-method>BASIC</auth-method>
        <realm-name>Simple Realm</realm-name>
    </login-config>

</web-app>

	
						オプション: ステップ 7 から 9 の代わりに、keycloak.json 記述子を web アプリケーションの WEB-INF ディレクトリーに追加して、Web アプリケーションにサーバー設定を埋め込むことも可能です。以下に例を示します。
					
{
    "realm" : "demo",
    "resource" : "simple-webapp",
    "public-client" : "true",
    "auth-server-url" : "http://localhost:8090/auth/",
    "ssl-required" : "EXTERNAL"
}

						次に、Web アプリケーションの <auth-method> を KEYCLOAK に設定する必要があります。以下のコード例は、<auth-method> を設定する方法を示しています。
					
    <login-config>
        <auth-method>KEYCLOAK</auth-method>
        <realm-name>Simple Realm</realm-name>
    </login-config>

	
						以下の内容で SecuredServlet.java という名前の Java ファイルを作成し、ファイルを APPLICATION_ROOT/src/main/java/com/example/securedservlet/ ディレクトリーに保存します。
					
package com.example.securedservlet;

import java.io.IOException;
import java.io.PrintWriter;
import java.security.Principal;

import javax.servlet.ServletException;
import javax.servlet.annotation.HttpMethodConstraint;
import javax.servlet.annotation.ServletSecurity;
import javax.servlet.annotation.WebServlet;
import javax.servlet.http.HttpServlet;
import javax.servlet.http.HttpServletRequest;
import javax.servlet.http.HttpServletResponse;

@WebServlet("/secured")
@ServletSecurity(httpMethodConstraints = { @HttpMethodConstraint(value = "GET",
    rolesAllowed = { "Users" }) })
public class SecuredServlet extends HttpServlet {

    @Override
    protected void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp) throws ServletException, IOException {
        try (PrintWriter writer = resp.getWriter()) {
            writer.println("<html>");
            writer.println("<head><title>Secured Servlet</title></head>");
            writer.println("<body>");
            writer.println("<h1>Secured Servlet</h1>");
            writer.println("<p>");
            writer.print(" Current Principal '");
            Principal user = req.getUserPrincipal();
            writer.print(user != null ? user.getName() : "NO AUTHENTICATED USER");
            writer.print("'");
            writer.println("    </p>");
            writer.println("  </body>");
            writer.println("</html>");
        }
    }
}

	
						アプリケーションを起動可能な JAR としてパッケージ化します。
					
$ mvn package

	
						アプリケーションを起動します。以下の例では、指定された起動可能な JAR パスから simple-webapp Web アプリケーションを起動します。
					
$ java -jar target/simple-webapp-bootable.jar

	
						Web ブラウザーで以下の URL を指定して、Red Hat Single Sign-On でセキュア化された Web ページにアクセスします。以下の例は、セキュアな simple-webapp Web アプリケーションの URL を示しています。
					
http://localhost:8080/simple-webapp/secured

	
						Red Hat Single Sign-On レルムからユーザーとしてログインします。
					
	
						検証: Web ページに以下の出力が表示されることを確認します。
					
Current Principal '<principal id>'



関連情報
	
						Red Hat Single Sign-On アダプターサブシステムの設定に関する情報は、Securing Applications and Services Guideの JBoss EAP Adapter を参照してください。
					
	
						プロジェクトに JBoss EAP JAR Maven を指定する方法は、起動可能な JAR サーバーの Galleon レイヤーの指定 を参照してください。
					



dev モードでの起動可能な JAR のパッケージ化




				JBoss EAP JAR Maven プラグインの dev goal は、アプリケーションの開発プロセスを強化する dev モードである Development Mode を提供します。
			

				dev モードでは、アプリケーションに変更を加えた後、起動可能な JAR をリビルドする必要はありません。
			

				この手順のワークフローは、dev モードを使用して起動可能な JAR を設定する方法を示しています。
			
前提条件
	
						Maven がインストールされている。
					
	
						Maven プロジェクトを作成し、親依存関係を設定して、MicroProfile アプリケーションを作成するための依存関係を追加している。MicroProfile Config の開発 を参照してください。
					
	
						Maven プロジェクトの pom.xml ファイルに JBoss EAP JAR Maven プラグイン を指定している。
					


手順
	
						開発モードで起動可能な JAR をビルドして起動します。
					
$ mvn wildfly-jar:dev

						dev モードでは、サーバーデプロイメントスキャナーは target/deployments ディレクトリーを監視するように設定されています。
					

	
						以下のコマンドで、アプリケーションを target/deployments ディレクトリーにビルドしてコピーするよう JBoss EAP Maven プラグインに指示します。
					
$ mvn package -Ddev

						起動可能な JAR 内にパッケージ化されたサーバーは、target/deployments ディレクトリーに保存されているアプリケーションをデプロイします。
					

	
						アプリケーションコードのコードを変更します。
					
	
						mvn package -Ddev を使用して、JBoss EAP Maven プラグインにアプリケーションを再ビルドして再デプロイするように指示します。
					
	
						サーバーの停止以下に例を示します。
					
$ mvn wildfly-jar:shutdown

	
						アプリケーションの変更が完了したら、アプリケーションを起動可能な JAR としてパッケージ化します。
					
$ mvn package




起動可能な JAR への JBoss EAP パッチの適用




				JBoss EAP ベアメタルプラットフォームでは、CLI スクリプトを使用して起動可能な JAR にパッチをインストールできます。
			

				CLI スクリプトは patch apply コマンドを実行し、起動可能な JAR ビルド時にパッチを適用します。
			
重要

					起動可能な JAR にパッチを適用した後は、適用されたパッチからロールバックすることはできません。パッチなしで起動可能な JAR をリビルドする必要があります。
				


				さらに、JBoss EAP JAR Maven プラグインを使用して、起動可能な JAR にレガシーパッチを適用することもできます。このプラグインは、サーバーのパッチに使用される CLI スクリプトを参照する <legacy-patch-cli-script> 設定オプションを提供します。
			
注記

					<legacy-patch-cli-script> の接頭辞 legacy-* は、アーカイブパッチを起動可能な JAR に適用することに関連します。このメソッドは、通常の JBoss EAP ディストリビューションにパッチを適用するのと似ています。
				


				JBoss EAP JAR Maven プラグイン設定で legacy-patch-cleanup オプションを使用して、未使用のパッチコンテンツを削除して、起動可能な JAR のメモリーフットプリントを低減できます。このオプションは、未使用のモジュール依存関係を削除します。このオプションは、パッチ設定ファイルで、デフォルトで false に設定されています。
			

				legacy-patch-cleanup オプションは、以下のパッチコンテンツを削除します。
			
	
						<JBOSS_HOME>/.installation/patches ディレクトリー
					
	
						ベースレイヤーのパッチモジュールの元の場所。
					
	
						パッチによって追加された未使用のモジュールは、既存のモジュールグラフまたはパッチが適用されたモジュールグラフで参照されません。
					
	
						.overlays ファイルに記載されていないディレクトリーのオーバーレイを設定します。
					


重要

					legacy-patch-clean-up オプション変数は、テクノロジープレビューとして提供されます。テクノロジープレビューの機能は、Red Hat の本番環境のサービスレベルアグリーメント (SLA) ではサポートされず、機能的に完全ではないことがあるため、Red Hat は本番環境での使用は推奨しません。テクノロジープレビューの機能は、最新の技術をいち早く提供して、開発段階で機能のテストやフィードバックの収集を可能にするために提供されます。
				

注記

					この手順に概説する情報は、起動可能な JAR にも関係します。
				

前提条件
	
						Red Hat カスタマーポータル でアカウントを設定している。
					
	
						製品のダウンロードページから以下のファイルをダウンロードしている。
					
	
								JBoss EAP 7.4.4 GA パッチ
							
	
								JBoss EAP XP 3.0.0 パッチ
							





手順
	
						起動可能な JAR に適用するレガシーパッチを定義する CLI スクリプトを作成します。スクリプトには、1 つまたは複数の patch apply コマンドが含まれている必要があります。Galleon レイヤーでトリミングされたサーバーにパッチを適用する場合には、--override-all コマンドが必要です。以下に例を示します。
					
patch apply patch-oneoff1.zip --override-all

patch apply patch-oneoff2.zip --override-all

patch info --json-output

	
						pom.xml ファイルの <legacy-patch-cli-script> 要素で CLI スクリプトを参照します。
					
	
						起動可能な JAR をリビルドします。
					


関連情報
	
						JBoss EAP MicroProfile Maven リポジトリーのダウンロードに関する詳細は、Downloading the JBoss EAP MicroProfile Maven repository patch as an archive file を参照してください。
					
	
						CLI スクリプトの作成に関する詳細は、CLI スクリプト を参照してください。
					
	
						テクノロジープレビュー機能の情報は、Red Hat カスタマーポータルの テクノロジープレビュー機能のサポート範囲 を参照してください。
					




第9章 参照



MicroProfile Config リファレンス



デフォルトの MicroProfile Config 属性




					MicroProfile Config 仕様はデフォルトで 3 つの ConfigSource 定義します。
				

					ConfigSources は、通常の番号に従って並べ替えられます。後のデプロイメントのために設定を上書きする必要がある場合は、ordinal の ConfigSource が低いほど、より高い ordinal の ConfigSource が上書きされる前に上書きされます。
				
表9.1 デフォルトの MicroProfile Config 属性
	ConfigSource	ordinal
	 
									システムプロパティー
								

								 	 
									400
								

								 
	 
									環境変数
								

								 	 
									300
								

								 
	 
									プロパティーファイル META-INF/microprofile-config.properties はクラスパスにあります。
								

								 	 
									100
								

								 




MicroProfile Config SmallRye ConfigSources




					microprofile-config-smallrye プロジェクトは、デフォルトの MicroProfile Config ConfigSource に加えて使用できる ConfigSource を定義します。
				
表9.2 追加の MicroProfile Config 属性
	ConfigSource	ordinal
	 
									サブシステムの config-source
								

								 	 
									100
								

								 
	 
									ディレクトリーからの ConfigSource
								

								 	 
									100
								

								 
	 
									クラスからの ConfigSource
								

								 	 
									100
								

								 




					これらの ConfigSource には明示的な ordinal が指定されていません。MicroProfile Config 仕様にあるデフォルトの ordinal 値は継承されます。
				


MicroProfile Fault Tolerance リファレンス



MicroProfile Fault Tolerance 設定プロパティー




					SmallRye Fault Tolerance 仕様では、MicroProfile Fault Tolerance 仕様に定義されたプロパティーに加えて、以下のプロパティーを定義します。
				
表9.3 MicroProfile Fault Tolerance 設定プロパティー
	プロパティー	デフォルト値	説明
	 
									io.smallrye.faulttolerance.globalThreadPoolSize
								

								 	 
									100
								

								 	 
									耐障害性メカニズムによって使用されるスレッドの数。これには、バルクヘッドスレッドプールが含まれません。
								

								 
	 
									io.smallrye.faulttolerance.timeoutExecutorThreads
								

								 	 
									5
								

								 	 
									タイムアウトのスケジューリングに使用するスレッドプールのサイズ。
								

								 





MicroProfile JWT リファレンス



MicroProfile Config JWT 標準プロパティー




					microprofile-jwt-smallrye サブシステムは以下の MicroProfile Config 標準プロパティーをサポートします。
				
表9.4 MicroProfile Config JWT 標準プロパティー
	プロパティー	デフォルト	説明
	 
									mp.jwt.verify.publickey
								

								 	 
									NONE
								

								 	 
									サポートされている形式のいずれかを使用してエンコードされた公開鍵の文字列表現。mp.jwt.verify.publickey.location を設定している場合は設定しないでください。
								

								 
	 
									mp.jwt.verify.publickey.location
								

								 	 
									NONE
								

								 	 
									公開鍵の場所は、相対パスまたは URL です。mp.jwt.verify.publickey を設定している場合は設定しないでください。
								

								 
	 
									mp.jwt.verify.issuer
								

								 	 
									NONE
								

								 	 
									検証している JWT トークンの iss 要求の想定される値。
								

								 




					microprofile-config.properties の設定例:
				
mp.jwt.verify.publickey.location=META-INF/public.pem
mp.jwt.verify.issuer=jwt-issuer


MicroProfile OpenAPI リファレンス



MicroProfile OpenAPI 設定プロパティー




					JBoss EAP は、標準の MicroProfile OpenAPI 設定プロパティーに加え、以下の追加の MicroProfile OpenAPI プロパティーをサポートします。これらのプロパティーは、アプリケーションスコープおよびグローバルスコープの両方に適用できます。
				
表9.5 JBoss EAP での MicroProfile OpenAPI プロパティー
	プロパティー	デフォルト値	説明
	 
									mp.openapi.extensions.enabled
								

								 	 
									true
								

								 	 
									OpenAPI エンドポイントの登録を有効または無効にします。
								

								 
									false に設定すると、OpenAPI ドキュメントの生成を無効にします。config サブシステムを使用するか、/META-INF/microprofile-config.properties などの設定ファイルの各アプリケーションに対して、グローバルに値を設定できます。
								

								 
									このプロパティーをパラメーター化することで、実稼働や開発などの異なる環境で microprofile-openapi-smallrye を選択的に有効または無効にすることができます。
								

								 
									このプロパティーを使用すると、指定の仮想ホストに関連付けられたアプリケーションが MicroProfile OpenAPI モデルを生成するかを制御できます。
								

								 
	 
									mp.openapi.extensions.path
								

								 	 
									/openapi
								

								 	 
									このプロパティーを使用して、仮想ホストに関連付けられた複数のアプリケーションの OpenAPI ドキュメントを生成することができます。
								

								 
									同じ仮想ホストに関連付けられた各アプリケーションに、個別の mp.openapi.extensions.path を設定します。
								

								 
	 
									mp.openapi.extensions.servers.relative
								

								 	 
									true
								

								 	 
									自動生成されるサーバーレコードが絶対的なものであるか OpenAPI エンドポイントの場所と相対的であるかを示します。
								

								 
									root 以外のコンテキストパスが存在するところで OpenAPI ドキュメントの利用者が OpenAPI エンドポイントのホストとの関連した REST サービスへの有効な URL を作成できるようにするサーバーレコードが必要です。
								

								 
									値が true の場合は、サーバーレコードが OpenAPI エンドポイントの場所に対して相対的であることを示します。生成されたレコードには、デプロイメントのコンテキストパスが含まれます。
								

								 
									false に設定すると、JBoss EAP XP は、デプロイメントにアクセスできるすべてのプロトコル、ホスト、およびポートを含むサーバーレコードを生成します。
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# Highlight.js

Highlight.js — это подсветчик синтаксиса, написанный на JavaScript. Он работает
и в браузере, и на сервере. Он работает с практически любой HTML разметкой, не
зависит от каких-либо фреймворков и умеет автоматически определять язык.


## Начало работы

Минимум, что нужно сделать для использования highlight.js на веб-странице — это
подключить библиотеку, CSS-стили и вызывать [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

Библиотека найдёт и раскрасит код внутри тегов `<pre><code>`, попытавшись
автоматически определить язык. Когда автоопределение не срабатывает, можно явно
указать язык в атрибуте class:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

Список поддерживаемых классов языков доступен в [справочнике по классам][8].
Класс также можно предваоить префиксами `language-` или `lang-`.

Чтобы отключить подсветку для какого-то блока, используйте класс `nohighlight`:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Инициализация вручную

Чтобы иметь чуть больше контроля за инициализацией подсветки, вы можете
использовать функции [`highlightBlock`][2] и [`configure`][3]. Таким образом
можно управлять тем, *что* подсвечивать и *когда*.

Вот пример инициализация, эквивалентной вызову [`initHighlightingOnLoad`][1], но
с использованием jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

Вы можете использовать любые теги разметки вместо `<pre><code>`. Если
используете контейнер, не сохраняющий переводы строк, вам нужно сказать
highlight.js использовать для них тег `<br>`:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

Другие опции можно найти в документации функции [`configure`][3].


## Установка библиотеки

Highlight.js можно использовать в браузере прямо с CDN хостинга или скачать
индивидуальную сборку, а также установив модуль на сервере. На
[страница загрузки][4] подробно описаны все варианты.

Обратите внимание, что библиотека не предназначена для использования в виде
исходного кода на GitHub, а требует отдельной сборки. Если вам не подходит ни
один из готовых вариантов, читайте [документацию по сборке][5].


## Лицензия

Highlight.js распространяется под лицензией BSD. Подробнее читайте файл
[LICENSE][10].


## Ссылки

Официальный сайт билиотеки расположен по адресу <https://highlightjs.org/>.

Более подробная документация по API и другим темам расположена на
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Авторы и контрибьютора перечислена в файле [AUTHORS.ru.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.ru.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! jQuery v1.7.1 jquery.com | jquery.org/license */
(function(a,b){function cy(a){return f.isWindow(a)?a:a.nodeType===9?a.defaultView||a.parentWindow:!1}function cv(a){if(!ck[a]){var b=c.body,d=f("<"+a+">").appendTo(b),e=d.css("display");d.remove();if(e==="none"||e===""){cl||(cl=c.createElement("iframe"),cl.frameBorder=cl.width=cl.height=0),b.appendChild(cl);if(!cm||!cl.createElement)cm=(cl.contentWindow||cl.contentDocument).document,cm.write((c.compatMode==="CSS1Compat"?"<!doctype html>":"")+"<html><body>"),cm.close();d=cm.createElement(a),cm.body.appendChild(d),e=f.css(d,"display"),b.removeChild(cl)}ck[a]=e}return ck[a]}function cu(a,b){var c={};f.each(cq.concat.apply([],cq.slice(0,b)),function(){c[this]=a});return c}function ct(){cr=b}function cs(){setTimeout(ct,0);return cr=f.now()}function cj(){try{return new a.ActiveXObject("Microsoft.XMLHTTP")}catch(b){}}function ci(){try{return new a.XMLHttpRequest}catch(b){}}function cc(a,c){a.dataFilter&&(c=a.dataFilter(c,a.dataType));var d=a.dataTypes,e={},g,h,i=d.length,j,k=d[0],l,m,n,o,p;for(g=1;g<i;g++){if(g===1)for(h in a.converters)typeof h=="string"&&(e[h.toLowerCase()]=a.converters[h]);l=k,k=d[g];if(k==="*")k=l;else if(l!=="*"&&l!==k){m=l+" "+k,n=e[m]||e["* "+k];if(!n){p=b;for(o in e){j=o.split(" ");if(j[0]===l||j[0]==="*"){p=e[j[1]+" "+k];if(p){o=e[o],o===!0?n=p:p===!0&&(n=o);break}}}}!n&&!p&&f.error("No conversion from "+m.replace(" "," to ")),n!==!0&&(c=n?n(c):p(o(c)))}}return c}function cb(a,c,d){var e=a.contents,f=a.dataTypes,g=a.responseFields,h,i,j,k;for(i in g)i in d&&(c[g[i]]=d[i]);while(f[0]==="*")f.shift(),h===b&&(h=a.mimeType||c.getResponseHeader("content-type"));if(h)for(i in e)if(e[i]&&e[i].test(h)){f.unshift(i);break}if(f[0]in d)j=f[0];else{for(i in d){if(!f[0]||a.converters[i+" "+f[0]]){j=i;break}k||(k=i)}j=j||k}if(j){j!==f[0]&&f.unshift(j);return d[j]}}function ca(a,b,c,d){if(f.isArray(b))f.each(b,function(b,e){c||bE.test(a)?d(a,e):ca(a+"["+(typeof e=="object"||f.isArray(e)?b:"")+"]",e,c,d)});else if(!c&&b!=null&&typeof b=="object")for(var e in b)ca(a+"["+e+"]",b[e],c,d);else d(a,b)}function b_(a,c){var d,e,g=f.ajaxSettings.flatOptions||{};for(d in c)c[d]!==b&&((g[d]?a:e||(e={}))[d]=c[d]);e&&f.extend(!0,a,e)}function b$(a,c,d,e,f,g){f=f||c.dataTypes[0],g=g||{},g[f]=!0;var h=a[f],i=0,j=h?h.length:0,k=a===bT,l;for(;i<j&&(k||!l);i++)l=h[i](c,d,e),typeof l=="string"&&(!k||g[l]?l=b:(c.dataTypes.unshift(l),l=b$(a,c,d,e,l,g)));(k||!l)&&!g["*"]&&(l=b$(a,c,d,e,"*",g));return l}function bZ(a){return function(b,c){typeof b!="string"&&(c=b,b="*");if(f.isFunction(c)){var d=b.toLowerCase().split(bP),e=0,g=d.length,h,i,j;for(;e<g;e++)h=d[e],j=/^\+/.test(h),j&&(h=h.substr(1)||"*"),i=a[h]=a[h]||[],i[j?"unshift":"push"](c)}}}function bC(a,b,c){var d=b==="width"?a.offsetWidth:a.offsetHeight,e=b==="width"?bx:by,g=0,h=e.length;if(d>0){if(c!=="border")for(;g<h;g++)c||(d-=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0),c==="margin"?d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0:d-=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0;return d+"px"}d=bz(a,b,b);if(d<0||d==null)d=a.style[b]||0;d=parseFloat(d)||0;if(c)for(;g<h;g++)d+=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0,c!=="padding"&&(d+=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0),c==="margin"&&(d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0);return d+"px"}function bp(a,b){b.src?f.ajax({url:b.src,async:!1,dataType:"script"}):f.globalEval((b.text||b.textContent||b.innerHTML||"").replace(bf,"/*$0*/")),b.parentNode&&b.parentNode.removeChild(b)}function bo(a){var b=c.createElement("div");bh.appendChild(b),b.innerHTML=a.outerHTML;return b.firstChild}function bn(a){var b=(a.nodeName||"").toLowerCase();b==="input"?bm(a):b!=="script"&&typeof a.getElementsByTagName!="undefined"&&f.grep(a.getElementsByTagName("input"),bm)}function bm(a){if(a.type==="checkbox"||a.type==="radio")a.defaultChecked=a.checked}function bl(a){return typeof a.getElementsByTagName!="undefined"?a.getElementsByTagName("*"):typeof a.querySelectorAll!="undefined"?a.querySelectorAll("*"):[]}function bk(a,b){var c;if(b.nodeType===1){b.clearAttributes&&b.clearAttributes(),b.mergeAttributes&&b.mergeAttributes(a),c=b.nodeName.toLowerCase();if(c==="object")b.outerHTML=a.outerHTML;else if(c!=="input"||a.type!=="checkbox"&&a.type!=="radio"){if(c==="option")b.selected=a.defaultSelected;else if(c==="input"||c==="textarea")b.defaultValue=a.defaultValue}else a.checked&&(b.defaultChecked=b.checked=a.checked),b.value!==a.value&&(b.value=a.value);b.removeAttribute(f.expando)}}function bj(a,b){if(b.nodeType===1&&!!f.hasData(a)){var c,d,e,g=f._data(a),h=f._data(b,g),i=g.events;if(i){delete h.handle,h.events={};for(c in i)for(d=0,e=i[c].length;d<e;d++)f.event.add(b,c+(i[c][d].namespace?".":"")+i[c][d].namespace,i[c][d],i[c][d].data)}h.data&&(h.data=f.extend({},h.data))}}function bi(a,b){return f.nodeName(a,"table")?a.getElementsByTagName("tbody")[0]||a.appendChild(a.ownerDocument.createElement("tbody")):a}function U(a){var b=V.split("|"),c=a.createDocumentFragment();if(c.createElement)while(b.length)c.createElement(b.pop());return c}function T(a,b,c){b=b||0;if(f.isFunction(b))return f.grep(a,function(a,d){var e=!!b.call(a,d,a);return e===c});if(b.nodeType)return f.grep(a,function(a,d){return a===b===c});if(typeof b=="string"){var d=f.grep(a,function(a){return a.nodeType===1});if(O.test(b))return f.filter(b,d,!c);b=f.filter(b,d)}return f.grep(a,function(a,d){return f.inArray(a,b)>=0===c})}function S(a){return!a||!a.parentNode||a.parentNode.nodeType===11}function K(){return!0}function J(){return!1}function n(a,b,c){var d=b+"defer",e=b+"queue",g=b+"mark",h=f._data(a,d);h&&(c==="queue"||!f._data(a,e))&&(c==="mark"||!f._data(a,g))&&setTimeout(function(){!f._data(a,e)&&!f._data(a,g)&&(f.removeData(a,d,!0),h.fire())},0)}function m(a){for(var b in a){if(b==="data"&&f.isEmptyObject(a[b]))continue;if(b!=="toJSON")return!1}return!0}function l(a,c,d){if(d===b&&a.nodeType===1){var e="data-"+c.replace(k,"-$1").toLowerCase();d=a.getAttribute(e);if(typeof d=="string"){try{d=d==="true"?!0:d==="false"?!1:d==="null"?null:f.isNumeric(d)?parseFloat(d):j.test(d)?f.parseJSON(d):d}catch(g){}f.data(a,c,d)}else d=b}return d}function h(a){var b=g[a]={},c,d;a=a.split(/\s+/);for(c=0,d=a.length;c<d;c++)b[a[c]]=!0;return b}var c=a.document,d=a.navigator,e=a.location,f=function(){function J(){if(!e.isReady){try{c.documentElement.doScroll("left")}catch(a){setTimeout(J,1);return}e.ready()}}var e=function(a,b){return new e.fn.init(a,b,h)},f=a.jQuery,g=a.$,h,i=/^(?:[^#<]*(<[\w\W]+>)[^>]*$|#([\w\-]*)$)/,j=/\S/,k=/^\s+/,l=/\s+$/,m=/^<(\w+)\s*\/?>(?:<\/\1>)?$/,n=/^[\],:{}\s]*$/,o=/\\(?:["\\\/bfnrt]|u[0-9a-fA-F]{4})/g,p=/"[^"\\\n\r]*"|true|false|null|-?\d+(?:\.\d*)?(?:[eE][+\-]?\d+)?/g,q=/(?:^|:|,)(?:\s*\[)+/g,r=/(webkit)[ \/]([\w.]+)/,s=/(opera)(?:.*version)?[ \/]([\w.]+)/,t=/(msie) ([\w.]+)/,u=/(mozilla)(?:.*? rv:([\w.]+))?/,v=/-([a-z]|[0-9])/ig,w=/^-ms-/,x=function(a,b){return(b+"").toUpperCase()},y=d.userAgent,z,A,B,C=Object.prototype.toString,D=Object.prototype.hasOwnProperty,E=Array.prototype.push,F=Array.prototype.slice,G=String.prototype.trim,H=Array.prototype.indexOf,I={};e.fn=e.prototype={constructor:e,init:function(a,d,f){var g,h,j,k;if(!a)return this;if(a.nodeType){this.context=this[0]=a,this.length=1;return this}if(a==="body"&&!d&&c.body){this.context=c,this[0]=c.body,this.selector=a,this.length=1;return this}if(typeof a=="string"){a.charAt(0)!=="<"||a.charAt(a.length-1)!==">"||a.length<3?g=i.exec(a):g=[null,a,null];if(g&&(g[1]||!d)){if(g[1]){d=d instanceof e?d[0]:d,k=d?d.ownerDocument||d:c,j=m.exec(a),j?e.isPlainObject(d)?(a=[c.createElement(j[1])],e.fn.attr.call(a,d,!0)):a=[k.createElement(j[1])]:(j=e.buildFragment([g[1]],[k]),a=(j.cacheable?e.clone(j.fragment):j.fragment).childNodes);return e.merge(this,a)}h=c.getElementById(g[2]);if(h&&h.parentNode){if(h.id!==g[2])return f.find(a);this.length=1,this[0]=h}this.context=c,this.selector=a;return this}return!d||d.jquery?(d||f).find(a):this.constructor(d).find(a)}if(e.isFunction(a))return f.ready(a);a.selector!==b&&(this.selector=a.selector,this.context=a.context);return e.makeArray(a,this)},selector:"",jquery:"1.7.1",length:0,size:function(){return this.length},toArray:function(){return F.call(this,0)},get:function(a){return a==null?this.toArray():a<0?this[this.length+a]:this[a]},pushStack:function(a,b,c){var d=this.constructor();e.isArray(a)?E.apply(d,a):e.merge(d,a),d.prevObject=this,d.context=this.context,b==="find"?d.selector=this.selector+(this.selector?" ":"")+c:b&&(d.selector=this.selector+"."+b+"("+c+")");return d},each:function(a,b){return e.each(this,a,b)},ready:function(a){e.bindReady(),A.add(a);return this},eq:function(a){a=+a;return a===-1?this.slice(a):this.slice(a,a+1)},first:function(){return this.eq(0)},last:function(){return this.eq(-1)},slice:function(){return this.pushStack(F.apply(this,arguments),"slice",F.call(arguments).join(","))},map:function(a){return this.pushStack(e.map(this,function(b,c){return a.call(b,c,b)}))},end:function(){return this.prevObject||this.constructor(null)},push:E,sort:[].sort,splice:[].splice},e.fn.init.prototype=e.fn,e.extend=e.fn.extend=function(){var a,c,d,f,g,h,i=arguments[0]||{},j=1,k=arguments.length,l=!1;typeof i=="boolean"&&(l=i,i=arguments[1]||{},j=2),typeof i!="object"&&!e.isFunction(i)&&(i={}),k===j&&(i=this,--j);for(;j<k;j++)if((a=arguments[j])!=null)for(c in a){d=i[c],f=a[c];if(i===f)continue;l&&f&&(e.isPlainObject(f)||(g=e.isArray(f)))?(g?(g=!1,h=d&&e.isArray(d)?d:[]):h=d&&e.isPlainObject(d)?d:{},i[c]=e.extend(l,h,f)):f!==b&&(i[c]=f)}return i},e.extend({noConflict:function(b){a.$===e&&(a.$=g),b&&a.jQuery===e&&(a.jQuery=f);return e},isReady:!1,readyWait:1,holdReady:function(a){a?e.readyWait++:e.ready(!0)},ready:function(a){if(a===!0&&!--e.readyWait||a!==!0&&!e.isReady){if(!c.body)return setTimeout(e.ready,1);e.isReady=!0;if(a!==!0&&--e.readyWait>0)return;A.fireWith(c,[e]),e.fn.trigger&&e(c).trigger("ready").off("ready")}},bindReady:function(){if(!A){A=e.Callbacks("once memory");if(c.readyState==="complete")return setTimeout(e.ready,1);if(c.addEventListener)c.addEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),a.addEventListener("load",e.ready,!1);else if(c.attachEvent){c.attachEvent("onreadystatechange",B),a.attachEvent("onload",e.ready);var b=!1;try{b=a.frameElement==null}catch(d){}c.documentElement.doScroll&&b&&J()}}},isFunction:function(a){return e.type(a)==="function"},isArray:Array.isArray||function(a){return e.type(a)==="array"},isWindow:function(a){return a&&typeof a=="object"&&"setInterval"in a},isNumeric:function(a){return!isNaN(parseFloat(a))&&isFinite(a)},type:function(a){return a==null?String(a):I[C.call(a)]||"object"},isPlainObject:function(a){if(!a||e.type(a)!=="object"||a.nodeType||e.isWindow(a))return!1;try{if(a.constructor&&!D.call(a,"constructor")&&!D.call(a.constructor.prototype,"isPrototypeOf"))return!1}catch(c){return!1}var d;for(d in a);return d===b||D.call(a,d)},isEmptyObject:function(a){for(var b in a)return!1;return!0},error:function(a){throw new Error(a)},parseJSON:function(b){if(typeof b!="string"||!b)return null;b=e.trim(b);if(a.JSON&&a.JSON.parse)return a.JSON.parse(b);if(n.test(b.replace(o,"@").replace(p,"]").replace(q,"")))return(new Function("return "+b))();e.error("Invalid JSON: "+b)},parseXML:function(c){var d,f;try{a.DOMParser?(f=new DOMParser,d=f.parseFromString(c,"text/xml")):(d=new ActiveXObject("Microsoft.XMLDOM"),d.async="false",d.loadXML(c))}catch(g){d=b}(!d||!d.documentElement||d.getElementsByTagName("parsererror").length)&&e.error("Invalid XML: "+c);return d},noop:function(){},globalEval:function(b){b&&j.test(b)&&(a.execScript||function(b){a.eval.call(a,b)})(b)},camelCase:function(a){return a.replace(w,"ms-").replace(v,x)},nodeName:function(a,b){return a.nodeName&&a.nodeName.toUpperCase()===b.toUpperCase()},each:function(a,c,d){var f,g=0,h=a.length,i=h===b||e.isFunction(a);if(d){if(i){for(f in a)if(c.apply(a[f],d)===!1)break}else for(;g<h;)if(c.apply(a[g++],d)===!1)break}else if(i){for(f in a)if(c.call(a[f],f,a[f])===!1)break}else for(;g<h;)if(c.call(a[g],g,a[g++])===!1)break;return a},trim:G?function(a){return a==null?"":G.call(a)}:function(a){return a==null?"":(a+"").replace(k,"").replace(l,"")},makeArray:function(a,b){var c=b||[];if(a!=null){var d=e.type(a);a.length==null||d==="string"||d==="function"||d==="regexp"||e.isWindow(a)?E.call(c,a):e.merge(c,a)}return c},inArray:function(a,b,c){var d;if(b){if(H)return H.call(b,a,c);d=b.length,c=c?c<0?Math.max(0,d+c):c:0;for(;c<d;c++)if(c in b&&b[c]===a)return c}return-1},merge:function(a,c){var d=a.length,e=0;if(typeof c.length=="number")for(var f=c.length;e<f;e++)a[d++]=c[e];else while(c[e]!==b)a[d++]=c[e++];a.length=d;return a},grep:function(a,b,c){var d=[],e;c=!!c;for(var f=0,g=a.length;f<g;f++)e=!!b(a[f],f),c!==e&&d.push(a[f]);return d},map:function(a,c,d){var f,g,h=[],i=0,j=a.length,k=a instanceof e||j!==b&&typeof j=="number"&&(j>0&&a[0]&&a[j-1]||j===0||e.isArray(a));if(k)for(;i<j;i++)f=c(a[i],i,d),f!=null&&(h[h.length]=f);else for(g in a)f=c(a[g],g,d),f!=null&&(h[h.length]=f);return h.concat.apply([],h)},guid:1,proxy:function(a,c){if(typeof c=="string"){var d=a[c];c=a,a=d}if(!e.isFunction(a))return b;var f=F.call(arguments,2),g=function(){return a.apply(c,f.concat(F.call(arguments)))};g.guid=a.guid=a.guid||g.guid||e.guid++;return g},access:function(a,c,d,f,g,h){var i=a.length;if(typeof c=="object"){for(var j in c)e.access(a,j,c[j],f,g,d);return a}if(d!==b){f=!h&&f&&e.isFunction(d);for(var k=0;k<i;k++)g(a[k],c,f?d.call(a[k],k,g(a[k],c)):d,h);return a}return i?g(a[0],c):b},now:function(){return(new Date).getTime()},uaMatch:function(a){a=a.toLowerCase();var b=r.exec(a)||s.exec(a)||t.exec(a)||a.indexOf("compatible")<0&&u.exec(a)||[];return{browser:b[1]||"",version:b[2]||"0"}},sub:function(){function a(b,c){return new a.fn.init(b,c)}e.extend(!0,a,this),a.superclass=this,a.fn=a.prototype=this(),a.fn.constructor=a,a.sub=this.sub,a.fn.init=function(d,f){f&&f instanceof e&&!(f instanceof a)&&(f=a(f));return e.fn.init.call(this,d,f,b)},a.fn.init.prototype=a.fn;var b=a(c);return a},browser:{}}),e.each("Boolean Number String Function Array Date RegExp Object".split(" "),function(a,b){I["[object "+b+"]"]=b.toLowerCase()}),z=e.uaMatch(y),z.browser&&(e.browser[z.browser]=!0,e.browser.version=z.version),e.browser.webkit&&(e.browser.safari=!0),j.test(" ")&&(k=/^[\s\xA0]+/,l=/[\s\xA0]+$/),h=e(c),c.addEventListener?B=function(){c.removeEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),e.ready()}:c.attachEvent&&(B=function(){c.readyState==="complete"&&(c.detachEvent("onreadystatechange",B),e.ready())});return e}(),g={};f.Callbacks=function(a){a=a?g[a]||h(a):{};var c=[],d=[],e,i,j,k,l,m=function(b){var d,e,g,h,i;for(d=0,e=b.length;d<e;d++)g=b[d],h=f.type(g),h==="array"?m(g):h==="function"&&(!a.unique||!o.has(g))&&c.push(g)},n=function(b,f){f=f||[],e=!a.memory||[b,f],i=!0,l=j||0,j=0,k=c.length;for(;c&&l<k;l++)if(c[l].apply(b,f)===!1&&a.stopOnFalse){e=!0;break}i=!1,c&&(a.once?e===!0?o.disable():c=[]:d&&d.length&&(e=d.shift(),o.fireWith(e[0],e[1])))},o={add:function(){if(c){var a=c.length;m(arguments),i?k=c.length:e&&e!==!0&&(j=a,n(e[0],e[1]))}return this},remove:function(){if(c){var b=arguments,d=0,e=b.length;for(;d<e;d++)for(var f=0;f<c.length;f++)if(b[d]===c[f]){i&&f<=k&&(k--,f<=l&&l--),c.splice(f--,1);if(a.unique)break}}return this},has:function(a){if(c){var b=0,d=c.length;for(;b<d;b++)if(a===c[b])return!0}return!1},empty:function(){c=[];return this},disable:function(){c=d=e=b;return this},disabled:function(){return!c},lock:function(){d=b,(!e||e===!0)&&o.disable();return this},locked:function(){return!d},fireWith:function(b,c){d&&(i?a.once||d.push([b,c]):(!a.once||!e)&&n(b,c));return this},fire:function(){o.fireWith(this,arguments);return this},fired:function(){return!!e}};return o};var i=[].slice;f.extend({Deferred:function(a){var b=f.Callbacks("once memory"),c=f.Callbacks("once memory"),d=f.Callbacks("memory"),e="pending",g={resolve:b,reject:c,notify:d},h={done:b.add,fail:c.add,progress:d.add,state:function(){return e},isResolved:b.fired,isRejected:c.fired,then:function(a,b,c){i.done(a).fail(b).progress(c);return this},always:function(){i.done.apply(i,arguments).fail.apply(i,arguments);return this},pipe:function(a,b,c){return f.Deferred(function(d){f.each({done:[a,"resolve"],fail:[b,"reject"],progress:[c,"notify"]},function(a,b){var c=b[0],e=b[1],g;f.isFunction(c)?i[a](function(){g=c.apply(this,arguments),g&&f.isFunction(g.promise)?g.promise().then(d.resolve,d.reject,d.notify):d[e+"With"](this===i?d:this,[g])}):i[a](d[e])})}).promise()},promise:function(a){if(a==null)a=h;else for(var b in h)a[b]=h[b];return a}},i=h.promise({}),j;for(j in g)i[j]=g[j].fire,i[j+"With"]=g[j].fireWith;i.done(function(){e="resolved"},c.disable,d.lock).fail(function(){e="rejected"},b.disable,d.lock),a&&a.call(i,i);return i},when:function(a){function m(a){return function(b){e[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):b,j.notifyWith(k,e)}}function l(a){return function(c){b[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):c,--g||j.resolveWith(j,b)}}var b=i.call(arguments,0),c=0,d=b.length,e=Array(d),g=d,h=d,j=d<=1&&a&&f.isFunction(a.promise)?a:f.Deferred(),k=j.promise();if(d>1){for(;c<d;c++)b[c]&&b[c].promise&&f.isFunction(b[c].promise)?b[c].promise().then(l(c),j.reject,m(c)):--g;g||j.resolveWith(j,b)}else j!==a&&j.resolveWith(j,d?[a]:[]);return k}}),f.support=function(){var b,d,e,g,h,i,j,k,l,m,n,o,p,q=c.createElement("div"),r=c.documentElement;q.setAttribute("className","t"),q.innerHTML="   <link/><table></table><a href='/a' style='top:1px;float:left;opacity:.55;'>a</a><input type='checkbox'/>",d=q.getElementsByTagName("*"),e=q.getElementsByTagName("a")[0];if(!d||!d.length||!e)return{};g=c.createElement("select"),h=g.appendChild(c.createElement("option")),i=q.getElementsByTagName("input")[0],b={leadingWhitespace:q.firstChild.nodeType===3,tbody:!q.getElementsByTagName("tbody").length,htmlSerialize:!!q.getElementsByTagName("link").length,style:/top/.test(e.getAttribute("style")),hrefNormalized:e.getAttribute("href")==="/a",opacity:/^0.55/.test(e.style.opacity),cssFloat:!!e.style.cssFloat,checkOn:i.value==="on",optSelected:h.selected,getSetAttribute:q.className!=="t",enctype:!!c.createElement("form").enctype,html5Clone:c.createElement("nav").cloneNode(!0).outerHTML!=="<:nav></:nav>",submitBubbles:!0,changeBubbles:!0,focusinBubbles:!1,deleteExpando:!0,noCloneEvent:!0,inlineBlockNeedsLayout:!1,shrinkWrapBlocks:!1,reliableMarginRight:!0},i.checked=!0,b.noCloneChecked=i.cloneNode(!0).checked,g.disabled=!0,b.optDisabled=!h.disabled;try{delete q.test}catch(s){b.deleteExpando=!1}!q.addEventListener&&q.attachEvent&&q.fireEvent&&(q.attachEvent("onclick",function(){b.noCloneEvent=!1}),q.cloneNode(!0).fireEvent("onclick")),i=c.createElement("input"),i.value="t",i.setAttribute("type","radio"),b.radioValue=i.value==="t",i.setAttribute("checked","checked"),q.appendChild(i),k=c.createDocumentFragment(),k.appendChild(q.lastChild),b.checkClone=k.cloneNode(!0).cloneNode(!0).lastChild.checked,b.appendChecked=i.checked,k.removeChild(i),k.appendChild(q),q.innerHTML="",a.getComputedStyle&&(j=c.createElement("div"),j.style.width="0",j.style.marginRight="0",q.style.width="2px",q.appendChild(j),b.reliableMarginRight=(parseInt((a.getComputedStyle(j,null)||{marginRight:0}).marginRight,10)||0)===0);if(q.attachEvent)for(o in{submit:1,change:1,focusin:1})n="on"+o,p=n in q,p||(q.setAttribute(n,"return;"),p=typeof q[n]=="function"),b[o+"Bubbles"]=p;k.removeChild(q),k=g=h=j=q=i=null,f(function(){var a,d,e,g,h,i,j,k,m,n,o,r=c.getElementsByTagName("body")[0];!r||(j=1,k="position:absolute;top:0;left:0;width:1px;height:1px;margin:0;",m="visibility:hidden;border:0;",n="style='"+k+"border:5px solid #000;padding:0;'",o="<div "+n+"><div></div></div>"+"<table "+n+" cellpadding='0' cellspacing='0'>"+"<tr><td></td></tr></table>",a=c.createElement("div"),a.style.cssText=m+"width:0;height:0;position:static;top:0;margin-top:"+j+"px",r.insertBefore(a,r.firstChild),q=c.createElement("div"),a.appendChild(q),q.innerHTML="<table><tr><td style='padding:0;border:0;display:none'></td><td>t</td></tr></table>",l=q.getElementsByTagName("td"),p=l[0].offsetHeight===0,l[0].style.display="",l[1].style.display="none",b.reliableHiddenOffsets=p&&l[0].offsetHeight===0,q.innerHTML="",q.style.width=q.style.paddingLeft="1px",f.boxModel=b.boxModel=q.offsetWidth===2,typeof q.style.zoom!="undefined"&&(q.style.display="inline",q.style.zoom=1,b.inlineBlockNeedsLayout=q.offsetWidth===2,q.style.display="",q.innerHTML="<div style='width:4px;'></div>",b.shrinkWrapBlocks=q.offsetWidth!==2),q.style.cssText=k+m,q.innerHTML=o,d=q.firstChild,e=d.firstChild,h=d.nextSibling.firstChild.firstChild,i={doesNotAddBorder:e.offsetTop!==5,doesAddBorderForTableAndCells:h.offsetTop===5},e.style.position="fixed",e.style.top="20px",i.fixedPosition=e.offsetTop===20||e.offsetTop===15,e.style.position=e.style.top="",d.style.overflow="hidden",d.style.position="relative",i.subtractsBorderForOverflowNotVisible=e.offsetTop===-5,i.doesNotIncludeMarginInBodyOffset=r.offsetTop!==j,r.removeChild(a),q=a=null,f.extend(b,i))});return b}();var j=/^(?:\{.*\}|\[.*\])$/,k=/([A-Z])/g;f.extend({cache:{},uuid:0,expando:"jQuery"+(f.fn.jquery+Math.random()).replace(/\D/g,""),noData:{embed:!0,object:"clsid:D27CDB6E-AE6D-11cf-96B8-444553540000",applet:!0},hasData:function(a){a=a.nodeType?f.cache[a[f.expando]]:a[f.expando];return!!a&&!m(a)},data:function(a,c,d,e){if(!!f.acceptData(a)){var g,h,i,j=f.expando,k=typeof c=="string",l=a.nodeType,m=l?f.cache:a,n=l?a[j]:a[j]&&j,o=c==="events";if((!n||!m[n]||!o&&!e&&!m[n].data)&&k&&d===b)return;n||(l?a[j]=n=++f.uuid:n=j),m[n]||(m[n]={},l||(m[n].toJSON=f.noop));if(typeof c=="object"||typeof c=="function")e?m[n]=f.extend(m[n],c):m[n].data=f.extend(m[n].data,c);g=h=m[n],e||(h.data||(h.data={}),h=h.data),d!==b&&(h[f.camelCase(c)]=d);if(o&&!h[c])return g.events;k?(i=h[c],i==null&&(i=h[f.camelCase(c)])):i=h;return i}},removeData:function(a,b,c){if(!!f.acceptData(a)){var d,e,g,h=f.expando,i=a.nodeType,j=i?f.cache:a,k=i?a[h]:h;if(!j[k])return;if(b){d=c?j[k]:j[k].data;if(d){f.isArray(b)||(b in d?b=[b]:(b=f.camelCase(b),b in d?b=[b]:b=b.split(" ")));for(e=0,g=b.length;e<g;e++)delete d[b[e]];if(!(c?m:f.isEmptyObject)(d))return}}if(!c){delete j[k].data;if(!m(j[k]))return}f.support.deleteExpando||!j.setInterval?delete j[k]:j[k]=null,i&&(f.support.deleteExpando?delete a[h]:a.removeAttribute?a.removeAttribute(h):a[h]=null)}},_data:function(a,b,c){return f.data(a,b,c,!0)},acceptData:function(a){if(a.nodeName){var b=f.noData[a.nodeName.toLowerCase()];if(b)return b!==!0&&a.getAttribute("classid")===b}return!0}}),f.fn.extend({data:function(a,c){var d,e,g,h=null;if(typeof a=="undefined"){if(this.length){h=f.data(this[0]);if(this[0].nodeType===1&&!f._data(this[0],"parsedAttrs")){e=this[0].attributes;for(var i=0,j=e.length;i<j;i++)g=e[i].name,g.indexOf("data-")===0&&(g=f.camelCase(g.substring(5)),l(this[0],g,h[g]));f._data(this[0],"parsedAttrs",!0)}}return h}if(typeof a=="object")return this.each(function(){f.data(this,a)});d=a.split("."),d[1]=d[1]?"."+d[1]:"";if(c===b){h=this.triggerHandler("getData"+d[1]+"!",[d[0]]),h===b&&this.length&&(h=f.data(this[0],a),h=l(this[0],a,h));return h===b&&d[1]?this.data(d[0]):h}return this.each(function(){var b=f(this),e=[d[0],c];b.triggerHandler("setData"+d[1]+"!",e),f.data(this,a,c),b.triggerHandler("changeData"+d[1]+"!",e)})},removeData:function(a){return this.each(function(){f.removeData(this,a)})}}),f.extend({_mark:function(a,b){a&&(b=(b||"fx")+"mark",f._data(a,b,(f._data(a,b)||0)+1))},_unmark:function(a,b,c){a!==!0&&(c=b,b=a,a=!1);if(b){c=c||"fx";var d=c+"mark",e=a?0:(f._data(b,d)||1)-1;e?f._data(b,d,e):(f.removeData(b,d,!0),n(b,c,"mark"))}},queue:function(a,b,c){var d;if(a){b=(b||"fx")+"queue",d=f._data(a,b),c&&(!d||f.isArray(c)?d=f._data(a,b,f.makeArray(c)):d.push(c));return d||[]}},dequeue:function(a,b){b=b||"fx";var c=f.queue(a,b),d=c.shift(),e={};d==="inprogress"&&(d=c.shift()),d&&(b==="fx"&&c.unshift("inprogress"),f._data(a,b+".run",e),d.call(a,function(){f.dequeue(a,b)},e)),c.length||(f.removeData(a,b+"queue "+b+".run",!0),n(a,b,"queue"))}}),f.fn.extend({queue:function(a,c){typeof a!="string"&&(c=a,a="fx");if(c===b)return f.queue(this[0],a);return this.each(function(){var b=f.queue(this,a,c);a==="fx"&&b[0]!=="inprogress"&&f.dequeue(this,a)})},dequeue:function(a){return this.each(function(){f.dequeue(this,a)})},delay:function(a,b){a=f.fx?f.fx.speeds[a]||a:a,b=b||"fx";return this.queue(b,function(b,c){var d=setTimeout(b,a);c.stop=function(){clearTimeout(d)}})},clearQueue:function(a){return this.queue(a||"fx",[])},promise:function(a,c){function m(){--h||d.resolveWith(e,[e])}typeof a!="string"&&(c=a,a=b),a=a||"fx";var d=f.Deferred(),e=this,g=e.length,h=1,i=a+"defer",j=a+"queue",k=a+"mark",l;while(g--)if(l=f.data(e[g],i,b,!0)||(f.data(e[g],j,b,!0)||f.data(e[g],k,b,!0))&&f.data(e[g],i,f.Callbacks("once memory"),!0))h++,l.add(m);m();return d.promise()}});var o=/[\n\t\r]/g,p=/\s+/,q=/\r/g,r=/^(?:button|input)$/i,s=/^(?:button|input|object|select|textarea)$/i,t=/^a(?:rea)?$/i,u=/^(?:autofocus|autoplay|async|checked|controls|defer|disabled|hidden|loop|multiple|open|readonly|required|scoped|selected)$/i,v=f.support.getSetAttribute,w,x,y;f.fn.extend({attr:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.attr)},removeAttr:function(a){return this.each(function(){f.removeAttr(this,a)})},prop:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.prop)},removeProp:function(a){a=f.propFix[a]||a;return this.each(function(){try{this[a]=b,delete this[a]}catch(c){}})},addClass:function(a){var b,c,d,e,g,h,i;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).addClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"){b=a.split(p);for(c=0,d=this.length;c<d;c++){e=this[c];if(e.nodeType===1)if(!e.className&&b.length===1)e.className=a;else{g=" "+e.className+" ";for(h=0,i=b.length;h<i;h++)~g.indexOf(" "+b[h]+" ")||(g+=b[h]+" ");e.className=f.trim(g)}}}return this},removeClass:function(a){var c,d,e,g,h,i,j;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).removeClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"||a===b){c=(a||"").split(p);for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];if(g.nodeType===1&&g.className)if(a){h=(" "+g.className+" ").replace(o," ");for(i=0,j=c.length;i<j;i++)h=h.replace(" "+c[i]+" "," ");g.className=f.trim(h)}else g.className=""}}return this},toggleClass:function(a,b){var c=typeof a,d=typeof b=="boolean";if(f.isFunction(a))return this.each(function(c){f(this).toggleClass(a.call(this,c,this.className,b),b)});return this.each(function(){if(c==="string"){var e,g=0,h=f(this),i=b,j=a.split(p);while(e=j[g++])i=d?i:!h.hasClass(e),h[i?"addClass":"removeClass"](e)}else if(c==="undefined"||c==="boolean")this.className&&f._data(this,"__className__",this.className),this.className=this.className||a===!1?"":f._data(this,"__className__")||""})},hasClass:function(a){var b=" "+a+" ",c=0,d=this.length;for(;c<d;c++)if(this[c].nodeType===1&&(" "+this[c].className+" ").replace(o," ").indexOf(b)>-1)return!0;return!1},val:function(a){var c,d,e,g=this[0];{if(!!arguments.length){e=f.isFunction(a);return this.each(function(d){var g=f(this),h;if(this.nodeType===1){e?h=a.call(this,d,g.val()):h=a,h==null?h="":typeof h=="number"?h+="":f.isArray(h)&&(h=f.map(h,function(a){return a==null?"":a+""})),c=f.valHooks[this.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[this.type];if(!c||!("set"in c)||c.set(this,h,"value")===b)this.value=h}})}if(g){c=f.valHooks[g.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[g.type];if(c&&"get"in c&&(d=c.get(g,"value"))!==b)return d;d=g.value;return typeof d=="string"?d.replace(q,""):d==null?"":d}}}}),f.extend({valHooks:{option:{get:function(a){var b=a.attributes.value;return!b||b.specified?a.value:a.text}},select:{get:function(a){var b,c,d,e,g=a.selectedIndex,h=[],i=a.options,j=a.type==="select-one";if(g<0)return null;c=j?g:0,d=j?g+1:i.length;for(;c<d;c++){e=i[c];if(e.selected&&(f.support.optDisabled?!e.disabled:e.getAttribute("disabled")===null)&&(!e.parentNode.disabled||!f.nodeName(e.parentNode,"optgroup"))){b=f(e).val();if(j)return b;h.push(b)}}if(j&&!h.length&&i.length)return f(i[g]).val();return h},set:function(a,b){var c=f.makeArray(b);f(a).find("option").each(function(){this.selected=f.inArray(f(this).val(),c)>=0}),c.length||(a.selectedIndex=-1);return c}}},attrFn:{val:!0,css:!0,html:!0,text:!0,data:!0,width:!0,height:!0,offset:!0},attr:function(a,c,d,e){var g,h,i,j=a.nodeType;if(!!a&&j!==3&&j!==8&&j!==2){if(e&&c in f.attrFn)return f(a)[c](d);if(typeof a.getAttribute=="undefined")return f.prop(a,c,d);i=j!==1||!f.isXMLDoc(a),i&&(c=c.toLowerCase(),h=f.attrHooks[c]||(u.test(c)?x:w));if(d!==b){if(d===null){f.removeAttr(a,c);return}if(h&&"set"in h&&i&&(g=h.set(a,d,c))!==b)return g;a.setAttribute(c,""+d);return d}if(h&&"get"in h&&i&&(g=h.get(a,c))!==null)return g;g=a.getAttribute(c);return g===null?b:g}},removeAttr:function(a,b){var c,d,e,g,h=0;if(b&&a.nodeType===1){d=b.toLowerCase().split(p),g=d.length;for(;h<g;h++)e=d[h],e&&(c=f.propFix[e]||e,f.attr(a,e,""),a.removeAttribute(v?e:c),u.test(e)&&c in a&&(a[c]=!1))}},attrHooks:{type:{set:function(a,b){if(r.test(a.nodeName)&&a.parentNode)f.error("type property can't be changed");else if(!f.support.radioValue&&b==="radio"&&f.nodeName(a,"input")){var c=a.value;a.setAttribute("type",b),c&&(a.value=c);return b}}},value:{get:function(a,b){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.get(a,b);return b in a?a.value:null},set:function(a,b,c){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.set(a,b,c);a.value=b}}},propFix:{tabindex:"tabIndex",readonly:"readOnly","for":"htmlFor","class":"className",maxlength:"maxLength",cellspacing:"cellSpacing",cellpadding:"cellPadding",rowspan:"rowSpan",colspan:"colSpan",usemap:"useMap",frameborder:"frameBorder",contenteditable:"contentEditable"},prop:function(a,c,d){var e,g,h,i=a.nodeType;if(!!a&&i!==3&&i!==8&&i!==2){h=i!==1||!f.isXMLDoc(a),h&&(c=f.propFix[c]||c,g=f.propHooks[c]);return d!==b?g&&"set"in g&&(e=g.set(a,d,c))!==b?e:a[c]=d:g&&"get"in g&&(e=g.get(a,c))!==null?e:a[c]}},propHooks:{tabIndex:{get:function(a){var c=a.getAttributeNode("tabindex");return c&&c.specified?parseInt(c.value,10):s.test(a.nodeName)||t.test(a.nodeName)&&a.href?0:b}}}}),f.attrHooks.tabindex=f.propHooks.tabIndex,x={get:function(a,c){var d,e=f.prop(a,c);return e===!0||typeof e!="boolean"&&(d=a.getAttributeNode(c))&&d.nodeValue!==!1?c.toLowerCase():b},set:function(a,b,c){var d;b===!1?f.removeAttr(a,c):(d=f.propFix[c]||c,d in a&&(a[d]=!0),a.setAttribute(c,c.toLowerCase()));return c}},v||(y={name:!0,id:!0},w=f.valHooks.button={get:function(a,c){var d;d=a.getAttributeNode(c);return d&&(y[c]?d.nodeValue!=="":d.specified)?d.nodeValue:b},set:function(a,b,d){var e=a.getAttributeNode(d);e||(e=c.createAttribute(d),a.setAttributeNode(e));return e.nodeValue=b+""}},f.attrHooks.tabindex.set=w.set,f.each(["width","height"],function(a,b){f.attrHooks[b]=f.extend(f.attrHooks[b],{set:function(a,c){if(c===""){a.setAttribute(b,"auto");return c}}})}),f.attrHooks.contenteditable={get:w.get,set:function(a,b,c){b===""&&(b="false"),w.set(a,b,c)}}),f.support.hrefNormalized||f.each(["href","src","width","height"],function(a,c){f.attrHooks[c]=f.extend(f.attrHooks[c],{get:function(a){var d=a.getAttribute(c,2);return d===null?b:d}})}),f.support.style||(f.attrHooks.style={get:function(a){return a.style.cssText.toLowerCase()||b},set:function(a,b){return a.style.cssText=""+b}}),f.support.optSelected||(f.propHooks.selected=f.extend(f.propHooks.selected,{get:function(a){var b=a.parentNode;b&&(b.selectedIndex,b.parentNode&&b.parentNode.selectedIndex);return null}})),f.support.enctype||(f.propFix.enctype="encoding"),f.support.checkOn||f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]={get:function(a){return a.getAttribute("value")===null?"on":a.value}}}),f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]=f.extend(f.valHooks[this],{set:function(a,b){if(f.isArray(b))return a.checked=f.inArray(f(a).val(),b)>=0}})});var z=/^(?:textarea|input|select)$/i,A=/^([^\.]*)?(?:\.(.+))?$/,B=/\bhover(\.\S+)?\b/,C=/^key/,D=/^(?:mouse|contextmenu)|click/,E=/^(?:focusinfocus|focusoutblur)$/,F=/^(\w*)(?:#([\w\-]+))?(?:\.([\w\-]+))?$/,G=function(a){var b=F.exec(a);b&&(b[1]=(b[1]||"").toLowerCase(),b[3]=b[3]&&new RegExp("(?:^|\\s)"+b[3]+"(?:\\s|$)"));return b},H=function(a,b){var c=a.attributes||{};return(!b[1]||a.nodeName.toLowerCase()===b[1])&&(!b[2]||(c.id||{}).value===b[2])&&(!b[3]||b[3].test((c["class"]||{}).value))},I=function(a){return f.event.special.hover?a:a.replace(B,"mouseenter$1 mouseleave$1")};
f.event={add:function(a,c,d,e,g){var h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!(a.nodeType===3||a.nodeType===8||!c||!d||!(h=f._data(a)))){d.handler&&(p=d,d=p.handler),d.guid||(d.guid=f.guid++),j=h.events,j||(h.events=j={}),i=h.handle,i||(h.handle=i=function(a){return typeof f!="undefined"&&(!a||f.event.triggered!==a.type)?f.event.dispatch.apply(i.elem,arguments):b},i.elem=a),c=f.trim(I(c)).split(" ");for(k=0;k<c.length;k++){l=A.exec(c[k])||[],m=l[1],n=(l[2]||"").split(".").sort(),s=f.event.special[m]||{},m=(g?s.delegateType:s.bindType)||m,s=f.event.special[m]||{},o=f.extend({type:m,origType:l[1],data:e,handler:d,guid:d.guid,selector:g,quick:G(g),namespace:n.join(".")},p),r=j[m];if(!r){r=j[m]=[],r.delegateCount=0;if(!s.setup||s.setup.call(a,e,n,i)===!1)a.addEventListener?a.addEventListener(m,i,!1):a.attachEvent&&a.attachEvent("on"+m,i)}s.add&&(s.add.call(a,o),o.handler.guid||(o.handler.guid=d.guid)),g?r.splice(r.delegateCount++,0,o):r.push(o),f.event.global[m]=!0}a=null}},global:{},remove:function(a,b,c,d,e){var g=f.hasData(a)&&f._data(a),h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!!g&&!!(o=g.events)){b=f.trim(I(b||"")).split(" ");for(h=0;h<b.length;h++){i=A.exec(b[h])||[],j=k=i[1],l=i[2];if(!j){for(j in o)f.event.remove(a,j+b[h],c,d,!0);continue}p=f.event.special[j]||{},j=(d?p.delegateType:p.bindType)||j,r=o[j]||[],m=r.length,l=l?new RegExp("(^|\\.)"+l.split(".").sort().join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null;for(n=0;n<r.length;n++)s=r[n],(e||k===s.origType)&&(!c||c.guid===s.guid)&&(!l||l.test(s.namespace))&&(!d||d===s.selector||d==="**"&&s.selector)&&(r.splice(n--,1),s.selector&&r.delegateCount--,p.remove&&p.remove.call(a,s));r.length===0&&m!==r.length&&((!p.teardown||p.teardown.call(a,l)===!1)&&f.removeEvent(a,j,g.handle),delete o[j])}f.isEmptyObject(o)&&(q=g.handle,q&&(q.elem=null),f.removeData(a,["events","handle"],!0))}},customEvent:{getData:!0,setData:!0,changeData:!0},trigger:function(c,d,e,g){if(!e||e.nodeType!==3&&e.nodeType!==8){var h=c.type||c,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(E.test(h+f.event.triggered))return;h.indexOf("!")>=0&&(h=h.slice(0,-1),k=!0),h.indexOf(".")>=0&&(i=h.split("."),h=i.shift(),i.sort());if((!e||f.event.customEvent[h])&&!f.event.global[h])return;c=typeof c=="object"?c[f.expando]?c:new f.Event(h,c):new f.Event(h),c.type=h,c.isTrigger=!0,c.exclusive=k,c.namespace=i.join("."),c.namespace_re=c.namespace?new RegExp("(^|\\.)"+i.join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null,o=h.indexOf(":")<0?"on"+h:"";if(!e){j=f.cache;for(l in j)j[l].events&&j[l].events[h]&&f.event.trigger(c,d,j[l].handle.elem,!0);return}c.result=b,c.target||(c.target=e),d=d!=null?f.makeArray(d):[],d.unshift(c),p=f.event.special[h]||{};if(p.trigger&&p.trigger.apply(e,d)===!1)return;r=[[e,p.bindType||h]];if(!g&&!p.noBubble&&!f.isWindow(e)){s=p.delegateType||h,m=E.test(s+h)?e:e.parentNode,n=null;for(;m;m=m.parentNode)r.push([m,s]),n=m;n&&n===e.ownerDocument&&r.push([n.defaultView||n.parentWindow||a,s])}for(l=0;l<r.length&&!c.isPropagationStopped();l++)m=r[l][0],c.type=r[l][1],q=(f._data(m,"events")||{})[c.type]&&f._data(m,"handle"),q&&q.apply(m,d),q=o&&m[o],q&&f.acceptData(m)&&q.apply(m,d)===!1&&c.preventDefault();c.type=h,!g&&!c.isDefaultPrevented()&&(!p._default||p._default.apply(e.ownerDocument,d)===!1)&&(h!=="click"||!f.nodeName(e,"a"))&&f.acceptData(e)&&o&&e[h]&&(h!=="focus"&&h!=="blur"||c.target.offsetWidth!==0)&&!f.isWindow(e)&&(n=e[o],n&&(e[o]=null),f.event.triggered=h,e[h](),f.event.triggered=b,n&&(e[o]=n));return c.result}},dispatch:function(c){c=f.event.fix(c||a.event);var d=(f._data(this,"events")||{})[c.type]||[],e=d.delegateCount,g=[].slice.call(arguments,0),h=!c.exclusive&&!c.namespace,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s,t;g[0]=c,c.delegateTarget=this;if(e&&!c.target.disabled&&(!c.button||c.type!=="click")){m=f(this),m.context=this.ownerDocument||this;for(l=c.target;l!=this;l=l.parentNode||this){o={},q=[],m[0]=l;for(j=0;j<e;j++)r=d[j],s=r.selector,o[s]===b&&(o[s]=r.quick?H(l,r.quick):m.is(s)),o[s]&&q.push(r);q.length&&i.push({elem:l,matches:q})}}d.length>e&&i.push({elem:this,matches:d.slice(e)});for(j=0;j<i.length&&!c.isPropagationStopped();j++){p=i[j],c.currentTarget=p.elem;for(k=0;k<p.matches.length&&!c.isImmediatePropagationStopped();k++){r=p.matches[k];if(h||!c.namespace&&!r.namespace||c.namespace_re&&c.namespace_re.test(r.namespace))c.data=r.data,c.handleObj=r,n=((f.event.special[r.origType]||{}).handle||r.handler).apply(p.elem,g),n!==b&&(c.result=n,n===!1&&(c.preventDefault(),c.stopPropagation()))}}return c.result},props:"attrChange attrName relatedNode srcElement altKey bubbles cancelable ctrlKey currentTarget eventPhase metaKey relatedTarget shiftKey target timeStamp view which".split(" "),fixHooks:{},keyHooks:{props:"char charCode key keyCode".split(" "),filter:function(a,b){a.which==null&&(a.which=b.charCode!=null?b.charCode:b.keyCode);return a}},mouseHooks:{props:"button buttons clientX clientY fromElement offsetX offsetY pageX pageY screenX screenY toElement".split(" "),filter:function(a,d){var e,f,g,h=d.button,i=d.fromElement;a.pageX==null&&d.clientX!=null&&(e=a.target.ownerDocument||c,f=e.documentElement,g=e.body,a.pageX=d.clientX+(f&&f.scrollLeft||g&&g.scrollLeft||0)-(f&&f.clientLeft||g&&g.clientLeft||0),a.pageY=d.clientY+(f&&f.scrollTop||g&&g.scrollTop||0)-(f&&f.clientTop||g&&g.clientTop||0)),!a.relatedTarget&&i&&(a.relatedTarget=i===a.target?d.toElement:i),!a.which&&h!==b&&(a.which=h&1?1:h&2?3:h&4?2:0);return a}},fix:function(a){if(a[f.expando])return a;var d,e,g=a,h=f.event.fixHooks[a.type]||{},i=h.props?this.props.concat(h.props):this.props;a=f.Event(g);for(d=i.length;d;)e=i[--d],a[e]=g[e];a.target||(a.target=g.srcElement||c),a.target.nodeType===3&&(a.target=a.target.parentNode),a.metaKey===b&&(a.metaKey=a.ctrlKey);return h.filter?h.filter(a,g):a},special:{ready:{setup:f.bindReady},load:{noBubble:!0},focus:{delegateType:"focusin"},blur:{delegateType:"focusout"},beforeunload:{setup:function(a,b,c){f.isWindow(this)&&(this.onbeforeunload=c)},teardown:function(a,b){this.onbeforeunload===b&&(this.onbeforeunload=null)}}},simulate:function(a,b,c,d){var e=f.extend(new f.Event,c,{type:a,isSimulated:!0,originalEvent:{}});d?f.event.trigger(e,null,b):f.event.dispatch.call(b,e),e.isDefaultPrevented()&&c.preventDefault()}},f.event.handle=f.event.dispatch,f.removeEvent=c.removeEventListener?function(a,b,c){a.removeEventListener&&a.removeEventListener(b,c,!1)}:function(a,b,c){a.detachEvent&&a.detachEvent("on"+b,c)},f.Event=function(a,b){if(!(this instanceof f.Event))return new f.Event(a,b);a&&a.type?(this.originalEvent=a,this.type=a.type,this.isDefaultPrevented=a.defaultPrevented||a.returnValue===!1||a.getPreventDefault&&a.getPreventDefault()?K:J):this.type=a,b&&f.extend(this,b),this.timeStamp=a&&a.timeStamp||f.now(),this[f.expando]=!0},f.Event.prototype={preventDefault:function(){this.isDefaultPrevented=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.preventDefault?a.preventDefault():a.returnValue=!1)},stopPropagation:function(){this.isPropagationStopped=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.stopPropagation&&a.stopPropagation(),a.cancelBubble=!0)},stopImmediatePropagation:function(){this.isImmediatePropagationStopped=K,this.stopPropagation()},isDefaultPrevented:J,isPropagationStopped:J,isImmediatePropagationStopped:J},f.each({mouseenter:"mouseover",mouseleave:"mouseout"},function(a,b){f.event.special[a]={delegateType:b,bindType:b,handle:function(a){var c=this,d=a.relatedTarget,e=a.handleObj,g=e.selector,h;if(!d||d!==c&&!f.contains(c,d))a.type=e.origType,h=e.handler.apply(this,arguments),a.type=b;return h}}}),f.support.submitBubbles||(f.event.special.submit={setup:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.add(this,"click._submit keypress._submit",function(a){var c=a.target,d=f.nodeName(c,"input")||f.nodeName(c,"button")?c.form:b;d&&!d._submit_attached&&(f.event.add(d,"submit._submit",function(a){this.parentNode&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("submit",this.parentNode,a,!0)}),d._submit_attached=!0)})},teardown:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.remove(this,"._submit")}}),f.support.changeBubbles||(f.event.special.change={setup:function(){if(z.test(this.nodeName)){if(this.type==="checkbox"||this.type==="radio")f.event.add(this,"propertychange._change",function(a){a.originalEvent.propertyName==="checked"&&(this._just_changed=!0)}),f.event.add(this,"click._change",function(a){this._just_changed&&!a.isTrigger&&(this._just_changed=!1,f.event.simulate("change",this,a,!0))});return!1}f.event.add(this,"beforeactivate._change",function(a){var b=a.target;z.test(b.nodeName)&&!b._change_attached&&(f.event.add(b,"change._change",function(a){this.parentNode&&!a.isSimulated&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("change",this.parentNode,a,!0)}),b._change_attached=!0)})},handle:function(a){var b=a.target;if(this!==b||a.isSimulated||a.isTrigger||b.type!=="radio"&&b.type!=="checkbox")return a.handleObj.handler.apply(this,arguments)},teardown:function(){f.event.remove(this,"._change");return z.test(this.nodeName)}}),f.support.focusinBubbles||f.each({focus:"focusin",blur:"focusout"},function(a,b){var d=0,e=function(a){f.event.simulate(b,a.target,f.event.fix(a),!0)};f.event.special[b]={setup:function(){d++===0&&c.addEventListener(a,e,!0)},teardown:function(){--d===0&&c.removeEventListener(a,e,!0)}}}),f.fn.extend({on:function(a,c,d,e,g){var h,i;if(typeof a=="object"){typeof c!="string"&&(d=c,c=b);for(i in a)this.on(i,c,d,a[i],g);return this}d==null&&e==null?(e=c,d=c=b):e==null&&(typeof c=="string"?(e=d,d=b):(e=d,d=c,c=b));if(e===!1)e=J;else if(!e)return this;g===1&&(h=e,e=function(a){f().off(a);return h.apply(this,arguments)},e.guid=h.guid||(h.guid=f.guid++));return this.each(function(){f.event.add(this,a,e,d,c)})},one:function(a,b,c,d){return this.on.call(this,a,b,c,d,1)},off:function(a,c,d){if(a&&a.preventDefault&&a.handleObj){var e=a.handleObj;f(a.delegateTarget).off(e.namespace?e.type+"."+e.namespace:e.type,e.selector,e.handler);return this}if(typeof a=="object"){for(var g in a)this.off(g,c,a[g]);return this}if(c===!1||typeof c=="function")d=c,c=b;d===!1&&(d=J);return this.each(function(){f.event.remove(this,a,d,c)})},bind:function(a,b,c){return this.on(a,null,b,c)},unbind:function(a,b){return this.off(a,null,b)},live:function(a,b,c){f(this.context).on(a,this.selector,b,c);return this},die:function(a,b){f(this.context).off(a,this.selector||"**",b);return this},delegate:function(a,b,c,d){return this.on(b,a,c,d)},undelegate:function(a,b,c){return arguments.length==1?this.off(a,"**"):this.off(b,a,c)},trigger:function(a,b){return this.each(function(){f.event.trigger(a,b,this)})},triggerHandler:function(a,b){if(this[0])return f.event.trigger(a,b,this[0],!0)},toggle:function(a){var b=arguments,c=a.guid||f.guid++,d=0,e=function(c){var e=(f._data(this,"lastToggle"+a.guid)||0)%d;f._data(this,"lastToggle"+a.guid,e+1),c.preventDefault();return b[e].apply(this,arguments)||!1};e.guid=c;while(d<b.length)b[d++].guid=c;return this.click(e)},hover:function(a,b){return this.mouseenter(a).mouseleave(b||a)}}),f.each("blur focus focusin focusout load resize scroll unload click dblclick mousedown mouseup mousemove mouseover mouseout mouseenter mouseleave change select submit keydown keypress keyup error contextmenu".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a,c){c==null&&(c=a,a=null);return arguments.length>0?this.on(b,null,a,c):this.trigger(b)},f.attrFn&&(f.attrFn[b]=!0),C.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.keyHooks),D.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.mouseHooks)}),function(){function x(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}if(j.nodeType===1){g||(j[d]=c,j.sizset=h);if(typeof b!="string"){if(j===b){k=!0;break}}else if(m.filter(b,[j]).length>0){k=j;break}}j=j[a]}e[h]=k}}}function w(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}j.nodeType===1&&!g&&(j[d]=c,j.sizset=h);if(j.nodeName.toLowerCase()===b){k=j;break}j=j[a]}e[h]=k}}}var a=/((?:\((?:\([^()]+\)|[^()]+)+\)|\[(?:\[[^\[\]]*\]|['"][^'"]*['"]|[^\[\]'"]+)+\]|\\.|[^ >+~,(\[\\]+)+|[>+~])(\s*,\s*)?((?:.|\r|\n)*)/g,d="sizcache"+(Math.random()+"").replace(".",""),e=0,g=Object.prototype.toString,h=!1,i=!0,j=/\\/g,k=/\r\n/g,l=/\W/;[0,0].sort(function(){i=!1;return 0});var m=function(b,d,e,f){e=e||[],d=d||c;var h=d;if(d.nodeType!==1&&d.nodeType!==9)return[];if(!b||typeof b!="string")return e;var i,j,k,l,n,q,r,t,u=!0,v=m.isXML(d),w=[],x=b;do{a.exec(""),i=a.exec(x);if(i){x=i[3],w.push(i[1]);if(i[2]){l=i[3];break}}}while(i);if(w.length>1&&p.exec(b))if(w.length===2&&o.relative[w[0]])j=y(w[0]+w[1],d,f);else{j=o.relative[w[0]]?[d]:m(w.shift(),d);while(w.length)b=w.shift(),o.relative[b]&&(b+=w.shift()),j=y(b,j,f)}else{!f&&w.length>1&&d.nodeType===9&&!v&&o.match.ID.test(w[0])&&!o.match.ID.test(w[w.length-1])&&(n=m.find(w.shift(),d,v),d=n.expr?m.filter(n.expr,n.set)[0]:n.set[0]);if(d){n=f?{expr:w.pop(),set:s(f)}:m.find(w.pop(),w.length===1&&(w[0]==="~"||w[0]==="+")&&d.parentNode?d.parentNode:d,v),j=n.expr?m.filter(n.expr,n.set):n.set,w.length>0?k=s(j):u=!1;while(w.length)q=w.pop(),r=q,o.relative[q]?r=w.pop():q="",r==null&&(r=d),o.relative[q](k,r,v)}else k=w=[]}k||(k=j),k||m.error(q||b);if(g.call(k)==="[object Array]")if(!u)e.push.apply(e,k);else if(d&&d.nodeType===1)for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&(k[t]===!0||k[t].nodeType===1&&m.contains(d,k[t]))&&e.push(j[t]);else for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&k[t].nodeType===1&&e.push(j[t]);else s(k,e);l&&(m(l,h,e,f),m.uniqueSort(e));return e};m.uniqueSort=function(a){if(u){h=i,a.sort(u);if(h)for(var b=1;b<a.length;b++)a[b]===a[b-1]&&a.splice(b--,1)}return a},m.matches=function(a,b){return m(a,null,null,b)},m.matchesSelector=function(a,b){return m(b,null,null,[a]).length>0},m.find=function(a,b,c){var d,e,f,g,h,i;if(!a)return[];for(e=0,f=o.order.length;e<f;e++){h=o.order[e];if(g=o.leftMatch[h].exec(a)){i=g[1],g.splice(1,1);if(i.substr(i.length-1)!=="\\"){g[1]=(g[1]||"").replace(j,""),d=o.find[h](g,b,c);if(d!=null){a=a.replace(o.match[h],"");break}}}}d||(d=typeof b.getElementsByTagName!="undefined"?b.getElementsByTagName("*"):[]);return{set:d,expr:a}},m.filter=function(a,c,d,e){var f,g,h,i,j,k,l,n,p,q=a,r=[],s=c,t=c&&c[0]&&m.isXML(c[0]);while(a&&c.length){for(h in o.filter)if((f=o.leftMatch[h].exec(a))!=null&&f[2]){k=o.filter[h],l=f[1],g=!1,f.splice(1,1);if(l.substr(l.length-1)==="\\")continue;s===r&&(r=[]);if(o.preFilter[h]){f=o.preFilter[h](f,s,d,r,e,t);if(!f)g=i=!0;else if(f===!0)continue}if(f)for(n=0;(j=s[n])!=null;n++)j&&(i=k(j,f,n,s),p=e^i,d&&i!=null?p?g=!0:s[n]=!1:p&&(r.push(j),g=!0));if(i!==b){d||(s=r),a=a.replace(o.match[h],"");if(!g)return[];break}}if(a===q)if(g==null)m.error(a);else break;q=a}return s},m.error=function(a){throw new Error("Syntax error, unrecognized expression: "+a)};var n=m.getText=function(a){var b,c,d=a.nodeType,e="";if(d){if(d===1||d===9){if(typeof a.textContent=="string")return a.textContent;if(typeof a.innerText=="string")return a.innerText.replace(k,"");for(a=a.firstChild;a;a=a.nextSibling)e+=n(a)}else if(d===3||d===4)return a.nodeValue}else for(b=0;c=a[b];b++)c.nodeType!==8&&(e+=n(c));return e},o=m.selectors={order:["ID","NAME","TAG"],match:{ID:/#((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,CLASS:/\.((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,NAME:/\[name=['"]*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)['"]*\]/,ATTR:/\[\s*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)\s*(?:(\S?=)\s*(?:(['"])(.*?)\3|(#?(?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)*)|)|)\s*\]/,TAG:/^((?:[\w\u00c0-\uFFFF\*\-]|\\.)+)/,CHILD:/:(only|nth|last|first)-child(?:\(\s*(even|odd|(?:[+\-]?\d+|(?:[+\-]?\d*)?n\s*(?:[+\-]\s*\d+)?))\s*\))?/,POS:/:(nth|eq|gt|lt|first|last|even|odd)(?:\((\d*)\))?(?=[^\-]|$)/,PSEUDO:/:((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)(?:\((['"]?)((?:\([^\)]+\)|[^\(\)]*)+)\2\))?/},leftMatch:{},attrMap:{"class":"className","for":"htmlFor"},attrHandle:{href:function(a){return a.getAttribute("href")},type:function(a){return a.getAttribute("type")}},relative:{"+":function(a,b){var c=typeof b=="string",d=c&&!l.test(b),e=c&&!d;d&&(b=b.toLowerCase());for(var f=0,g=a.length,h;f<g;f++)if(h=a[f]){while((h=h.previousSibling)&&h.nodeType!==1);a[f]=e||h&&h.nodeName.toLowerCase()===b?h||!1:h===b}e&&m.filter(b,a,!0)},">":function(a,b){var c,d=typeof b=="string",e=0,f=a.length;if(d&&!l.test(b)){b=b.toLowerCase();for(;e<f;e++){c=a[e];if(c){var g=c.parentNode;a[e]=g.nodeName.toLowerCase()===b?g:!1}}}else{for(;e<f;e++)c=a[e],c&&(a[e]=d?c.parentNode:c.parentNode===b);d&&m.filter(b,a,!0)}},"":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("parentNode",b,f,a,d,c)},"~":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("previousSibling",b,f,a,d,c)}},find:{ID:function(a,b,c){if(typeof b.getElementById!="undefined"&&!c){var d=b.getElementById(a[1]);return d&&d.parentNode?[d]:[]}},NAME:function(a,b){if(typeof b.getElementsByName!="undefined"){var c=[],d=b.getElementsByName(a[1]);for(var e=0,f=d.length;e<f;e++)d[e].getAttribute("name")===a[1]&&c.push(d[e]);return c.length===0?null:c}},TAG:function(a,b){if(typeof b.getElementsByTagName!="undefined")return b.getElementsByTagName(a[1])}},preFilter:{CLASS:function(a,b,c,d,e,f){a=" "+a[1].replace(j,"")+" ";if(f)return a;for(var g=0,h;(h=b[g])!=null;g++)h&&(e^(h.className&&(" "+h.className+" ").replace(/[\t\n\r]/g," ").indexOf(a)>=0)?c||d.push(h):c&&(b[g]=!1));return!1},ID:function(a){return a[1].replace(j,"")},TAG:function(a,b){return a[1].replace(j,"").toLowerCase()},CHILD:function(a){if(a[1]==="nth"){a[2]||m.error(a[0]),a[2]=a[2].replace(/^\+|\s*/g,"");var b=/(-?)(\d*)(?:n([+\-]?\d*))?/.exec(a[2]==="even"&&"2n"||a[2]==="odd"&&"2n+1"||!/\D/.test(a[2])&&"0n+"+a[2]||a[2]);a[2]=b[1]+(b[2]||1)-0,a[3]=b[3]-0}else a[2]&&m.error(a[0]);a[0]=e++;return a},ATTR:function(a,b,c,d,e,f){var g=a[1]=a[1].replace(j,"");!f&&o.attrMap[g]&&(a[1]=o.attrMap[g]),a[4]=(a[4]||a[5]||"").replace(j,""),a[2]==="~="&&(a[4]=" "+a[4]+" ");return a},PSEUDO:function(b,c,d,e,f){if(b[1]==="not")if((a.exec(b[3])||"").length>1||/^\w/.test(b[3]))b[3]=m(b[3],null,null,c);else{var g=m.filter(b[3],c,d,!0^f);d||e.push.apply(e,g);return!1}else if(o.match.POS.test(b[0])||o.match.CHILD.test(b[0]))return!0;return b},POS:function(a){a.unshift(!0);return a}},filters:{enabled:function(a){return a.disabled===!1&&a.type!=="hidden"},disabled:function(a){return a.disabled===!0},checked:function(a){return a.checked===!0},selected:function(a){a.parentNode&&a.parentNode.selectedIndex;return a.selected===!0},parent:function(a){return!!a.firstChild},empty:function(a){return!a.firstChild},has:function(a,b,c){return!!m(c[3],a).length},header:function(a){return/h\d/i.test(a.nodeName)},text:function(a){var b=a.getAttribute("type"),c=a.type;return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"text"===c&&(b===c||b===null)},radio:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"radio"===a.type},checkbox:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"checkbox"===a.type},file:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"file"===a.type},password:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"password"===a.type},submit:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"submit"===a.type},image:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"image"===a.type},reset:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"reset"===a.type},button:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return b==="input"&&"button"===a.type||b==="button"},input:function(a){return/input|select|textarea|button/i.test(a.nodeName)},focus:function(a){return a===a.ownerDocument.activeElement}},setFilters:{first:function(a,b){return b===0},last:function(a,b,c,d){return b===d.length-1},even:function(a,b){return b%2===0},odd:function(a,b){return b%2===1},lt:function(a,b,c){return b<c[3]-0},gt:function(a,b,c){return b>c[3]-0},nth:function(a,b,c){return c[3]-0===b},eq:function(a,b,c){return c[3]-0===b}},filter:{PSEUDO:function(a,b,c,d){var e=b[1],f=o.filters[e];if(f)return f(a,c,b,d);if(e==="contains")return(a.textContent||a.innerText||n([a])||"").indexOf(b[3])>=0;if(e==="not"){var g=b[3];for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)if(g[h]===a)return!1;return!0}m.error(e)},CHILD:function(a,b){var c,e,f,g,h,i,j,k=b[1],l=a;switch(k){case"only":case"first":while(l=l.previousSibling)if(l.nodeType===1)return!1;if(k==="first")return!0;l=a;case"last":while(l=l.nextSibling)if(l.nodeType===1)return!1;return!0;case"nth":c=b[2],e=b[3];if(c===1&&e===0)return!0;f=b[0],g=a.parentNode;if(g&&(g[d]!==f||!a.nodeIndex)){i=0;for(l=g.firstChild;l;l=l.nextSibling)l.nodeType===1&&(l.nodeIndex=++i);g[d]=f}j=a.nodeIndex-e;return c===0?j===0:j%c===0&&j/c>=0}},ID:function(a,b){return a.nodeType===1&&a.getAttribute("id")===b},TAG:function(a,b){return b==="*"&&a.nodeType===1||!!a.nodeName&&a.nodeName.toLowerCase()===b},CLASS:function(a,b){return(" "+(a.className||a.getAttribute("class"))+" ").indexOf(b)>-1},ATTR:function(a,b){var c=b[1],d=m.attr?m.attr(a,c):o.attrHandle[c]?o.attrHandle[c](a):a[c]!=null?a[c]:a.getAttribute(c),e=d+"",f=b[2],g=b[4];return d==null?f==="!=":!f&&m.attr?d!=null:f==="="?e===g:f==="*="?e.indexOf(g)>=0:f==="~="?(" "+e+" ").indexOf(g)>=0:g?f==="!="?e!==g:f==="^="?e.indexOf(g)===0:f==="$="?e.substr(e.length-g.length)===g:f==="|="?e===g||e.substr(0,g.length+1)===g+"-":!1:e&&d!==!1},POS:function(a,b,c,d){var e=b[2],f=o.setFilters[e];if(f)return f(a,c,b,d)}}},p=o.match.POS,q=function(a,b){return"\\"+(b-0+1)};for(var r in o.match)o.match[r]=new RegExp(o.match[r].source+/(?![^\[]*\])(?![^\(]*\))/.source),o.leftMatch[r]=new RegExp(/(^(?:.|\r|\n)*?)/.source+o.match[r].source.replace(/\\(\d+)/g,q));var s=function(a,b){a=Array.prototype.slice.call(a,0);if(b){b.push.apply(b,a);return b}return a};try{Array.prototype.slice.call(c.documentElement.childNodes,0)[0].nodeType}catch(t){s=function(a,b){var c=0,d=b||[];if(g.call(a)==="[object Array]")Array.prototype.push.apply(d,a);else if(typeof a.length=="number")for(var e=a.length;c<e;c++)d.push(a[c]);else for(;a[c];c++)d.push(a[c]);return d}}var u,v;c.documentElement.compareDocumentPosition?u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(!a.compareDocumentPosition||!b.compareDocumentPosition)return a.compareDocumentPosition?-1:1;return a.compareDocumentPosition(b)&4?-1:1}:(u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(a.sourceIndex&&b.sourceIndex)return a.sourceIndex-b.sourceIndex;var c,d,e=[],f=[],g=a.parentNode,i=b.parentNode,j=g;if(g===i)return v(a,b);if(!g)return-1;if(!i)return 1;while(j)e.unshift(j),j=j.parentNode;j=i;while(j)f.unshift(j),j=j.parentNode;c=e.length,d=f.length;for(var k=0;k<c&&k<d;k++)if(e[k]!==f[k])return v(e[k],f[k]);return k===c?v(a,f[k],-1):v(e[k],b,1)},v=function(a,b,c){if(a===b)return c;var d=a.nextSibling;while(d){if(d===b)return-1;d=d.nextSibling}return 1}),function(){var a=c.createElement("div"),d="script"+(new Date).getTime(),e=c.documentElement;a.innerHTML="<a name='"+d+"'/>",e.insertBefore(a,e.firstChild),c.getElementById(d)&&(o.find.ID=function(a,c,d){if(typeof c.getElementById!="undefined"&&!d){var e=c.getElementById(a[1]);return e?e.id===a[1]||typeof e.getAttributeNode!="undefined"&&e.getAttributeNode("id").nodeValue===a[1]?[e]:b:[]}},o.filter.ID=function(a,b){var c=typeof a.getAttributeNode!="undefined"&&a.getAttributeNode("id");return a.nodeType===1&&c&&c.nodeValue===b}),e.removeChild(a),e=a=null}(),function(){var a=c.createElement("div");a.appendChild(c.createComment("")),a.getElementsByTagName("*").length>0&&(o.find.TAG=function(a,b){var c=b.getElementsByTagName(a[1]);if(a[1]==="*"){var d=[];for(var e=0;c[e];e++)c[e].nodeType===1&&d.push(c[e]);c=d}return c}),a.innerHTML="<a href='#'></a>",a.firstChild&&typeof a.firstChild.getAttribute!="undefined"&&a.firstChild.getAttribute("href")!=="#"&&(o.attrHandle.href=function(a){return a.getAttribute("href",2)}),a=null}(),c.querySelectorAll&&function(){var a=m,b=c.createElement("div"),d="__sizzle__";b.innerHTML="<p class='TEST'></p>";if(!b.querySelectorAll||b.querySelectorAll(".TEST").length!==0){m=function(b,e,f,g){e=e||c;if(!g&&!m.isXML(e)){var h=/^(\w+$)|^\.([\w\-]+$)|^#([\w\-]+$)/.exec(b);if(h&&(e.nodeType===1||e.nodeType===9)){if(h[1])return s(e.getElementsByTagName(b),f);if(h[2]&&o.find.CLASS&&e.getElementsByClassName)return s(e.getElementsByClassName(h[2]),f)}if(e.nodeType===9){if(b==="body"&&e.body)return s([e.body],f);if(h&&h[3]){var i=e.getElementById(h[3]);if(!i||!i.parentNode)return s([],f);if(i.id===h[3])return s([i],f)}try{return s(e.querySelectorAll(b),f)}catch(j){}}else if(e.nodeType===1&&e.nodeName.toLowerCase()!=="object"){var k=e,l=e.getAttribute("id"),n=l||d,p=e.parentNode,q=/^\s*[+~]/.test(b);l?n=n.replace(/'/g,"\\$&"):e.setAttribute("id",n),q&&p&&(e=e.parentNode);try{if(!q||p)return s(e.querySelectorAll("[id='"+n+"'] "+b),f)}catch(r){}finally{l||k.removeAttribute("id")}}}return a(b,e,f,g)};for(var e in a)m[e]=a[e];b=null}}(),function(){var a=c.documentElement,b=a.matchesSelector||a.mozMatchesSelector||a.webkitMatchesSelector||a.msMatchesSelector;if(b){var d=!b.call(c.createElement("div"),"div"),e=!1;try{b.call(c.documentElement,"[test!='']:sizzle")}catch(f){e=!0}m.matchesSelector=function(a,c){c=c.replace(/\=\s*([^'"\]]*)\s*\]/g,"='$1']");if(!m.isXML(a))try{if(e||!o.match.PSEUDO.test(c)&&!/!=/.test(c)){var f=b.call(a,c);if(f||!d||a.document&&a.document.nodeType!==11)return f}}catch(g){}return m(c,null,null,[a]).length>0}}}(),function(){var a=c.createElement("div");a.innerHTML="<div class='test e'></div><div class='test'></div>";if(!!a.getElementsByClassName&&a.getElementsByClassName("e").length!==0){a.lastChild.className="e";if(a.getElementsByClassName("e").length===1)return;o.order.splice(1,0,"CLASS"),o.find.CLASS=function(a,b,c){if(typeof b.getElementsByClassName!="undefined"&&!c)return b.getElementsByClassName(a[1])},a=null}}(),c.documentElement.contains?m.contains=function(a,b){return a!==b&&(a.contains?a.contains(b):!0)}:c.documentElement.compareDocumentPosition?m.contains=function(a,b){return!!(a.compareDocumentPosition(b)&16)}:m.contains=function(){return!1},m.isXML=function(a){var b=(a?a.ownerDocument||a:0).documentElement;return b?b.nodeName!=="HTML":!1};var y=function(a,b,c){var d,e=[],f="",g=b.nodeType?[b]:b;while(d=o.match.PSEUDO.exec(a))f+=d[0],a=a.replace(o.match.PSEUDO,"");a=o.relative[a]?a+"*":a;for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)m(a,g[h],e,c);return m.filter(f,e)};m.attr=f.attr,m.selectors.attrMap={},f.find=m,f.expr=m.selectors,f.expr[":"]=f.expr.filters,f.unique=m.uniqueSort,f.text=m.getText,f.isXMLDoc=m.isXML,f.contains=m.contains}();var L=/Until$/,M=/^(?:parents|prevUntil|prevAll)/,N=/,/,O=/^.[^:#\[\.,]*$/,P=Array.prototype.slice,Q=f.expr.match.POS,R={children:!0,contents:!0,next:!0,prev:!0};f.fn.extend({find:function(a){var b=this,c,d;if(typeof a!="string")return f(a).filter(function(){for(c=0,d=b.length;c<d;c++)if(f.contains(b[c],this))return!0});var e=this.pushStack("","find",a),g,h,i;for(c=0,d=this.length;c<d;c++){g=e.length,f.find(a,this[c],e);if(c>0)for(h=g;h<e.length;h++)for(i=0;i<g;i++)if(e[i]===e[h]){e.splice(h--,1);break}}return e},has:function(a){var b=f(a);return this.filter(function(){for(var a=0,c=b.length;a<c;a++)if(f.contains(this,b[a]))return!0})},not:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!1),"not",a)},filter:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!0),"filter",a)},is:function(a){return!!a&&(typeof a=="string"?Q.test(a)?f(a,this.context).index(this[0])>=0:f.filter(a,this).length>0:this.filter(a).length>0)},closest:function(a,b){var c=[],d,e,g=this[0];if(f.isArray(a)){var h=1;while(g&&g.ownerDocument&&g!==b){for(d=0;d<a.length;d++)f(g).is(a[d])&&c.push({selector:a[d],elem:g,level:h});g=g.parentNode,h++}return c}var i=Q.test(a)||typeof a!="string"?f(a,b||this.context):0;for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];while(g){if(i?i.index(g)>-1:f.find.matchesSelector(g,a)){c.push(g);break}g=g.parentNode;if(!g||!g.ownerDocument||g===b||g.nodeType===11)break}}c=c.length>1?f.unique(c):c;return this.pushStack(c,"closest",a)},index:function(a){if(!a)return this[0]&&this[0].parentNode?this.prevAll().length:-1;if(typeof a=="string")return f.inArray(this[0],f(a));return f.inArray(a.jquery?a[0]:a,this)},add:function(a,b){var c=typeof a=="string"?f(a,b):f.makeArray(a&&a.nodeType?[a]:a),d=f.merge(this.get(),c);return this.pushStack(S(c[0])||S(d[0])?d:f.unique(d))},andSelf:function(){return this.add(this.prevObject)}}),f.each({parent:function(a){var b=a.parentNode;return b&&b.nodeType!==11?b:null},parents:function(a){return f.dir(a,"parentNode")},parentsUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"parentNode",c)},next:function(a){return f.nth(a,2,"nextSibling")},prev:function(a){return f.nth(a,2,"previousSibling")},nextAll:function(a){return f.dir(a,"nextSibling")},prevAll:function(a){return f.dir(a,"previousSibling")},nextUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"nextSibling",c)},prevUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"previousSibling",c)},siblings:function(a){return f.sibling(a.parentNode.firstChild,a)},children:function(a){return f.sibling(a.firstChild)},contents:function(a){return f.nodeName(a,"iframe")?a.contentDocument||a.contentWindow.document:f.makeArray(a.childNodes)}},function(a,b){f.fn[a]=function(c,d){var e=f.map(this,b,c);L.test(a)||(d=c),d&&typeof d=="string"&&(e=f.filter(d,e)),e=this.length>1&&!R[a]?f.unique(e):e,(this.length>1||N.test(d))&&M.test(a)&&(e=e.reverse());return this.pushStack(e,a,P.call(arguments).join(","))}}),f.extend({filter:function(a,b,c){c&&(a=":not("+a+")");return b.length===1?f.find.matchesSelector(b[0],a)?[b[0]]:[]:f.find.matches(a,b)},dir:function(a,c,d){var e=[],g=a[c];while(g&&g.nodeType!==9&&(d===b||g.nodeType!==1||!f(g).is(d)))g.nodeType===1&&e.push(g),g=g[c];return e},nth:function(a,b,c,d){b=b||1;var e=0;for(;a;a=a[c])if(a.nodeType===1&&++e===b)break;return a},sibling:function(a,b){var c=[];for(;a;a=a.nextSibling)a.nodeType===1&&a!==b&&c.push(a);return c}});var V="abbr|article|aside|audio|canvas|datalist|details|figcaption|figure|footer|header|hgroup|mark|meter|nav|output|progress|section|summary|time|video",W=/ jQuery\d+="(?:\d+|null)"/g,X=/^\s+/,Y=/<(?!area|br|col|embed|hr|img|input|link|meta|param)(([\w:]+)[^>]*)\/>/ig,Z=/<([\w:]+)/,$=/<tbody/i,_=/<|&#?\w+;/,ba=/<(?:script|style)/i,bb=/<(?:script|object|embed|option|style)/i,bc=new RegExp("<(?:"+V+")","i"),bd=/checked\s*(?:[^=]|=\s*.checked.)/i,be=/\/(java|ecma)script/i,bf=/^\s*<!(?:\[CDATA\[|\-\-)/,bg={option:[1,"<select multiple='multiple'>","</select>"],legend:[1,"<fieldset>","</fieldset>"],thead:[1,"<table>","</table>"],tr:[2,"<table><tbody>","</tbody></table>"],td:[3,"<table><tbody><tr>","</tr></tbody></table>"],col:[2,"<table><tbody></tbody><colgroup>","</colgroup></table>"],area:[1,"<map>","</map>"],_default:[0,"",""]},bh=U(c);bg.optgroup=bg.option,bg.tbody=bg.tfoot=bg.colgroup=bg.caption=bg.thead,bg.th=bg.td,f.support.htmlSerialize||(bg._default=[1,"div<div>","</div>"]),f.fn.extend({text:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c.text(a.call(this,b,c.text()))});if(typeof a!="object"&&a!==b)return this.empty().append((this[0]&&this[0].ownerDocument||c).createTextNode(a));return f.text(this)},wrapAll:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapAll(a.call(this,b))});if(this[0]){var b=f(a,this[0].ownerDocument).eq(0).clone(!0);this[0].parentNode&&b.insertBefore(this[0]),b.map(function(){var a=this;while(a.firstChild&&a.firstChild.nodeType===1)a=a.firstChild;return a}).append(this)}return this},wrapInner:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapInner(a.call(this,b))});return this.each(function(){var b=f(this),c=b.contents();c.length?c.wrapAll(a):b.append(a)})},wrap:function(a){var b=f.isFunction(a);return this.each(function(c){f(this).wrapAll(b?a.call(this,c):a)})},unwrap:function(){return this.parent().each(function(){f.nodeName(this,"body")||f(this).replaceWith(this.childNodes)}).end()},append:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.appendChild(a)})},prepend:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.insertBefore(a,this.firstChild)})},before:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this)});if(arguments.length){var a=f.clean(arguments);a.push.apply(a,this.toArray());return this.pushStack(a,"before",arguments)}},after:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this.nextSibling)});if(arguments.length){var a=this.pushStack(this,"after",arguments);a.push.apply(a,f.clean(arguments));return a}},remove:function(a,b){for(var c=0,d;(d=this[c])!=null;c++)if(!a||f.filter(a,[d]).length)!b&&d.nodeType===1&&(f.cleanData(d.getElementsByTagName("*")),f.cleanData([d])),d.parentNode&&d.parentNode.removeChild(d);return this},empty:function()
{for(var a=0,b;(b=this[a])!=null;a++){b.nodeType===1&&f.cleanData(b.getElementsByTagName("*"));while(b.firstChild)b.removeChild(b.firstChild)}return this},clone:function(a,b){a=a==null?!1:a,b=b==null?a:b;return this.map(function(){return f.clone(this,a,b)})},html:function(a){if(a===b)return this[0]&&this[0].nodeType===1?this[0].innerHTML.replace(W,""):null;if(typeof a=="string"&&!ba.test(a)&&(f.support.leadingWhitespace||!X.test(a))&&!bg[(Z.exec(a)||["",""])[1].toLowerCase()]){a=a.replace(Y,"<$1></$2>");try{for(var c=0,d=this.length;c<d;c++)this[c].nodeType===1&&(f.cleanData(this[c].getElementsByTagName("*")),this[c].innerHTML=a)}catch(e){this.empty().append(a)}}else f.isFunction(a)?this.each(function(b){var c=f(this);c.html(a.call(this,b,c.html()))}):this.empty().append(a);return this},replaceWith:function(a){if(this[0]&&this[0].parentNode){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this),d=c.html();c.replaceWith(a.call(this,b,d))});typeof a!="string"&&(a=f(a).detach());return this.each(function(){var b=this.nextSibling,c=this.parentNode;f(this).remove(),b?f(b).before(a):f(c).append(a)})}return this.length?this.pushStack(f(f.isFunction(a)?a():a),"replaceWith",a):this},detach:function(a){return this.remove(a,!0)},domManip:function(a,c,d){var e,g,h,i,j=a[0],k=[];if(!f.support.checkClone&&arguments.length===3&&typeof j=="string"&&bd.test(j))return this.each(function(){f(this).domManip(a,c,d,!0)});if(f.isFunction(j))return this.each(function(e){var g=f(this);a[0]=j.call(this,e,c?g.html():b),g.domManip(a,c,d)});if(this[0]){i=j&&j.parentNode,f.support.parentNode&&i&&i.nodeType===11&&i.childNodes.length===this.length?e={fragment:i}:e=f.buildFragment(a,this,k),h=e.fragment,h.childNodes.length===1?g=h=h.firstChild:g=h.firstChild;if(g){c=c&&f.nodeName(g,"tr");for(var l=0,m=this.length,n=m-1;l<m;l++)d.call(c?bi(this[l],g):this[l],e.cacheable||m>1&&l<n?f.clone(h,!0,!0):h)}k.length&&f.each(k,bp)}return this}}),f.buildFragment=function(a,b,d){var e,g,h,i,j=a[0];b&&b[0]&&(i=b[0].ownerDocument||b[0]),i.createDocumentFragment||(i=c),a.length===1&&typeof j=="string"&&j.length<512&&i===c&&j.charAt(0)==="<"&&!bb.test(j)&&(f.support.checkClone||!bd.test(j))&&(f.support.html5Clone||!bc.test(j))&&(g=!0,h=f.fragments[j],h&&h!==1&&(e=h)),e||(e=i.createDocumentFragment(),f.clean(a,i,e,d)),g&&(f.fragments[j]=h?e:1);return{fragment:e,cacheable:g}},f.fragments={},f.each({appendTo:"append",prependTo:"prepend",insertBefore:"before",insertAfter:"after",replaceAll:"replaceWith"},function(a,b){f.fn[a]=function(c){var d=[],e=f(c),g=this.length===1&&this[0].parentNode;if(g&&g.nodeType===11&&g.childNodes.length===1&&e.length===1){e[b](this[0]);return this}for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=(h>0?this.clone(!0):this).get();f(e[h])[b](j),d=d.concat(j)}return this.pushStack(d,a,e.selector)}}),f.extend({clone:function(a,b,c){var d,e,g,h=f.support.html5Clone||!bc.test("<"+a.nodeName)?a.cloneNode(!0):bo(a);if((!f.support.noCloneEvent||!f.support.noCloneChecked)&&(a.nodeType===1||a.nodeType===11)&&!f.isXMLDoc(a)){bk(a,h),d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)e[g]&&bk(d[g],e[g])}if(b){bj(a,h);if(c){d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)bj(d[g],e[g])}}d=e=null;return h},clean:function(a,b,d,e){var g;b=b||c,typeof b.createElement=="undefined"&&(b=b.ownerDocument||b[0]&&b[0].ownerDocument||c);var h=[],i;for(var j=0,k;(k=a[j])!=null;j++){typeof k=="number"&&(k+="");if(!k)continue;if(typeof k=="string")if(!_.test(k))k=b.createTextNode(k);else{k=k.replace(Y,"<$1></$2>");var l=(Z.exec(k)||["",""])[1].toLowerCase(),m=bg[l]||bg._default,n=m[0],o=b.createElement("div");b===c?bh.appendChild(o):U(b).appendChild(o),o.innerHTML=m[1]+k+m[2];while(n--)o=o.lastChild;if(!f.support.tbody){var p=$.test(k),q=l==="table"&&!p?o.firstChild&&o.firstChild.childNodes:m[1]==="<table>"&&!p?o.childNodes:[];for(i=q.length-1;i>=0;--i)f.nodeName(q[i],"tbody")&&!q[i].childNodes.length&&q[i].parentNode.removeChild(q[i])}!f.support.leadingWhitespace&&X.test(k)&&o.insertBefore(b.createTextNode(X.exec(k)[0]),o.firstChild),k=o.childNodes}var r;if(!f.support.appendChecked)if(k[0]&&typeof (r=k.length)=="number")for(i=0;i<r;i++)bn(k[i]);else bn(k);k.nodeType?h.push(k):h=f.merge(h,k)}if(d){g=function(a){return!a.type||be.test(a.type)};for(j=0;h[j];j++)if(e&&f.nodeName(h[j],"script")&&(!h[j].type||h[j].type.toLowerCase()==="text/javascript"))e.push(h[j].parentNode?h[j].parentNode.removeChild(h[j]):h[j]);else{if(h[j].nodeType===1){var s=f.grep(h[j].getElementsByTagName("script"),g);h.splice.apply(h,[j+1,0].concat(s))}d.appendChild(h[j])}}return h},cleanData:function(a){var b,c,d=f.cache,e=f.event.special,g=f.support.deleteExpando;for(var h=0,i;(i=a[h])!=null;h++){if(i.nodeName&&f.noData[i.nodeName.toLowerCase()])continue;c=i[f.expando];if(c){b=d[c];if(b&&b.events){for(var j in b.events)e[j]?f.event.remove(i,j):f.removeEvent(i,j,b.handle);b.handle&&(b.handle.elem=null)}g?delete i[f.expando]:i.removeAttribute&&i.removeAttribute(f.expando),delete d[c]}}}});var bq=/alpha\([^)]*\)/i,br=/opacity=([^)]*)/,bs=/([A-Z]|^ms)/g,bt=/^-?\d+(?:px)?$/i,bu=/^-?\d/,bv=/^([\-+])=([\-+.\de]+)/,bw={position:"absolute",visibility:"hidden",display:"block"},bx=["Left","Right"],by=["Top","Bottom"],bz,bA,bB;f.fn.css=function(a,c){if(arguments.length===2&&c===b)return this;return f.access(this,a,c,!0,function(a,c,d){return d!==b?f.style(a,c,d):f.css(a,c)})},f.extend({cssHooks:{opacity:{get:function(a,b){if(b){var c=bz(a,"opacity","opacity");return c===""?"1":c}return a.style.opacity}}},cssNumber:{fillOpacity:!0,fontWeight:!0,lineHeight:!0,opacity:!0,orphans:!0,widows:!0,zIndex:!0,zoom:!0},cssProps:{"float":f.support.cssFloat?"cssFloat":"styleFloat"},style:function(a,c,d,e){if(!!a&&a.nodeType!==3&&a.nodeType!==8&&!!a.style){var g,h,i=f.camelCase(c),j=a.style,k=f.cssHooks[i];c=f.cssProps[i]||i;if(d===b){if(k&&"get"in k&&(g=k.get(a,!1,e))!==b)return g;return j[c]}h=typeof d,h==="string"&&(g=bv.exec(d))&&(d=+(g[1]+1)*+g[2]+parseFloat(f.css(a,c)),h="number");if(d==null||h==="number"&&isNaN(d))return;h==="number"&&!f.cssNumber[i]&&(d+="px");if(!k||!("set"in k)||(d=k.set(a,d))!==b)try{j[c]=d}catch(l){}}},css:function(a,c,d){var e,g;c=f.camelCase(c),g=f.cssHooks[c],c=f.cssProps[c]||c,c==="cssFloat"&&(c="float");if(g&&"get"in g&&(e=g.get(a,!0,d))!==b)return e;if(bz)return bz(a,c)},swap:function(a,b,c){var d={};for(var e in b)d[e]=a.style[e],a.style[e]=b[e];c.call(a);for(e in b)a.style[e]=d[e]}}),f.curCSS=f.css,f.each(["height","width"],function(a,b){f.cssHooks[b]={get:function(a,c,d){var e;if(c){if(a.offsetWidth!==0)return bC(a,b,d);f.swap(a,bw,function(){e=bC(a,b,d)});return e}},set:function(a,b){if(!bt.test(b))return b;b=parseFloat(b);if(b>=0)return b+"px"}}}),f.support.opacity||(f.cssHooks.opacity={get:function(a,b){return br.test((b&&a.currentStyle?a.currentStyle.filter:a.style.filter)||"")?parseFloat(RegExp.$1)/100+"":b?"1":""},set:function(a,b){var c=a.style,d=a.currentStyle,e=f.isNumeric(b)?"alpha(opacity="+b*100+")":"",g=d&&d.filter||c.filter||"";c.zoom=1;if(b>=1&&f.trim(g.replace(bq,""))===""){c.removeAttribute("filter");if(d&&!d.filter)return}c.filter=bq.test(g)?g.replace(bq,e):g+" "+e}}),f(function(){f.support.reliableMarginRight||(f.cssHooks.marginRight={get:function(a,b){var c;f.swap(a,{display:"inline-block"},function(){b?c=bz(a,"margin-right","marginRight"):c=a.style.marginRight});return c}})}),c.defaultView&&c.defaultView.getComputedStyle&&(bA=function(a,b){var c,d,e;b=b.replace(bs,"-$1").toLowerCase(),(d=a.ownerDocument.defaultView)&&(e=d.getComputedStyle(a,null))&&(c=e.getPropertyValue(b),c===""&&!f.contains(a.ownerDocument.documentElement,a)&&(c=f.style(a,b)));return c}),c.documentElement.currentStyle&&(bB=function(a,b){var c,d,e,f=a.currentStyle&&a.currentStyle[b],g=a.style;f===null&&g&&(e=g[b])&&(f=e),!bt.test(f)&&bu.test(f)&&(c=g.left,d=a.runtimeStyle&&a.runtimeStyle.left,d&&(a.runtimeStyle.left=a.currentStyle.left),g.left=b==="fontSize"?"1em":f||0,f=g.pixelLeft+"px",g.left=c,d&&(a.runtimeStyle.left=d));return f===""?"auto":f}),bz=bA||bB,f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.hidden=function(a){var b=a.offsetWidth,c=a.offsetHeight;return b===0&&c===0||!f.support.reliableHiddenOffsets&&(a.style&&a.style.display||f.css(a,"display"))==="none"},f.expr.filters.visible=function(a){return!f.expr.filters.hidden(a)});var bD=/%20/g,bE=/\[\]$/,bF=/\r?\n/g,bG=/#.*$/,bH=/^(.*?):[ \t]*([^\r\n]*)\r?$/mg,bI=/^(?:color|date|datetime|datetime-local|email|hidden|month|number|password|range|search|tel|text|time|url|week)$/i,bJ=/^(?:about|app|app\-storage|.+\-extension|file|res|widget):$/,bK=/^(?:GET|HEAD)$/,bL=/^\/\//,bM=/\?/,bN=/<script\b[^<]*(?:(?!<\/script>)<[^<]*)*<\/script>/gi,bO=/^(?:select|textarea)/i,bP=/\s+/,bQ=/([?&])_=[^&]*/,bR=/^([\w\+\.\-]+:)(?:\/\/([^\/?#:]*)(?::(\d+))?)?/,bS=f.fn.load,bT={},bU={},bV,bW,bX=["*/"]+["*"];try{bV=e.href}catch(bY){bV=c.createElement("a"),bV.href="",bV=bV.href}bW=bR.exec(bV.toLowerCase())||[],f.fn.extend({load:function(a,c,d){if(typeof a!="string"&&bS)return bS.apply(this,arguments);if(!this.length)return this;var e=a.indexOf(" ");if(e>=0){var g=a.slice(e,a.length);a=a.slice(0,e)}var h="GET";c&&(f.isFunction(c)?(d=c,c=b):typeof c=="object"&&(c=f.param(c,f.ajaxSettings.traditional),h="POST"));var i=this;f.ajax({url:a,type:h,dataType:"html",data:c,complete:function(a,b,c){c=a.responseText,a.isResolved()&&(a.done(function(a){c=a}),i.html(g?f("<div>").append(c.replace(bN,"")).find(g):c)),d&&i.each(d,[c,b,a])}});return this},serialize:function(){return f.param(this.serializeArray())},serializeArray:function(){return this.map(function(){return this.elements?f.makeArray(this.elements):this}).filter(function(){return this.name&&!this.disabled&&(this.checked||bO.test(this.nodeName)||bI.test(this.type))}).map(function(a,b){var c=f(this).val();return c==null?null:f.isArray(c)?f.map(c,function(a,c){return{name:b.name,value:a.replace(bF,"\r\n")}}):{name:b.name,value:c.replace(bF,"\r\n")}}).get()}}),f.each("ajaxStart ajaxStop ajaxComplete ajaxError ajaxSuccess ajaxSend".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a){return this.on(b,a)}}),f.each(["get","post"],function(a,c){f[c]=function(a,d,e,g){f.isFunction(d)&&(g=g||e,e=d,d=b);return f.ajax({type:c,url:a,data:d,success:e,dataType:g})}}),f.extend({getScript:function(a,c){return f.get(a,b,c,"script")},getJSON:function(a,b,c){return f.get(a,b,c,"json")},ajaxSetup:function(a,b){b?b_(a,f.ajaxSettings):(b=a,a=f.ajaxSettings),b_(a,b);return a},ajaxSettings:{url:bV,isLocal:bJ.test(bW[1]),global:!0,type:"GET",contentType:"application/x-www-form-urlencoded",processData:!0,async:!0,accepts:{xml:"application/xml, text/xml",html:"text/html",text:"text/plain",json:"application/json, text/javascript","*":bX},contents:{xml:/xml/,html:/html/,json:/json/},responseFields:{xml:"responseXML",text:"responseText"},converters:{"* text":a.String,"text html":!0,"text json":f.parseJSON,"text xml":f.parseXML},flatOptions:{context:!0,url:!0}},ajaxPrefilter:bZ(bT),ajaxTransport:bZ(bU),ajax:function(a,c){function w(a,c,l,m){if(s!==2){s=2,q&&clearTimeout(q),p=b,n=m||"",v.readyState=a>0?4:0;var o,r,u,w=c,x=l?cb(d,v,l):b,y,z;if(a>=200&&a<300||a===304){if(d.ifModified){if(y=v.getResponseHeader("Last-Modified"))f.lastModified[k]=y;if(z=v.getResponseHeader("Etag"))f.etag[k]=z}if(a===304)w="notmodified",o=!0;else try{r=cc(d,x),w="success",o=!0}catch(A){w="parsererror",u=A}}else{u=w;if(!w||a)w="error",a<0&&(a=0)}v.status=a,v.statusText=""+(c||w),o?h.resolveWith(e,[r,w,v]):h.rejectWith(e,[v,w,u]),v.statusCode(j),j=b,t&&g.trigger("ajax"+(o?"Success":"Error"),[v,d,o?r:u]),i.fireWith(e,[v,w]),t&&(g.trigger("ajaxComplete",[v,d]),--f.active||f.event.trigger("ajaxStop"))}}typeof a=="object"&&(c=a,a=b),c=c||{};var d=f.ajaxSetup({},c),e=d.context||d,g=e!==d&&(e.nodeType||e instanceof f)?f(e):f.event,h=f.Deferred(),i=f.Callbacks("once memory"),j=d.statusCode||{},k,l={},m={},n,o,p,q,r,s=0,t,u,v={readyState:0,setRequestHeader:function(a,b){if(!s){var c=a.toLowerCase();a=m[c]=m[c]||a,l[a]=b}return this},getAllResponseHeaders:function(){return s===2?n:null},getResponseHeader:function(a){var c;if(s===2){if(!o){o={};while(c=bH.exec(n))o[c[1].toLowerCase()]=c[2]}c=o[a.toLowerCase()]}return c===b?null:c},overrideMimeType:function(a){s||(d.mimeType=a);return this},abort:function(a){a=a||"abort",p&&p.abort(a),w(0,a);return this}};h.promise(v),v.success=v.done,v.error=v.fail,v.complete=i.add,v.statusCode=function(a){if(a){var b;if(s<2)for(b in a)j[b]=[j[b],a[b]];else b=a[v.status],v.then(b,b)}return this},d.url=((a||d.url)+"").replace(bG,"").replace(bL,bW[1]+"//"),d.dataTypes=f.trim(d.dataType||"*").toLowerCase().split(bP),d.crossDomain==null&&(r=bR.exec(d.url.toLowerCase()),d.crossDomain=!(!r||r[1]==bW[1]&&r[2]==bW[2]&&(r[3]||(r[1]==="http:"?80:443))==(bW[3]||(bW[1]==="http:"?80:443)))),d.data&&d.processData&&typeof d.data!="string"&&(d.data=f.param(d.data,d.traditional)),b$(bT,d,c,v);if(s===2)return!1;t=d.global,d.type=d.type.toUpperCase(),d.hasContent=!bK.test(d.type),t&&f.active++===0&&f.event.trigger("ajaxStart");if(!d.hasContent){d.data&&(d.url+=(bM.test(d.url)?"&":"?")+d.data,delete d.data),k=d.url;if(d.cache===!1){var x=f.now(),y=d.url.replace(bQ,"$1_="+x);d.url=y+(y===d.url?(bM.test(d.url)?"&":"?")+"_="+x:"")}}(d.data&&d.hasContent&&d.contentType!==!1||c.contentType)&&v.setRequestHeader("Content-Type",d.contentType),d.ifModified&&(k=k||d.url,f.lastModified[k]&&v.setRequestHeader("If-Modified-Since",f.lastModified[k]),f.etag[k]&&v.setRequestHeader("If-None-Match",f.etag[k])),v.setRequestHeader("Accept",d.dataTypes[0]&&d.accepts[d.dataTypes[0]]?d.accepts[d.dataTypes[0]]+(d.dataTypes[0]!=="*"?", "+bX+"; q=0.01":""):d.accepts["*"]);for(u in d.headers)v.setRequestHeader(u,d.headers[u]);if(d.beforeSend&&(d.beforeSend.call(e,v,d)===!1||s===2)){v.abort();return!1}for(u in{success:1,error:1,complete:1})v[u](d[u]);p=b$(bU,d,c,v);if(!p)w(-1,"No Transport");else{v.readyState=1,t&&g.trigger("ajaxSend",[v,d]),d.async&&d.timeout>0&&(q=setTimeout(function(){v.abort("timeout")},d.timeout));try{s=1,p.send(l,w)}catch(z){if(s<2)w(-1,z);else throw z}}return v},param:function(a,c){var d=[],e=function(a,b){b=f.isFunction(b)?b():b,d[d.length]=encodeURIComponent(a)+"="+encodeURIComponent(b)};c===b&&(c=f.ajaxSettings.traditional);if(f.isArray(a)||a.jquery&&!f.isPlainObject(a))f.each(a,function(){e(this.name,this.value)});else for(var g in a)ca(g,a[g],c,e);return d.join("&").replace(bD,"+")}}),f.extend({active:0,lastModified:{},etag:{}});var cd=f.now(),ce=/(\=)\?(&|$)|\?\?/i;f.ajaxSetup({jsonp:"callback",jsonpCallback:function(){return f.expando+"_"+cd++}}),f.ajaxPrefilter("json jsonp",function(b,c,d){var e=b.contentType==="application/x-www-form-urlencoded"&&typeof b.data=="string";if(b.dataTypes[0]==="jsonp"||b.jsonp!==!1&&(ce.test(b.url)||e&&ce.test(b.data))){var g,h=b.jsonpCallback=f.isFunction(b.jsonpCallback)?b.jsonpCallback():b.jsonpCallback,i=a[h],j=b.url,k=b.data,l="$1"+h+"$2";b.jsonp!==!1&&(j=j.replace(ce,l),b.url===j&&(e&&(k=k.replace(ce,l)),b.data===k&&(j+=(/\?/.test(j)?"&":"?")+b.jsonp+"="+h))),b.url=j,b.data=k,a[h]=function(a){g=[a]},d.always(function(){a[h]=i,g&&f.isFunction(i)&&a[h](g[0])}),b.converters["script json"]=function(){g||f.error(h+" was not called");return g[0]},b.dataTypes[0]="json";return"script"}}),f.ajaxSetup({accepts:{script:"text/javascript, application/javascript, application/ecmascript, application/x-ecmascript"},contents:{script:/javascript|ecmascript/},converters:{"text script":function(a){f.globalEval(a);return a}}}),f.ajaxPrefilter("script",function(a){a.cache===b&&(a.cache=!1),a.crossDomain&&(a.type="GET",a.global=!1)}),f.ajaxTransport("script",function(a){if(a.crossDomain){var d,e=c.head||c.getElementsByTagName("head")[0]||c.documentElement;return{send:function(f,g){d=c.createElement("script"),d.async="async",a.scriptCharset&&(d.charset=a.scriptCharset),d.src=a.url,d.onload=d.onreadystatechange=function(a,c){if(c||!d.readyState||/loaded|complete/.test(d.readyState))d.onload=d.onreadystatechange=null,e&&d.parentNode&&e.removeChild(d),d=b,c||g(200,"success")},e.insertBefore(d,e.firstChild)},abort:function(){d&&d.onload(0,1)}}}});var cf=a.ActiveXObject?function(){for(var a in ch)ch[a](0,1)}:!1,cg=0,ch;f.ajaxSettings.xhr=a.ActiveXObject?function(){return!this.isLocal&&ci()||cj()}:ci,function(a){f.extend(f.support,{ajax:!!a,cors:!!a&&"withCredentials"in a})}(f.ajaxSettings.xhr()),f.support.ajax&&f.ajaxTransport(function(c){if(!c.crossDomain||f.support.cors){var d;return{send:function(e,g){var h=c.xhr(),i,j;c.username?h.open(c.type,c.url,c.async,c.username,c.password):h.open(c.type,c.url,c.async);if(c.xhrFields)for(j in c.xhrFields)h[j]=c.xhrFields[j];c.mimeType&&h.overrideMimeType&&h.overrideMimeType(c.mimeType),!c.crossDomain&&!e["X-Requested-With"]&&(e["X-Requested-With"]="XMLHttpRequest");try{for(j in e)h.setRequestHeader(j,e[j])}catch(k){}h.send(c.hasContent&&c.data||null),d=function(a,e){var j,k,l,m,n;try{if(d&&(e||h.readyState===4)){d=b,i&&(h.onreadystatechange=f.noop,cf&&delete ch[i]);if(e)h.readyState!==4&&h.abort();else{j=h.status,l=h.getAllResponseHeaders(),m={},n=h.responseXML,n&&n.documentElement&&(m.xml=n),m.text=h.responseText;try{k=h.statusText}catch(o){k=""}!j&&c.isLocal&&!c.crossDomain?j=m.text?200:404:j===1223&&(j=204)}}}catch(p){e||g(-1,p)}m&&g(j,k,m,l)},!c.async||h.readyState===4?d():(i=++cg,cf&&(ch||(ch={},f(a).unload(cf)),ch[i]=d),h.onreadystatechange=d)},abort:function(){d&&d(0,1)}}}});var ck={},cl,cm,cn=/^(?:toggle|show|hide)$/,co=/^([+\-]=)?([\d+.\-]+)([a-z%]*)$/i,cp,cq=[["height","marginTop","marginBottom","paddingTop","paddingBottom"],["width","marginLeft","marginRight","paddingLeft","paddingRight"],["opacity"]],cr;f.fn.extend({show:function(a,b,c){var d,e;if(a||a===0)return this.animate(cu("show",3),a,b,c);for(var g=0,h=this.length;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=d.style.display,!f._data(d,"olddisplay")&&e==="none"&&(e=d.style.display=""),e===""&&f.css(d,"display")==="none"&&f._data(d,"olddisplay",cv(d.nodeName)));for(g=0;g<h;g++){d=this[g];if(d.style){e=d.style.display;if(e===""||e==="none")d.style.display=f._data(d,"olddisplay")||""}}return this},hide:function(a,b,c){if(a||a===0)return this.animate(cu("hide",3),a,b,c);var d,e,g=0,h=this.length;for(;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=f.css(d,"display"),e!=="none"&&!f._data(d,"olddisplay")&&f._data(d,"olddisplay",e));for(g=0;g<h;g++)this[g].style&&(this[g].style.display="none");return this},_toggle:f.fn.toggle,toggle:function(a,b,c){var d=typeof a=="boolean";f.isFunction(a)&&f.isFunction(b)?this._toggle.apply(this,arguments):a==null||d?this.each(function(){var b=d?a:f(this).is(":hidden");f(this)[b?"show":"hide"]()}):this.animate(cu("toggle",3),a,b,c);return this},fadeTo:function(a,b,c,d){return this.filter(":hidden").css("opacity",0).show().end().animate({opacity:b},a,c,d)},animate:function(a,b,c,d){function g(){e.queue===!1&&f._mark(this);var b=f.extend({},e),c=this.nodeType===1,d=c&&f(this).is(":hidden"),g,h,i,j,k,l,m,n,o;b.animatedProperties={};for(i in a){g=f.camelCase(i),i!==g&&(a[g]=a[i],delete a[i]),h=a[g],f.isArray(h)?(b.animatedProperties[g]=h[1],h=a[g]=h[0]):b.animatedProperties[g]=b.specialEasing&&b.specialEasing[g]||b.easing||"swing";if(h==="hide"&&d||h==="show"&&!d)return b.complete.call(this);c&&(g==="height"||g==="width")&&(b.overflow=[this.style.overflow,this.style.overflowX,this.style.overflowY],f.css(this,"display")==="inline"&&f.css(this,"float")==="none"&&(!f.support.inlineBlockNeedsLayout||cv(this.nodeName)==="inline"?this.style.display="inline-block":this.style.zoom=1))}b.overflow!=null&&(this.style.overflow="hidden");for(i in a)j=new f.fx(this,b,i),h=a[i],cn.test(h)?(o=f._data(this,"toggle"+i)||(h==="toggle"?d?"show":"hide":0),o?(f._data(this,"toggle"+i,o==="show"?"hide":"show"),j[o]()):j[h]()):(k=co.exec(h),l=j.cur(),k?(m=parseFloat(k[2]),n=k[3]||(f.cssNumber[i]?"":"px"),n!=="px"&&(f.style(this,i,(m||1)+n),l=(m||1)/j.cur()*l,f.style(this,i,l+n)),k[1]&&(m=(k[1]==="-="?-1:1)*m+l),j.custom(l,m,n)):j.custom(l,h,""));return!0}var e=f.speed(b,c,d);if(f.isEmptyObject(a))return this.each(e.complete,[!1]);a=f.extend({},a);return e.queue===!1?this.each(g):this.queue(e.queue,g)},stop:function(a,c,d){typeof a!="string"&&(d=c,c=a,a=b),c&&a!==!1&&this.queue(a||"fx",[]);return this.each(function(){function h(a,b,c){var e=b[c];f.removeData(a,c,!0),e.stop(d)}var b,c=!1,e=f.timers,g=f._data(this);d||f._unmark(!0,this);if(a==null)for(b in g)g[b]&&g[b].stop&&b.indexOf(".run")===b.length-4&&h(this,g,b);else g[b=a+".run"]&&g[b].stop&&h(this,g,b);for(b=e.length;b--;)e[b].elem===this&&(a==null||e[b].queue===a)&&(d?e[b](!0):e[b].saveState(),c=!0,e.splice(b,1));(!d||!c)&&f.dequeue(this,a)})}}),f.each({slideDown:cu("show",1),slideUp:cu("hide",1),slideToggle:cu("toggle",1),fadeIn:{opacity:"show"},fadeOut:{opacity:"hide"},fadeToggle:{opacity:"toggle"}},function(a,b){f.fn[a]=function(a,c,d){return this.animate(b,a,c,d)}}),f.extend({speed:function(a,b,c){var d=a&&typeof a=="object"?f.extend({},a):{complete:c||!c&&b||f.isFunction(a)&&a,duration:a,easing:c&&b||b&&!f.isFunction(b)&&b};d.duration=f.fx.off?0:typeof d.duration=="number"?d.duration:d.duration in f.fx.speeds?f.fx.speeds[d.duration]:f.fx.speeds._default;if(d.queue==null||d.queue===!0)d.queue="fx";d.old=d.complete,d.complete=function(a){f.isFunction(d.old)&&d.old.call(this),d.queue?f.dequeue(this,d.queue):a!==!1&&f._unmark(this)};return d},easing:{linear:function(a,b,c,d){return c+d*a},swing:function(a,b,c,d){return(-Math.cos(a*Math.PI)/2+.5)*d+c}},timers:[],fx:function(a,b,c){this.options=b,this.elem=a,this.prop=c,b.orig=b.orig||{}}}),f.fx.prototype={update:function(){this.options.step&&this.options.step.call(this.elem,this.now,this),(f.fx.step[this.prop]||f.fx.step._default)(this)},cur:function(){if(this.elem[this.prop]!=null&&(!this.elem.style||this.elem.style[this.prop]==null))return this.elem[this.prop];var a,b=f.css(this.elem,this.prop);return isNaN(a=parseFloat(b))?!b||b==="auto"?0:b:a},custom:function(a,c,d){function h(a){return e.step(a)}var e=this,g=f.fx;this.startTime=cr||cs(),this.end=c,this.now=this.start=a,this.pos=this.state=0,this.unit=d||this.unit||(f.cssNumber[this.prop]?"":"px"),h.queue=this.options.queue,h.elem=this.elem,h.saveState=function(){e.options.hide&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop)===b&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop,e.start)},h()&&f.timers.push(h)&&!cp&&(cp=setInterval(g.tick,g.interval))},show:function(){var a=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop);this.options.orig[this.prop]=a||f.style(this.elem,this.prop),this.options.show=!0,a!==b?this.custom(this.cur(),a):this.custom(this.prop==="width"||this.prop==="height"?1:0,this.cur()),f(this.elem).show()},hide:function(){this.options.orig[this.prop]=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop)||f.style(this.elem,this.prop),this.options.hide=!0,this.custom(this.cur(),0)},step:function(a){var b,c,d,e=cr||cs(),g=!0,h=this.elem,i=this.options;if(a||e>=i.duration+this.startTime){this.now=this.end,this.pos=this.state=1,this.update(),i.animatedProperties[this.prop]=!0;for(b in i.animatedProperties)i.animatedProperties[b]!==!0&&(g=!1);if(g){i.overflow!=null&&!f.support.shrinkWrapBlocks&&f.each(["","X","Y"],function(a,b){h.style["overflow"+b]=i.overflow[a]}),i.hide&&f(h).hide();if(i.hide||i.show)for(b in i.animatedProperties)f.style(h,b,i.orig[b]),f.removeData(h,"fxshow"+b,!0),f.removeData(h,"toggle"+b,!0);d=i.complete,d&&(i.complete=!1,d.call(h))}return!1}i.duration==Infinity?this.now=e:(c=e-this.startTime,this.state=c/i.duration,this.pos=f.easing[i.animatedProperties[this.prop]](this.state,c,0,1,i.duration),this.now=this.start+(this.end-this.start)*this.pos),this.update();return!0}},f.extend(f.fx,{tick:function(){var a,b=f.timers,c=0;for(;c<b.length;c++)a=b[c],!a()&&b[c]===a&&b.splice(c--,1);b.length||f.fx.stop()},interval:13,stop:function(){clearInterval(cp),cp=null},speeds:{slow:600,fast:200,_default:400},step:{opacity:function(a){f.style(a.elem,"opacity",a.now)},_default:function(a){a.elem.style&&a.elem.style[a.prop]!=null?a.elem.style[a.prop]=a.now+a.unit:a.elem[a.prop]=a.now}}}),f.each(["width","height"],function(a,b){f.fx.step[b]=function(a){f.style(a.elem,b,Math.max(0,a.now)+a.unit)}}),f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.animated=function(a){return f.grep(f.timers,function(b){return a===b.elem}).length});var cw=/^t(?:able|d|h)$/i,cx=/^(?:body|html)$/i;"getBoundingClientRect"in c.documentElement?f.fn.offset=function(a){var b=this[0],c;if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);try{c=b.getBoundingClientRect()}catch(d){}var e=b.ownerDocument,g=e.documentElement;if(!c||!f.contains(g,b))return c?{top:c.top,left:c.left}:{top:0,left:0};var h=e.body,i=cy(e),j=g.clientTop||h.clientTop||0,k=g.clientLeft||h.clientLeft||0,l=i.pageYOffset||f.support.boxModel&&g.scrollTop||h.scrollTop,m=i.pageXOffset||f.support.boxModel&&g.scrollLeft||h.scrollLeft,n=c.top+l-j,o=c.left+m-k;return{top:n,left:o}}:f.fn.offset=function(a){var b=this[0];if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);var c,d=b.offsetParent,e=b,g=b.ownerDocument,h=g.documentElement,i=g.body,j=g.defaultView,k=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l=b.offsetTop,m=b.offsetLeft;while((b=b.parentNode)&&b!==i&&b!==h){if(f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed")break;c=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l-=b.scrollTop,m-=b.scrollLeft,b===d&&(l+=b.offsetTop,m+=b.offsetLeft,f.support.doesNotAddBorder&&(!f.support.doesAddBorderForTableAndCells||!cw.test(b.nodeName))&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),e=d,d=b.offsetParent),f.support.subtractsBorderForOverflowNotVisible&&c.overflow!=="visible"&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),k=c}if(k.position==="relative"||k.position==="static")l+=i.offsetTop,m+=i.offsetLeft;f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed"&&(l+=Math.max(h.scrollTop,i.scrollTop),m+=Math.max(h.scrollLeft,i.scrollLeft));return{top:l,left:m}},f.offset={bodyOffset:function(a){var b=a.offsetTop,c=a.offsetLeft;f.support.doesNotIncludeMarginInBodyOffset&&(b+=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c+=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0);return{top:b,left:c}},setOffset:function(a,b,c){var d=f.css(a,"position");d==="static"&&(a.style.position="relative");var e=f(a),g=e.offset(),h=f.css(a,"top"),i=f.css(a,"left"),j=(d==="absolute"||d==="fixed")&&f.inArray("auto",[h,i])>-1,k={},l={},m,n;j?(l=e.position(),m=l.top,n=l.left):(m=parseFloat(h)||0,n=parseFloat(i)||0),f.isFunction(b)&&(b=b.call(a,c,g)),b.top!=null&&(k.top=b.top-g.top+m),b.left!=null&&(k.left=b.left-g.left+n),"using"in b?b.using.call(a,k):e.css(k)}},f.fn.extend({position:function(){if(!this[0])return null;var a=this[0],b=this.offsetParent(),c=this.offset(),d=cx.test(b[0].nodeName)?{top:0,left:0}:b.offset();c.top-=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c.left-=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0,d.top+=parseFloat(f.css(b[0],"borderTopWidth"))||0,d.left+=parseFloat(f.css(b[0],"borderLeftWidth"))||0;return{top:c.top-d.top,left:c.left-d.left}},offsetParent:function(){return this.map(function(){var a=this.offsetParent||c.body;while(a&&!cx.test(a.nodeName)&&f.css(a,"position")==="static")a=a.offsetParent;return a})}}),f.each(["Left","Top"],function(a,c){var d="scroll"+c;f.fn[d]=function(c){var e,g;if(c===b){e=this[0];if(!e)return null;g=cy(e);return g?"pageXOffset"in g?g[a?"pageYOffset":"pageXOffset"]:f.support.boxModel&&g.document.documentElement[d]||g.document.body[d]:e[d]}return this.each(function(){g=cy(this),g?g.scrollTo(a?f(g).scrollLeft():c,a?c:f(g).scrollTop()):this[d]=c})}}),f.each(["Height","Width"],function(a,c){var d=c.toLowerCase();f.fn["inner"+c]=function(){var a=this[0];return a?a.style?parseFloat(f.css(a,d,"padding")):this[d]():null},f.fn["outer"+c]=function(a){var b=this[0];return b?b.style?parseFloat(f.css(b,d,a?"margin":"border")):this[d]():null},f.fn[d]=function(a){var e=this[0];if(!e)return a==null?null:this;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c[d](a.call(this,b,c[d]()))});if(f.isWindow(e)){var g=e.document.documentElement["client"+c],h=e.document.body;return e.document.compatMode==="CSS1Compat"&&g||h&&h["client"+c]||g}if(e.nodeType===9)return Math.max(e.documentElement["client"+c],e.body["scroll"+c],e.documentElement["scroll"+c],e.body["offset"+c],e.documentElement["offset"+c]);if(a===b){var i=f.css(e,d),j=parseFloat(i);return f.isNumeric(j)?j:i}return this.css(d,typeof a=="string"?a:a+"px")}}),a.jQuery=a.$=f,typeof define=="function"&&define.amd&&define.amd.jQuery&&define("jquery",[],function(){return f})})(window);
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/CHANGES.md
## Version 8.4

We've got the new [demo page][]! The obvious new feature is the new look, but
apart from that it's got smarter: by presenting languages in groups it avoids
running 10000 highlighting attempts after first load which was slowing it down
and giving bad overall impression. It is now also being generated from test
code snippets so the authors of new languages don't have to update both tests
and the demo page with the same thing.

Other notable changes:

- The `template_comment` class is gone in favor of the more general `comment`.
- Number parsing unified and improved across languages.
- C++, Java and C# now use unified grammar to highlight titles in
  function/method definitions.
- The browser build is now usable as an AMD module, there's no separate build
  target for that anymore.
- OCaml has got a [comprehensive overhaul][ocaml] by [Mickaël Delahaye][].
- Clojure's data structures and literals are now highlighted outside of lists
  and we can now highlight Clojure's REPL sessions.

New languages:

- *AspectJ* by [Hakan Özler][]
- *STEP Part 21* by [Adam Joseph Cook][]
- *SML* derived by [Edwin Dalorzo][] from OCaml definition
- *Mercury* by [mucaho][]
- *Smali* by [Dennis Titze][]
- *Verilog* by [Jon Evans][]
- *Stata* by [Brian Quistorff][]

[Hakan Özler]: https://github.com/ozlerhakan
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[demo page]: https://highlightjs.org/static/demo/
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev
[Edwin Dalorzo]: https://github.com/edalorzo
[mucaho]: https://github.com/mucaho
[Dennis Titze]: https://github.com/titze
[Jon Evans]: https://github.com/craftyjon
[Brian Quistorff]: https://github.com/bquistorff
[ocaml]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/pull/608#issue-46190207
[Mickaël Delahaye]: https://github.com/polazarus


## Version 8.3

We streamlined our tool chain, it is now based entirely on node.js instead of
being a mix of node.js, Python and Java. The build script options and arguments
remained the same, and we've noted all the changes in the [documentation][b].
Apart from reducing complexity, the new build script is also faster from not
having to start Java machine repeatedly. The credits for the work go to [Jeremy
Hull][].

Some notable fixes:

- PHP and JavaScript mixed in HTML now live happily with each other.
- JavaScript regexes now understand ES6 flags "u" and "y".
- `throw` keyword is no longer detected as a method name in Java.
- Fixed parsing of numbers and symbols in Clojure thanks to [input from Ivan
  Kleshnin][ik].

New languages in this release:

- *Less* by [Max Mikhailov][]
- *Stylus* by [Bryant Williams][]
- *Tcl* by [Radek Liska][]
- *Puppet* by [Jose Molina Colmenero][]
- *Processing* by [Erik Paluka][]
- *Twig* templates by [Luke Holder][]
- *PowerShell* by [David Mohundro][], based on [the work of Nicholas
  Blumhardt][ps]
- *XL* by [Christophe de Dinechin][]
- *LiveScript* by [Taneli Vatanen][] and [Jen Evers-Corvina][]
- *ERB* (Ruby in HTML) by [Lucas Mazza][]
- *Roboconf* by [Vincent Zurczak][]

[b]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://twitter.com/IvanKleshnin/status/514041599484231680
[Max Mikhailov]: https://github.com/seven-phases-max
[Bryant Williams]: https://github.com/scien
[Radek Liska]: https://github.com/Nindaleth
[Jose Molina Colmenero]: https://github.com/Moliholy
[Erik Paluka]: https://github.com/paluka
[Luke Holder]: https://github.com/lukeholder
[David Mohundro]: https://github.com/drmohundro
[ps]: https://github.com/OctopusDeploy/Library/blob/master/app/shared/presentation/highlighting/powershell.js
[Christophe de Dinechin]: https://github.com/c3d
[Taneli Vatanen]: https://github.com/Daiz-
[Jen Evers-Corvina]: https://github.com/sevvie
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza
[Vincent Zurczak]: https://github.com/vincent-zurczak

## Version 8.2

We've finally got [real tests][test] and [continuous testing on Travis][ci]
thanks to [Jeremy Hull][] and [Chris Eidhof][]. The tests designed to cover
everything: language detection, correct parsing of individual language features
and various special cases. This is a very important change that gives us
confidence in extending language definitions and refactoring library core.

We're going to redesign the old [demo/test suite][demo] into an interactive
demo web app. If you're confident front-end developer or designer and want to
help us with it, drop a comment into [the issue][#542] on GitHub.

[test]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/tree/master/test
[demo]: https://highlightjs.org/static/test.html
[#542]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/issues/542
[ci]: https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof

As usually there's a handful of new languages in this release:

- *Groovy* by [Guillaume Laforge][]
- *Dart* by [Maxim Dikun][]
- *Dust* by [Michael Allen][]
- *Scheme* by [JP Verkamp][]
- *G-Code* by [Adam Joseph Cook][]
- *Q* from Kx Systems by [Sergey Vidyuk][]

[Guillaume Laforge]: https://github.com/glaforge
[Maxim Dikun]: https://github.com/dikmax
[Michael Allen]: https://github.com/bfui
[JP Verkamp]: https://github.com/jpverkamp
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[Sergey Vidyuk]: https://github.com/sv

Other improvements:

- [Erik Osheim][] heavily reworked Scala definitions making it richer.
- [Lucas Mazza][] fixed Ruby hashes highlighting
- Lisp variants (Lisp, Clojure and Scheme) are unified in regard to naming
  the first symbol in parentheses: it's "keyword" in general case and also
  "built_in" for built-in functions in Clojure and Scheme.

[Erik Osheim]: https://github.com/non
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza

## Version 8.1

New languages:

- *Gherkin* by [Sam Pikesley][]
- *Elixir* by [Josh Adams][]
- *NSIS* by [Jan T. Sott][]
- *VIM script* by [Jun Yang][]
- *Protocol Buffers* by [Dan Tao][]
- *Nix* by [Domen Kožar][]
- *x86asm* by [innocenat][]
- *Cap’n Proto* and *Thrift* by [Oleg Efimov][]
- *Monkey* by [Arthur Bikmullin][]
- *TypeScript* by [Panu Horsmalahti][]
- *Nimrod* by [Flaviu Tamas][]
- *Gradle* by [Damian Mee][]
- *Haxe* by [Christopher Kaster][]
- *Swift* by [Chris Eidhof][] and [Nate Cook][]

New styles:

- *Kimbie*, light and dark variants by [Jan T. Sott][]
- *Color brewer* by [Fabrício Tavares de Oliveira][]
- *Codepen.io embed* by [Justin Perry][]
- *Hybrid* by [Nic West][]

[Sam Pikesley]: https://github.com/pikesley
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Josh Adams]: https://github.com/knewter
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg
[Jun Yang]: https://github.com/harttle
[Dan Tao]: https://github.com/dtao
[Domen Kožar]: https://github.com/iElectric
[innocenat]: https://github.com/innocenat
[Oleg Efimov]: https://github.com/Sannis
[Arthur Bikmullin]: https://github.com/devolonter
[Panu Horsmalahti]: https://github.com/panuhorsmalahti
[Flaviu Tamas]: https://github.com/flaviut
[Damian Mee]: https://github.com/chester1000
[Christopher Kaster]: http://christopher.kaster.ws
[Fabrício Tavares de Oliveira]: https://github.com/fabriciotav
[Justin Perry]: https://github.com/ourmaninamsterdam
[Nic West]: https://github.com/nicwest
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof
[Nate Cook]: https://github.com/natecook1000

Other improvements:

- The README is heavily reworked and brought up to date by [Jeremy Hull][].
- Added [`listLanguages()`][ll] method in the API.
- Improved C/C++/C# detection.
- Added a bunch of new language aliases, documented the existing ones. Thanks to
  [Sindre Sorhus][] for background research.
- Added phrasal English words to boost relevance in comments.
- Many improvements to SQL definition made by [Heiko August][],
  [Nikolay Lisienko][] and [Travis Odom][].
- The shorter `lang-` prefix for language names in HTML classes supported
  alongside `language-`. Thanks to [Jeff Escalante][].
- Ruby's got support for interactive console sessions. Thanks to
  [Pascal Hurni][].
- Added built-in functions for R language. Thanks to [Artem A. Klevtsov][].
- Rust's got definition for lifetime parameters and improved string syntax.
  Thanks to [Roman Shmatov][].
- Various improvements to Objective-C definition by [Matt Diephouse][].
- Fixed highlighting of generics in Java.

[ll]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#listlanguages
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Heiko August]: https://github.com/auge8472
[Nikolay Lisienko]: https://github.com/neor-ru
[Travis Odom]: https://github.com/Burstaholic
[Jeff Escalante]: https://github.com/jenius
[Pascal Hurni]: https://github.com/phurni
[Jiyin Yiyong]: https://github.com/jiyinyiyong
[Artem A. Klevtsov]: https://github.com/unikum
[Roman Shmatov]: https://github.com/shmatov
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Matt Diephouse]: https://github.com/mdiep


## Version 8.0

This new major release is quite a big overhaul bringing both new features and
some backwards incompatible changes. However, chances are that the majority of
users won't be affected by the latter: the basic scenario described in the
README is left intact.

Here's what did change in an incompatible way:

- We're now prefixing all classes located in [CSS classes reference][cr] with
  `hljs-`, by default, because some class names would collide with other
  people's stylesheets. If you were using an older version, you might still want
  the previous behavior, but still want to upgrade. To suppress this new
  behavior, you would initialize like so:

  ```html
  <script type="text/javascript">
    hljs.configure({classPrefix: ''});
    hljs.initHighlightingOnLoad();
  </script>
  ```

- `tabReplace` and `useBR` that were used in different places are also unified
  into the global options object and are to be set using `configure(options)`.
  This function is documented in our [API docs][]. Also note that these
  parameters are gone from `highlightBlock` and `fixMarkup` which are now also
  rely on `configure`.

- We removed public-facing (though undocumented) object `hljs.LANGUAGES` which
  was used to register languages with the library in favor of two new methods:
  `registerLanguage` and `getLanguage`. Both are documented in our [API docs][].

- Result returned from `highlight` and `highlightAuto` no longer contains two
  separate attributes contributing to relevance score, `relevance` and
  `keyword_count`. They are now unified in `relevance`.

Another technically compatible change that nonetheless might need attention:

- The structure of the NPM package was refactored, so if you had installed it
  locally, you'll have to update your paths. The usual `require('highlight.js')`
  works as before. This is contributed by [Dmitry Smolin][].

New features:

- Languages now can be recognized by multiple names like "js" for JavaScript or
  "html" for, well, HTML (which earlier insisted on calling it "xml"). These
  aliases can be specified in the class attribute of the code container in your
  HTML as well as in various API calls. For now there are only a few very common
  aliases but we'll expand it in the future. All of them are listed in the
  [class reference][cr].

- Language detection can now be restricted to a subset of languages relevant in
  a given context — a web page or even a single highlighting call. This is
  especially useful for node.js build that includes all the known languages.
  Another example is a StackOverflow-style site where users specify languages
  as tags rather than in the markdown-formatted code snippets. This is
  documented in the [API reference][] (see methods `highlightAuto` and
  `configure`).

- Language definition syntax streamlined with [variants][] and
  [beginKeywords][].

New languages and styles:

- *Oxygene* by [Carlo Kok][]
- *Mathematica* by [Daniel Kvasnička][]
- *Autohotkey* by [Seongwon Lee][]
- *Atelier* family of styles in 10 variants by [Bram de Haan][]
- *Paraíso* styles by [Jan T. Sott][]

Miscellaneous improvements:

- Highlighting `=>` prompts in Clojure.
- [Jeremy Hull][] fixed a lot of styles for consistency.
- Finally, highlighting PHP and HTML [mixed in peculiar ways][php-html].
- Objective C and C# now properly highlight titles in method definition.
- Big overhaul of relevance counting for a number of languages. Please do report
  bugs about mis-detection of non-trivial code snippets!

[API reference]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html

[cr]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[api docs]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html
[variants]: https://groups.google.com/d/topic/highlightjs/VoGC9-1p5vk/discussion
[beginKeywords]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/6c7fdea002eb3949577a85b3f7930137c7c3038d
[php-html]: https://twitter.com/highlightjs/status/408890903017689088

[Carlo Kok]: https://github.com/carlokok
[Bram de Haan]: https://github.com/atelierbram
[Daniel Kvasnička]: https://github.com/dkvasnicka
[Dmitry Smolin]: https://github.com/dimsmol
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Seongwon Lee]: https://github.com/dlimpid
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg


## Version 7.5

A catch-up release dealing with some of the accumulated contributions. This one
is probably will be the last before the 8.0 which will be slightly backwards
incompatible regarding some advanced use-cases.

One outstanding change in this version is the addition of 6 languages to the
[hosted script][d]: Markdown, ObjectiveC, CoffeeScript, Apache, Nginx and
Makefile. It now weighs about 6K more but we're going to keep it under 30K.

New languages:

- OCaml by [Mehdi Dogguy][mehdid] and [Nicolas Braud-Santoni][nbraud]
- [LiveCode Server][lcs] by [Ralf Bitter][revig]
- Scilab by [Sylvestre Ledru][sylvestre]
- basic support for Makefile by [Ivan Sagalaev][isagalaev]

Improvements:

- Ruby's got support for characters like `?A`, `?1`, `?\012` etc. and `%r{..}`
  regexps.
- Clojure now allows a function call in the beginning of s-expressions
  `(($filter "myCount") (arr 1 2 3 4 5))`.
- Haskell's got new keywords and now recognizes more things like pragmas,
  preprocessors, modules, containers, FFIs etc. Thanks to [Zena Treep][treep]
  for the implementation and to [Jeremy Hull][sourrust] for guiding it.
- Miscellaneous fixes in PHP, Brainfuck, SCSS, Asciidoc, CMake, Python and F#.

[mehdid]: https://github.com/mehdid
[nbraud]: https://github.com/nbraud
[revig]: https://github.com/revig
[lcs]: http://livecode.com/developers/guides/server/
[sylvestre]: https://github.com/sylvestre
[isagalaev]: https://github.com/isagalaev
[treep]: https://github.com/treep
[sourrust]: https://github.com/sourrust
[d]: http://highlightjs.org/download/


## New core developers

The latest long period of almost complete inactivity in the project coincided
with growing interest to it led to a decision that now seems completely obvious:
we need more core developers.

So without further ado let me welcome to the core team two long-time
contributors: [Jeremy Hull][] and [Oleg
Efimov][].

Hope now we'll be able to work through stuff faster!

P.S. The historical commit is [here][1] for the record.

[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Oleg Efimov]: https://github.com/sannis
[1]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/f3056941bda56d2b72276b97bc0dd5f230f2473f


## Version 7.4

This long overdue version is a snapshot of the current source tree with all the
changes that happened during the past year. Sorry for taking so long!

Along with the changes in code highlight.js has finally got its new home at
<http://highlightjs.org/>, moving from its cradle on Software Maniacs which it
outgrew a long time ago. Be sure to report any bugs about the site to
<mailto:info@highlightjs.org>.

On to what's new…

New languages:

- Handlebars templates by [Robin Ward][]
- Oracle Rules Language by [Jason Jacobson][]
- F# by [Joans Follesø][]
- AsciiDoc and Haml by [Dan Allen][]
- Lasso by [Eric Knibbe][]
- SCSS by [Kurt Emch][]
- VB.NET by [Poren Chiang][]
- Mizar by [Kelley van Evert][]

[Robin Ward]: https://github.com/eviltrout
[Jason Jacobson]: https://github.com/jayce7
[Joans Follesø]: https://github.com/follesoe
[Dan Allen]: https://github.com/mojavelinux
[Eric Knibbe]: https://github.com/EricFromCanada
[Kurt Emch]: https://github.com/kemch
[Poren Chiang]: https://github.com/rschiang
[Kelley van Evert]: https://github.com/kelleyvanevert

New style themes:

- Monokai Sublime by [noformnocontent][]
- Railscasts by [Damien White][]
- Obsidian by [Alexander Marenin][]
- Docco by [Simon Madine][]
- Mono Blue by [Ivan Sagalaev][] (uses a single color hue for everything)
- Foundation by [Dan Allen][]

[noformnocontent]: http://nn.mit-license.org/
[Damien White]: https://github.com/visoft
[Alexander Marenin]: https://github.com/ioncreature
[Simon Madine]: https://github.com/thingsinjars
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev

Other notable changes:

- Corrected many corner cases in CSS.
- Dropped Python 2 version of the build tool.
- Implemented building for the AMD format.
- Updated Rust keywords (thanks to [Dmitry Medvinsky][]).
- Literal regexes can now be used in language definitions.
- CoffeeScript highlighting is now significantly more robust and rich due to
  input from [Cédric Néhémie][].

[Dmitry Medvinsky]: https://github.com/dmedvinsky
[Cédric Néhémie]: https://github.com/abe33


## Version 7.3

- Since this version highlight.js no longer works in IE version 8 and older.
  It's made it possible to reduce the library size and dramatically improve code
  readability and made it easier to maintain. Time to go forward!

- New languages: AppleScript (by [Nathan Grigg][ng] and [Dr. Drang][dd]) and
  Brainfuck (by [Evgeny Stepanischev][bolk]).

- Improvements to existing languages:

    - interpreter prompt in Python (`>>>` and `...`)
    - @-properties and classes in CoffeeScript
    - E4X in JavaScript (by [Oleg Efimov][oe])
    - new keywords in Perl (by [Kirk Kimmel][kk])
    - big Ruby syntax update (by [Vasily Polovnyov][vast])
    - small fixes in Bash

- Also Oleg Efimov did a great job of moving all the docs for language and style
  developers and contributors from the old wiki under the source code in the
  "docs" directory. Now these docs are nicely presented at
  <http://highlightjs.readthedocs.org/>.

[ng]: https://github.com/nathan11g
[dd]: https://github.com/drdrang
[bolk]: https://github.com/bolknote
[oe]: https://github.com/Sannis
[kk]: https://github.com/kimmel
[vast]: https://github.com/vast


## Version 7.2

A regular bug-fix release without any significant new features. Enjoy!


## Version 7.1

A Summer crop:

- [Marc Fornos][mf] made the definition for Clojure along with the matching
  style Rainbow (which, of course, works for other languages too).
- CoffeeScript support continues to improve getting support for regular
  expressions.
- Yoshihide Jimbo ported to highlight.js [five Tomorrow styles][tm] from the
  [project by Chris Kempson][tm0].
- Thanks to [Casey Duncun][cd] the library can now be built in the popular
  [AMD format][amd].
- And last but not least, we've got a fair number of correctness and consistency
  fixes, including a pretty significant refactoring of Ruby.

[mf]: https://github.com/mfornos
[tm]: http://jmblog.github.com/color-themes-for-highlightjs/
[tm0]: https://github.com/ChrisKempson/Tomorrow-Theme
[cd]: https://github.com/caseman
[amd]: http://requirejs.org/docs/whyamd.html


## Version 7.0

The reason for the new major version update is a global change of keyword syntax
which resulted in the library getting smaller once again. For example, the
hosted build is 2K less than at the previous version while supporting two new
languages.

Notable changes:

- The library now works not only in a browser but also with [node.js][]. It is
  installable with `npm install highlight.js`. [API][] docs are available on our
  wiki.

- The new unique feature (apparently) among syntax highlighters is highlighting
  *HTTP* headers and an arbitrary language in the request body. The most useful
  languages here are *XML* and *JSON* both of which highlight.js does support.
  Here's [the detailed post][p] about the feature.

- Two new style themes: a dark "south" *[Pojoaque][]* by Jason Tate and an
  emulation of*XCode* IDE by [Angel Olloqui][ao].

- Three new languages: *D* by [Aleksandar Ružičić][ar], *R* by [Joe Cheng][jc]
  and *GLSL* by [Sergey Tikhomirov][st].

- *Nginx* syntax has become a million times smaller and more universal thanks to
  remaking it in a more generic manner that doesn't require listing all the
  directives in the known universe.

- Function titles are now highlighted in *PHP*.

- *Haskell* and *VHDL* were significantly reworked to be more rich and correct
  by their respective maintainers [Jeremy Hull][sr] and [Igor Kalnitsky][ik].

And last but not least, many bugs have been fixed around correctness and
language detection.

Overall highlight.js currently supports 51 languages and 20 style themes.

[node.js]: http://nodejs.org/
[api]: http://softwaremaniacs.org/wiki/doku.php/highlight.js:api
[p]: http://softwaremaniacs.org/blog/2012/05/10/http-and-json-in-highlight-js/en/
[pojoaque]: http://web-cms-designs.com/ftopict-10-pojoaque-style-for-highlight-js-code-highlighter.html
[ao]: https://github.com/angelolloqui
[ar]: https://github.com/raleksandar
[jc]: https://github.com/jcheng5
[st]: https://github.com/tikhomirov
[sr]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://github.com/ikalnitsky


## Version 6.2

A lot of things happened in highlight.js since the last version! We've got nine
new contributors, the discussion group came alive, and the main branch on GitHub
now counts more than 350 followers. Here are most significant results coming
from all this activity:

- 5 (five!) new languages: Rust, ActionScript, CoffeeScript, MatLab and
  experimental support for markdown. Thanks go to [Andrey Vlasovskikh][av],
  [Alexander Myadzel][am], [Dmytrii Nagirniak][dn], [Oleg Efimov][oe], [Denis
  Bardadym][db] and [John Crepezzi][jc].

- 2 new style themes: Monokai by [Luigi Maselli][lm] and stylistic imitation of
  another well-known highlighter Google Code Prettify by [Aahan Krish][ak].

- A vast number of [correctness fixes and code refactorings][log], mostly made
  by [Oleg Efimov][oe] and [Evgeny Stepanischev][es].

[av]: https://github.com/vlasovskikh
[am]: https://github.com/myadzel
[dn]: https://github.com/dnagir
[oe]: https://github.com/Sannis
[db]: https://github.com/btd
[jc]: https://github.com/seejohnrun
[lm]: http://grigio.org/
[ak]: https://github.com/geekpanth3r
[es]: https://github.com/bolknote
[log]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commits/


## Version 6.1 — Solarized

[Jeremy Hull][jh] has implemented my dream feature — a port of [Solarized][]
style theme famous for being based on the intricate color theory to achieve
correct contrast and color perception. It is now available for highlight.js in
both variants — light and dark.

This version also adds a new original style Arta. Its author pumbur maintains a
[heavily modified fork of highlight.js][pb] on GitHub.

[jh]: https://github.com/sourrust
[solarized]: http://ethanschoonover.com/solarized
[pb]: https://github.com/pumbur/highlight.js


## Version 6.0

New major version of the highlighter has been built on a significantly
refactored syntax. Due to this it's even smaller than the previous one while
supporting more languages!

New languages are:

- Haskell by [Jeremy Hull][sourrust]
- Erlang in two varieties — module and REPL — made collectively by [Nikolay
  Zakharov][desh], [Dmitry Kovega][arhibot] and [Sergey Ignatov][ignatov]
- Objective C by [Valerii Hiora][vhbit]
- Vala by [Antono Vasiljev][antono]
- Go by [Stephan Kountso][steplg]

[sourrust]: https://github.com/sourrust
[desh]: http://desh.su/
[arhibot]: https://github.com/arhibot
[ignatov]: https://github.com/ignatov
[vhbit]: https://github.com/vhbit
[antono]: https://github.com/antono
[steplg]: https://github.com/steplg

Also this version is marginally faster and fixes a number of small long-standing
bugs.

Developer overview of the new language syntax is available in a [blog post about
recent beta release][beta].

[beta]: http://softwaremaniacs.org/blog/2011/04/25/highlight-js-60-beta/en/

P.S. New version is not yet available on a Yandex CDN, so for now you have to
download [your own copy][d].

[d]: /soft/highlight/en/download/


## Version 5.14

Fixed bugs in HTML/XML detection and relevance introduced in previous
refactoring.

Also test.html now shows the second best result of language detection by
relevance.


## Version 5.13

Past weekend began with a couple of simple additions for existing languages but
ended up in a big code refactoring bringing along nice improvements for language
developers.

### For users

- Description of C++ has got new keywords from the upcoming [C++ 0x][] standard.
- Description of HTML has got new tags from [HTML 5][].
- CSS-styles have been unified to use consistent padding and also have lost
  pop-outs with names of detected languages.
- [Igor Kalnitsky][ik] has sent two new language descriptions: CMake & VHDL.

This makes total number of languages supported by highlight.js to reach 35.

Bug fixes:

- Custom classes on `<pre>` tags are not being overridden anymore
- More correct highlighting of code blocks inside non-`<pre>` containers:
  highlighter now doesn't insist on replacing them with its own container and
  just replaces the contents.
- Small fixes in browser compatibility and heuristics.

[c++ 0x]: http://ru.wikipedia.org/wiki/C%2B%2B0x
[html 5]: http://en.wikipedia.org/wiki/HTML5
[ik]: http://kalnitsky.org.ua/

### For developers

The most significant change is the ability to include language submodes right
under `contains` instead of defining explicit named submodes in the main array:

    contains: [
      'string',
      'number',
      {begin: '\\n', end: hljs.IMMEDIATE_RE}
    ]

This is useful for auxiliary modes needed only in one place to define parsing.
Note that such modes often don't have `className` and hence won't generate a
separate `<span>` in the resulting markup. This is similar in effect to
`noMarkup: true`. All existing languages have been refactored accordingly.

Test file test.html has at last become a real test. Now it not only puts the
detected language name under the code snippet but also tests if it matches the
expected one. Test summary is displayed right above all language snippets.


## CDN

Fine people at [Yandex][] agreed to host highlight.js on their big fast servers.
[Link up][l]!

[yandex]: http://yandex.com/
[l]: http://softwaremaniacs.org/soft/highlight/en/download/


## Version 5.10 — "Paris".

Though I'm on a vacation in Paris, I decided to release a new version with a
couple of small fixes:

- Tomas Vitvar discovered that TAB replacement doesn't always work when used
  with custom markup in code
- SQL parsing is even more rigid now and doesn't step over SmallTalk in tests


## Version 5.9

A long-awaited version is finally released.

New languages:

- Andrew Fedorov made a definition for Lua
- a long-time highlight.js contributor [Peter Leonov][pl] made a definition for
  Nginx config
- [Vladimir Moskva][vm] made a definition for TeX

[pl]: http://kung-fu-tzu.ru/
[vm]: http://fulc.ru/

Fixes for existing languages:

- [Loren Segal][ls] reworked the Ruby definition and added highlighting for
  [YARD][] inline documentation
- the definition of SQL has become more solid and now it shouldn't be overly
  greedy when it comes to language detection

[ls]: http://gnuu.org/
[yard]: http://yardoc.org/

The highlighter has become more usable as a library allowing to do highlighting
from initialization code of JS frameworks and in ajax methods (see.
readme.eng.txt).

Also this version drops support for the [WordPress][wp] plugin. Everyone is
welcome to [pick up its maintenance][p] if needed.

[wp]: http://wordpress.org/
[p]: http://bazaar.launchpad.net/~isagalaev/+junk/highlight/annotate/342/src/wp_highlight.js.php


## Version 5.8

- Jan Berkel has contributed a definition for Scala. +1 to hotness!
- All CSS-styles are rewritten to work only inside `<pre>` tags to avoid
  conflicts with host site styles.


## Version 5.7.

Fixed escaping of quotes in VBScript strings.


## Version 5.5

This version brings a small change: now .ini-files allow digits, underscores and
square brackets in key names.


## Version 5.4

Fixed small but upsetting bug in the packer which caused incorrect highlighting
of explicitly specified languages. Thanks to Andrew Fedorov for precise
diagnostics!


## Version 5.3

The version to fulfil old promises.

The most significant change is that highlight.js now preserves custom user
markup in code along with its own highlighting markup. This means that now it's
possible to use, say, links in code. Thanks to [Vladimir Dolzhenko][vd] for the
[initial proposal][1] and for making a proof-of-concept patch.

Also in this version:

- [Vasily Polovnyov][vp] has sent a GitHub-like style and has implemented
  support for CSS @-rules and Ruby symbols.
- Yura Zaripov has sent two styles: Brown Paper and School Book.
- Oleg Volchkov has sent a definition for [Parser 3][p3].

[1]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/6612/
[p3]: http://www.parser.ru/
[vp]: http://vasily.polovnyov.ru/
[vd]: http://dolzhenko.blogspot.com/


## Version 5.2

- at last it's possible to replace indentation TABs with something sensible
  (e.g. 2 or 4 spaces)
- new keywords and built-ins for 1C by Sergey Baranov
- a couple of small fixes to Apache highlighting


## Version 5.1

This is one of those nice version consisting entirely of new and shiny
contributions!

- [Vladimir Ermakov][vooon] created highlighting for AVR Assembler
- [Ruslan Keba][rukeba] created highlighting for Apache config file. Also his
  original visual style for it is now available for all highlight.js languages
  under the name "Magula".
- [Shuen-Huei Guan][drake] (aka Drake) sent new keywords for RenderMan
  languages. Also thanks go to [Konstantin Evdokimenko][ke] for his advice on
  the matter.

[vooon]: http://vehq.ru/about/
[rukeba]: http://rukeba.com/
[drake]: http://drakeguan.org/
[ke]: http://k-evdokimenko.moikrug.ru/


## Version 5.0

The main change in the new major version of highlight.js is a mechanism for
packing several languages along with the library itself into a single compressed
file. Now sites using several languages will load considerably faster because
the library won't dynamically include additional files while loading.

Also this version fixes a long-standing bug with Javascript highlighting that
couldn't distinguish between regular expressions and division operations.

And as usually there were a couple of minor correctness fixes.

Great thanks to all contributors! Keep using highlight.js.


## Version 4.3

This version comes with two contributions from [Jason Diamond][jd]:

- language definition for C# (yes! it was a long-missed thing!)
- Visual Studio-like highlighting style

Plus there are a couple of minor bug fixes for parsing HTML and XML attributes.

[jd]: http://jason.diamond.name/weblog/


## Version 4.2

The biggest news is highlighting for Lisp, courtesy of Vasily Polovnyov. It's
somewhat experimental meaning that for highlighting "keywords" it doesn't use
any pre-defined set of a Lisp dialect. Instead it tries to highlight first word
in parentheses wherever it makes sense. I'd like to ask people programming in
Lisp to confirm if it's a good idea and send feedback to [the forum][f].

Other changes:

- Smalltalk was excluded from DEFAULT_LANGUAGES to save traffic
- [Vladimir Epifanov][voldmar] has implemented javascript style switcher for
  test.html
- comments now allowed inside Ruby function definition
- [MEL][] language from [Shuen-Huei Guan][drake]
- whitespace now allowed between `<pre>` and `<code>`
- better auto-detection of C++ and PHP
- HTML allows embedded VBScript (`<% .. %>`)

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/
[voldmar]: http://voldmar.ya.ru/
[mel]: http://en.wikipedia.org/wiki/Maya_Embedded_Language
[drake]: http://drakeguan.org/


## Version 4.1

Languages:

- Bash from Vah
- DOS bat-files from Alexander Makarov (Sam)
- Diff files from Vasily Polovnyov
- Ini files from myself though initial idea was from Sam

Styles:

- Zenburn from Vladimir Epifanov, this is an imitation of a
  [well-known theme for Vim][zenburn].
- Ascetic from myself, as a realization of ideals of non-flashy highlighting:
  just one color in only three gradations :-)

In other news. [One small bug][bug] was fixed, built-in keywords were added for
Python and C++ which improved auto-detection for the latter (it was shame that
[my wife's blog][alenacpp] had issues with it from time to time). And lastly
thanks go to Sam for getting rid of my stylistic comments in code that were
getting in the way of [JSMin][].

[zenburn]: http://en.wikipedia.org/wiki/Zenburn
[alenacpp]: http://alenacpp.blogspot.com/
[bug]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewtopic.php?id=1823
[jsmin]: http://code.google.com/p/jsmin-php/


## Version 4.0

New major version is a result of vast refactoring and of many contributions.

Visible new features:

- Highlighting of embedded languages. Currently is implemented highlighting of
  Javascript and CSS inside HTML.
- Bundled 5 ready-made style themes!

Invisible new features:

- Highlight.js no longer pollutes global namespace. Only one object and one
  function for backward compatibility.
- Performance is further increased by about 15%.

Changing of a major version number caused by a new format of language definition
files. If you use some third-party language files they should be updated.


## Version 3.5

A very nice version in my opinion fixing a number of small bugs and slightly
increased speed in a couple of corner cases. Thanks to everybody who reports
bugs in he [forum][f] and by email!

There is also a new language — XML. A custom XML formerly was detected as HTML
and didn't highlight custom tags. In this version I tried to make custom XML to
be detected and highlighted by its own rules. Which by the way include such
things as CDATA sections and processing instructions (`<? ... ?>`).

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6


## Version 3.3

[Vladimir Gubarkov][xonix] has provided an interesting and useful addition.
File export.html contains a little program that shows and allows to copy and
paste an HTML code generated by the highlighter for any code snippet. This can
be useful in situations when one can't use the script itself on a site.


[xonix]: http://xonixx.blogspot.com/


## Version 3.2 consists completely of contributions:

- Vladimir Gubarkov has described SmallTalk
- Yuri Ivanov has described 1C
- Peter Leonov has packaged the highlighter as a Firefox extension
- Vladimir Ermakov has compiled a mod for phpBB

Many thanks to you all!


## Version 3.1

Three new languages are available: Django templates, SQL and Axapta. The latter
two are sent by [Dmitri Roudakov][1]. However I've almost entirely rewrote an
SQL definition but I'd never started it be it from the ground up :-)

The engine itself has got a long awaited feature of grouping keywords
("keyword", "built-in function", "literal"). No more hacks!

[1]: http://roudakov.ru/


## Version 3.0

It is major mainly because now highlight.js has grown large and has become
modular. Now when you pass it a list of languages to highlight it will
dynamically load into a browser only those languages.

Also:

- Konstantin Evdokimenko of [RibKit][] project has created a highlighting for
  RenderMan Shading Language and RenderMan Interface Bytestream. Yay for more
  languages!
- Heuristics for C++ and HTML got better.
- I've implemented (at last) a correct handling of backslash escapes in C-like
  languages.

There is also a small backwards incompatible change in the new version. The
function initHighlighting that was used to initialize highlighting instead of
initHighlightingOnLoad a long time ago no longer works. If you by chance still
use it — replace it with the new one.

[RibKit]: http://ribkit.sourceforge.net/


## Version 2.9

Highlight.js is a parser, not just a couple of regular expressions. That said
I'm glad to announce that in the new version 2.9 has support for:

- in-string substitutions for Ruby -- `#{...}`
- strings from from numeric symbol codes (like #XX) for Delphi


## Version 2.8

A maintenance release with more tuned heuristics. Fully backwards compatible.


## Version 2.7

- Nikita Ledyaev presents highlighting for VBScript, yay!
- A couple of bugs with escaping in strings were fixed thanks to Mickle
- Ongoing tuning of heuristics

Fixed bugs were rather unpleasant so I encourage everyone to upgrade!


## Version 2.4

- Peter Leonov provides another improved highlighting for Perl
- Javascript gets a new kind of keywords — "literals". These are the words
  "true", "false" and "null"

Also highlight.js homepage now lists sites that use the library. Feel free to
add your site by [dropping me a message][mail] until I find the time to build a
submit form.

[mail]: mailto:Maniac@SoftwareManiacs.Org


## Version 2.3

This version fixes IE breakage in previous version. My apologies to all who have
already downloaded that one!


## Version 2.2

- added highlighting for Javascript
- at last fixed parsing of Delphi's escaped apostrophes in strings
- in Ruby fixed highlighting of keywords 'def' and 'class', same for 'sub' in
  Perl


## Version 2.0

- Ruby support by [Anton Kovalyov][ak]
- speed increased by orders of magnitude due to new way of parsing
- this same way allows now correct highlighting of keywords in some tricky
  places (like keyword "End" at the end of Delphi classes)

[ak]: http://anton.kovalyov.net/


## Version 1.0

Version 1.0 of javascript syntax highlighter is released!

It's the first version available with English description. Feel free to post
your comments and question to [highlight.js forum][forum]. And don't be afraid
if you find there some fancy Cyrillic letters -- it's for Russian users too :-)

[forum]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6
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# Highlight.js

[![Build Status](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js.svg?branch=master)](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js)

Highlight.js is a syntax highlighter written in JavaScript. It works in the
browser as well as on the server. It works with pretty much any markup,
doesn't depend on any framework and has automatic language detection.


## Getting Started

The bare minimum for using highlight.js on a web page is linking to the library
along with one of the styles and calling [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

This will find and highlight code inside of `<pre><code>` tags trying to detect
the language automatically. If automatic detection doesn't work for you, you can
specify the language in the class attribute:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

The list of supported language classes is available in the [class reference][8].
Classes can also be prefixed with either `language-` or `lang-`.

To disable highlighting altogether use the `nohighlight` class:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Custom Initialization

When you need a bit more control over the initialization of
highlight.js, you can use the [`highlightBlock`][2] and [`configure`][3]
functions. This allows you to control *what* to highlight and *when*.

Here's an equivalent way to calling [`initHighlightingOnLoad`][1] using jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

You can use any tags instead of `<pre><code>` to mark up your code. If you don't
use a container that preserve line breaks you will need to configure
highlight.js to use the `<br>` tag:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

For other options refer to the documentation for [`configure`][3].


## Getting the Library

You can get highlight.js as a hosted or custom-build browser script or as a
server module. Head over to the [download page][4] for all the options.

Note, that the library is not supposed to work straight from the source on
GitHub, it requires building. If none of the pre-packaged options work for you
refer to the [building documentation][5].


## License

Highlight.js is released under the BSD License. See [LICENSE][10] file for
details.


## Links

The official site for the library is at <https://highlightjs.org/>.

Further in-depth documentation for the API and other topics is at
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Authors and contributors are listed in the [AUTHORS.en.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.en.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! highlight.js v9.2.0 | BSD3 License | git.io/hljslicense */
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/LICENSE
Copyright (c) 2006, Ivan Sagalaev
All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

    * Redistributions of source code must retain the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer.
    * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
      documentation and/or other materials provided with the distribution.
    * Neither the name of highlight.js nor the names of its contributors 
      may be used to endorse or promote products derived from this software 
      without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS AND CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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OEBPS/Common_Content/scripts/utils.js
var work = 1;

function pop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popper/,"popped");
	}
}
function unpop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popped/,"popper");
	}
}

function siblings(entity){
	var r = [];
	for ( var n = entity.parentNode.firstChild; n; n = n.nextSibling ) 
		if ( n.nodeType == 1 && n != entity)
			r.push( n );		
	return r;
}

/* This activates an element and deactivates all it's siblings */
function activateElement(id) {
	var entity = document.getElementById(id);
	if(entity.className.indexOf("active") == -1) {
		entity.className = entity.className + " active";
	}
	var sibs = siblings(entity);

	for(var i=0; i < sibs.length; i++) {
		if(sibs[i].className.indexOf("active") != -1) {
			deactivateElement(sibs[i]);
		}
	}
}

function deactivateElement(entity) {
	if(entity.className.indexOf("active") != -1) {
		 entity.className = entity.className.replace(/[ ]*active/, '');
	}
}

function getCookie(name) {
	var name_c = window.location.hostname + '-' + name;

	if(document.cookie) {
		var cookies = document.cookie.split(/ *; */);
		for(var i=0; i < cookies.length; i++) {
			var current_c = cookies[i].split("=");
			if(current_c[0] == name_c) {
				return(current_c[1]);
				break;
			}
		}
	}
	return('');
}

function setCookie(name, value, expires, path) {
	name = window.location.hostname + '-' + name;

	var curCookie = name + "=" + value + 
		((expires) ? ";expires=" + expires.toGMTString() : "") + 
		((path) ? ";path=" + path : "");
	document.cookie = curCookie; 
}

function setDefLangCookie(entity) {
	setCookie('switchery', entity.options[entity.selectedIndex].value, '', '/');
}

function initSwitchery() {
	var divs = document.getElementsByTagName('div');
	for(i in divs) {
		if(typeof(divs[i].className) != 'undefined' && divs[i].className.indexOf("switchery") != -1) {
			var lang = getCookie('switchery');
			if(lang != '') {
				var entity = document.getElementById(divs[i].id + '-' + lang);
				if(entity) {
					entity.onclick();
					entity.parentNode.lastChild.value = lang;
				} else {
					divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
				}
			} else {
				divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
			}
		}
	}

}

function showhide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("hidden") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/hidden/,"visible");
			}
			else if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	}

	return false;
}

function hide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	} else {
		work=1;
	}
}

var preventReset = 0;

function dehighlightTarget(entity) {
	if(preventReset == 0 && entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		var target = document.getElementById(id);
		if(target) {
			deactivateElement(target);
		}
		}
}

function highlightTarget(entity, norefresh) {
	if(entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		activateElement(id);
		preventReset = 0;
	} 
	if(norefresh == 1) {
		preventReset=1;
	}
}
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